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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　Limestone occurs here and there in the Outer Zoneof Shikoku, the altitudinal level varying
from o to 1900 m. The present paper deals with an account of the flora and vegetation of
each limestone area studied and the result of phytosociological studies of forests and scrubs
found there｡
　In the warm temperate zone extending to altitudes of 800-1000 m occur evergreen broad-
leaved forests or scrubs, dominant trees belonging mostly to Machtlus, Dね￥iμ,77 and Quercu∫
which are generally found in climatic or edaphic climaxes on various rocks and soils. The
striking feature of the limestone vegetation, however, is the fact that the Ｃα∫切wpsis cuspidata
forests representative of the climatic climax in this zone are scarcely found and are replaced
by the Quercu∫がαucαcommunity (the Nandino-Cyclobalanopsietum glaucae) occurring exten-
sively. It is also noticeable that the mixed forests of evergreen oaks and coniferous trees in
limestone areas are represented by the Quercu∫∫alicina- Torreyαnuじifera community and are
seldom accompanied by Abies Jirma and乃昭a sieboldii｡
　In the cool temperate zone 丘om 1000 m upwasd, the climatic climaχ forest of Ｆ昭us crenata
belonging to the Sasamorpho-Fagion crenatae is found even in limestone areas. The de-
ciduous forest composed of such trees as ぷer mom｡j)tｅｒｏｃａｒｕａ　ｒhotfolia，　ａnd Ｃ叫sinｕｓ ｃｏｒｄａtａ
occurs as an edaphic climax. and the Abies ho・olepis community (the Heracleo-Abietetum
homolepitis) is found in the upper part of this zone.　These deciduous and coniferous forests
accompanied by ａ large number of perennial herbs are to be included in oりｅ and the same
alliance, the Pterocaryion rhoifoliae, which is usually found along streams and is not charac-
teristic of limestone areas. Scrubs consisting of Carpinus jap四知and other shrubs occupy
sunny and rocky ridges or slopes｡
　The most characteristic vegetation in the limestone areas appears in dry and rocky places,
the typical example being the Carpinus lzおぶ2ninovii community (the Zabelio-Carpinetum
turczaninovii) in which many endemic species and calcicolous relics are found. Such ａ tend-
ency in the floristic compositions is also noticed in scrubs dominated by分泌lea blumei or
S. nervo∫α．　Coniferous forests, such as the　Thｕja ｓtａｎｄtｓｈｔｉcommunity and the Ｃｈａｍａｅｃｙpaｒiｓ
必心a-Sciadや吻jt･ｅｒltｃｉｌｌａｌａcommunity, occupy rather small areas in places｡
　Recently, limestone areas in Shikoku are greatly destroyed by human impacts.　There-
fore, I take this opportunity of considering the preservation, conservation, and significant
utilization of the vegetation･　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
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　　　　　　　　　　　　　　呂　ト　　は　じ●め丿にレバレ
　第二次大戦以前には，わが国ではそれほど大き痙問題としてとりあげられ左かった石灰岩，蛇紋
岩在どの特殊痙岩石と植生および植物相どの関係ﾐはご近年いちじるしく研究がすすみ，対象として
は高等植物のみならず，コヶ類または地衣類にも琵よび分類学，生態学ぶヽよび植物地理学的左立場
から検討が加えられつつある．バそう‘した動きの座.かで，私･も過去20年.ほどの間に．四国地方の石
　　　　　　　Ｉ．･ゝｒ　　　　　ｌ　ｉ　　　　　・　　　　，．．｀　乙.‘｀'゛　・ "'　｀･･4　　　　.111　.，.●
灰岩地帯の植生を調査し，２年前には全域にわたってその概要をまとめた(山中1969b).しかし，
その際にはくわしい群落の組成表などを省略したことと，その後に得られた資料も少なくは座いの
で，ここであらためて今までの研究のj結果･を総括
,
しよ
.うと
.
思･つていみ．ただし，草地については別
の機会にゆずり，この報文でとりあつかうのはおヽもに森林と低木林植生である．　　　　，
　石灰岩はわか国では豊富な地下資源のひとつとして開発か急速にすすみ，そのため石灰岩地帯り
自然植生もいちじるしく破壊されることが多く,.｀稀少な植物か絶滅に瀕しているところも少なくな
いレしたがっ･て，自然保護とも関係ナる問題として; IBP-JCTで'も研究課超のひとつとしでとり
あげられており，このよう痙状勢のもとで，この報告も何ぢか役立つとﾗころがあるものと思･づて･い
る．　●●　　　　　　　づ　　　●．　　　　　丿　一二　　　　　犬ソ●t　　　　　　犬　　犬●
　研究を始めた当初は態勢もよくととのわず，文献も不足がちで，いきかい調査に徹底を欠き，ヽ考
察の十分ゆき,とどか在がったととも多いが，それj以来多･くjの先生か,たや協力者の御指導,とぽ援助に
よ'つ七．調査と研究をつづ･けてとられたのは．し毒わせとりわねど7なち涜い．この機会にあつ･く感
謝の意をあらわすしだいであるヽ.
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　　　　　　　　　　　6現在までの研究 し
　右灰岩，チョ４ク左ど石灰質の岩石およ‘び土壌此生-ずる植物が産目されはじめたのば･1800岸化
にさかのぼるが,"I‘研究の対象｀としてとくに問題にされる･ように座‘つ'たのは，'多くは1900年以後で
ある．はじめヨーロッパではFagus silvaticaと石灰質土壌妻の関係か問題にされ，以後イギ,リスで
はチョ'－ク地帯の植生と植物相がよくしらべられ，現在セはﾉﾖ‘－ロッパ大陸の各地で研究がすずん
でおり，アフリカおよび北米大陸でもこの問題をとりあつかった'ものが少なく在い．‘･　　　ヽ二
　わが国では武田' (1905)ニかメヤブソテツ，ｲ･チｊ々ゾダｎ･ｸヽキノスシダ在どのシダと石灰岩との
関係について述べたのをはﾌじめ（ビワ喰どの種子植物に･も石灰岩地帯に多く野性するも,の･のある,こ
とが知与れるよ‘う'に左っ‘た．そのほか石灰岩地帯に･はj特殊を植物現生ずることは，その後にも断片
的に報告されてはいる･が，石灰岩地帯の植物相を･とく･にとりあげた研究はあまり見られないまま，
1950･年代に人丿て,･各地で調査がおこ左われるよyう･に座った／とくくに北海道の大平山(渡辺1956),
東北では岩手県べ清水1958),関東では秩父地方(守m- 1957),･中部では戸台･(山崎･1952),九州
では奥日向(平田1955)と球磨川流域(清水1960)などがそげ)代表的なものであ乱そして清水･
　(1962-3)の日~本および台湾の石灰岩地帯のフロラ･にういでの研究は，これらを総括し，石灰岩地
帯を特徴づける植物の分類学的研究として;重要･な貢献を礒いしている．　　　　　づ・　　･･≒
　これらとは別にレ植生にういて一心研究はや･やお･ぐれており,･第二次大戦の終るまでには堀川
　(1942)の広島県帝釈峡での調査があるが／ごれはの,ちに「わが国の石灰岩地帯におヽける植物学的ヽ
　　　　　　･I　　　　'　　　　　　　　　.●　　　　　　　　　　　｀　　●研究に対じて先鞭をつけたもめでノごの論文を契機と乙･岑るいは基本として,'我が国各地で盛ん
に石灰岩植物の研究か行左われる‘ように左らたJIも･の1と言れてい'るご(堀川・佐々木1959).^戦後ゆ
　　　　　　●　　　　　　　　　　　Φ　　　　l　●　　　　　　　l　.●　Fj　●　　　　　　　　　・　　　　　　　i●1.
吉井･・吉岡(1-949)が福島県大滝根山と岩手県税鼻渓の石灰岩地帯の植生にづいて報告したのが初め
てであり, 1950年以後にjようやく･論文が多く痙ってきjた．地域的には十文字峠(清水･･青木1964),:
伊吹山(清水1959a),大峰山を含む奈良県(清水195%,藤井(寺尾)1960)‘,｀中国地方東部てま゛
四国地方の石灰岩地植生 (山中) 15
井(寺尾) 1955,黒岩・山中1965),帝釈峡(堀川・佐々木1959),秋吉台を含か山口県(塩見・
宮田・阿武1964,宮田・塩見1965,山中・黒岩1965b,塩見1969),四国各地(山中1954-1969,
山中・黒岩(森下) 1956, 1958, 1965a),九州中部(山中1966)などがあり，特定の植物産いしは
群落を主としたものではイチョウシダおヽよびクモノスシダをあつかったもの(藤# 1964, 1968a,
b, 1969),イワシデ(山中1965a),アラカシーナンテン群集(山中1966c),コケ植物(永野1969)
などがおも産ものである．また，環変とくに土壌との関係については藤井(寺尾) (1961)の研究を
とりあげねばならない．
　ひるがえって四国では，古く石灰岩地帯から多くの植物が報告されている．すなわちジョウロウ
ホトトギス(1888),ヒナシャジン(1892),ヨコグラノキ(1898),ヨクグラグドウ(1918),トサボウ
フウ(1926)在どとともにタチダンダ(1899),クロガネシダ(1899),イワシデ(1914)も当時は新種
としていずれも高知県の石灰岩地帯から記載されている．また，剣山(4)石灰岩地帯からはアオチャ
センシダ，ケンザンデンダ，キンロバイ，ヒメフウロ，チイサンウシノケグサ在どが知られ，扁形
山および黒滝山ではクロタキカズラ，トリガタヒョ‘ウタンポク(コウグイスカズラ)などが見出さ
れている．戦後はとくに石立山，扁形山などの植物相が注目されシコクシモツケソウ，ムシトリス
ミレなどが知られたが，そのほか徳島県の石灰岩地帯で発見されたタヌキノショクダイはとくに多
くの注目をひいた(赤沢1950,阿部1950).
　山中(1952)は，初め四国の石灰岩地帯の植生と植物相のあらましにふれたあと，一部は黒岩お
よび羽方の協力もあり，ひろく各地の植生をしらべて今日にいたっている．
　　　　　　　　　　　　≒　　　　　四国の石灰岩地帯
　四国本島の石灰岩の露出は外帯にかぎられ，三波川帯と秩父帯に多く，一部が四万十川帯に見ら
れる．三波川帯ではとくに南縁に近く石灰質片岩があり，高知県土佐町，吾北村，池川町，愛媛県
美川村，小田町，三崎町などにそのよい例が見られるが，露出の規模は小さいものが多い．重要な
ものは秩父帯にあってペルム系のものが最も多く，徳島県から高知県を経て西部では愛媛県にいた
り，那賀川おヽよび物部川ぞいの一帯，高知市の北部および四国カルスト地域で広大な露出をなして
いる．また，シルリア系の石灰岩の代表的左ものは高知県の横倉山で見られる．中生層中には古生
層に比して大きな露出が少左く，白璧系のものは秩父帯のほか一部は四万十川帯にあわれている．
　これらの石灰岩はところによりボロマイトをともなら，現在採堀されているものも多く，徳島県
では阿南市，高知県では南国市，土佐市，須崎市，伊野町，佐川町および仁淀村，愛媛県では明浜
町などがそのかも左ものである．
　　　　　　　　　　　　　　　四国の石灰岩地帯の植生と植物相
　今までに調査した地域について，地理的な位置とふヽもな植生おヽよび注目される植物をあげ，また
すでに報告のあるとこ･ろについては，あとにおも痙文献を加えた．なあヽ，はじめのかっこ内の地名
は５万分の１地形図の図巾名である.
　（1）阿南（阿波富岡）
　徳島県阿南市では津の峰から長生を経て加茂谷にわたり，海抜300-500 m の丘陵地に石灰岩が
露出する．植生はほとんど二次的で，アカラシの叢林が残るところもあり，タチバナの自生が見ら
れる．大竜寺山の東にある竜の窟付近では石灰岩とチャートの接するところで林床にコバノカナワ
ラビの多いイス林があったが，これも現在は伐られている．ここはタヌキノショクダイか初めて見
つかうたところである．
　阿部(1950)
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　（2）鷲敷（阿波富岡，雲早山（もとの和食））
　徳島県那賀郡鷲敷町では大竜寺山とその南側，氷柱観音付近左どの植生が，調査の対象として適
当である．大竜寺山の400-500 m にはウラジロガシをまじえたカヤの林がある（第18表）．氷柱
観音の100-200 m ではウラジロガシをまじえたアラカシ林となり，ナンテンをともない林床には
ホソバカナワラビか多い（第17表）．この地域にはシロバナハンショウヅルやトサシモツケが見ら
れ，川岸にはナカガワノギクがある.
　・（3）木沢（雲早山）
　徳島県那賀郡木沢村沢谷の符殿近くから小畠にいたる間と杖谷山にかけて海抜300-1100 m の間
に広い石灰岩の露出を見る．海抜600 m 内外以下ではおヽも,にカヤとウラジロガシの混生林でアサ
ダ，ニガキ，イロハカエデ，ヨコグラノキなどの落葉樹をまじえ，またウバメガシの混生がいちじ
るしい（第17表). 700 m 以下の乾いた露岩地ではイワシデの優勢な群落となり，（第１図），1000
Fig 1. The Ｃａゆinus turczan・卯ｉｉ communitv at Sawatani, Kisawa.
ｍ以上までウバメガシが混生し，またネズミサシをとも左い，ところによりミヤマビャクシンが
まじる．ツクバネ，ダンコウバイ，メギ，イワガサ，キハギ，コマユミ類，アルバアオダモ，イワ
ツクバネウッギ，ヤマヒョウタンボクなどの低木が常在し，トサノミツバツツジとヤマツツジもま
れでない．林床にはスゲ類のほかイカリソウ(ヤチマタイカリソウ)，ツリガネニンジン，ヤブレガ
サ，シコクシロギク，リュウノウギク，ウナズキギボウシなどが多く，群落としてはいちじるしく
特徴のあるものである(第25表)．このほかイチョウシダ，クモノスシダ，シロバナハンショウヅ
ル，ツクシクサボタン，トサボウフウ，キビノクロウメモドキなどかあり，特殊な地衣として
Ｌｅｅｉｄｃａ　fｕjifeatｕａｅが生ずる．小畠はタヌキノショクダイのtype localityである．
　阿部(1950)
　(4)木頭(北川
　徳島県那賀郡木頭村蝉谷から岩倉にかけて500 m 以上の低山地のところどころと，折宇谷では
500-900 m にかなりまとまった露出かあるか，植生には二次的なもIのが多い.1次のような折宇谷の
カヤ，アサダ，イロハカエデなどの混生林は，本来のウラジロガシーカヤ群落のなごりとみなされ
るが，渓谷林の要素も混生するほか，シロバナハンショウヅル，キビノクロウメモドキ，ヨコグラ
ノキ，イワツクバネウツギなども生ずる．谷ぞいの岩壁にはツルデンダとイワユキノシタが多い.
　Oriudani, Kito, 670 m, S50VV, 30, 10×10m, T, 12m/60%, T, 6m/40%, S 2m/80%, H 0.3m/80%, M 40%
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　(5)石立山地(北川)
　東は徳島県木頭村の那賀川上流の高瀬峡と西は
高知県香美郡物部村の槙山川上流別府渓谷の600 m
内外から石立山の1700 m 近くまでの石灰岩露出地
は，剣山とともに四国の東部では最もよく植生が保
存され,また豊富な植物相をもって知られている(第
２図)．渓谷ぞいにはカヤをとも痙うウラジロガシ林
が断片的に見られるが，中腹以上ではサワシバ，フ
サザクラ，イタヤカエデなどを主とした落葉広葉樹
林に代り，低木ではコクサギ，ミツバウッギ，ウリ
ノキ，ときにクロカジバが多く，林床にはミヤマク
マワラビのほか多くの多年草が生じ，しばしばトサ
ノミカエリソウが優占する(第20表)．こめ林は上
部の稜線ではウラジロモミ林に代りブナをまじえ，
林床にはツルキンバイ，ツルギハナウド，テンニン
ソウ，カノコソウ，ソバナ，ギョウジャアザミ，メ
タカラコウなどの多くの草本か生ずる(第21表)．
乾燥した尾根すじや露岩地にはイワシデの優勢なと
ころが多く，イワガサ，イワツクバネウツギ痙どの
(山中)
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Akebia trifoliata
Schizophragma hydrangeoides
Lonicera japonica
Ｓ
Ｓ
Ｓ
??????????????????????
??
?????
???
???
???
???
???
??
????
Ｈ　　＋
????? ????
＋
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Fig 2. The deciduous broad-leaved forest along
　　　　　the Befu Gorge, Monobe.
18 高知大学学術研究報告 I‘自然科学　　第２号
ほかいちじるしくビャクシンの繁茂がめだち,・イチイ，ノヽリ屯ミおよびネズミサシが混生するが
（第25表），さらに上部ではイワシデを欠いでイワガサ，ヤマヤナギなどの叢林となることが多い．
なお，中腹の尾根の一部では局地的にコウヤマキめ多いところがある（第６表）．この山地に生ず
る植物ではほかにイワウサギシダ，イチョウシダ，クモノスシダ，アワミョウギシダ，イワユキノ
シタ，シコクシモツケソウ，オオウラジロノキ，キンロバイ，ヒメフウロ，ホソエウリハダ，キバ
ナノコマノツメ，キビノクロウメモドキ，ホタルサイコ，イシダテクサタチバナ，ナヨナヨコゴメ
グサ，ムシトリスミレ，タカネマツムシソウ，ヤハズハパゴ，コウシュウヒゴタイ，チイサンウシ
ノケグサ，オオナキリスゲ，チャボゼキショウなどがあり，モモが野生する．
　山中(1953a, b, 1954b, 1969b, 1971),清水(1962)
　（6）剣山地（剣山，大栃）
　徳島県麻植郡木屋平村，三好郡東祖谷山村から高知県物郡村にいたる剣山地には剣山の石灰岩を
はじめ三嶺，いざり峠および天狗塚にも小規模の石灰質岩石が露出している．
　剣山の石灰岩地は海抜1500 m 前後から1900 m 近くに達し，四国では最も高地のものである．
植生には変化が多いが，森林としては主峰北面の1800 m 以下でイタヤカエデ，サワグルミなどを
主しとた落葉広葉樹林となり，林床には多くの多年草をともない，ことにオシダ，キンバイソウ，
キレングショウマ，アキチョウジ，テンニンソウ，イシヅチウスバアザミ，オタカラコウなどか多
い（第20表）.1800 m 以上の比較的日あたりのよい斜面では優占種がウラジロモミに代るが（第
15図），林床はやはり多年草でササ類を欠き，シコクフウロ，カノコソウ，テンニンソウ，メタカ
ラコウ，ショウジョウスゲな.どか主である（第21表）．これに対して乾燥した岩場は，大剣の露岩
上でよく見られるように，ヤマヤナギおよびイワガサを主とした低木叢となり，アキカラマツやウ
スバヤマブキショウマが多くなる（第８表）．この山には植物相からみても注意すべきものが多くナ
ヨシダ，イワウサギシダ，アオチャセンシダ，イチョウシダ，クモノスシダ，ケンザンデンダ，　ノゝ
クサンハタザオ，キンロバイ，ヒメフウロ，ミヤマウイキョウ，ダイセンヒョウタンボク，チイサ
ンウシノケグサなどがある．
　いざり峠の県境には三嶺南側からつづくうすい石灰質片岩の層ii, 1780 m 前後にきわめて狭い
範囲で露出しているが，植生はチャートを主とした周紅!のコメツツジ群落とはまったく異なり，変
異の多いイワガサ類が優占し，ミヤマハタザオやテバｆマンテマか生ずる．
　天狗塚の1750 m 付近もいざり峠とお座じく，イワガサの優占する群落か小規模に見られ，ツク
シクサボタンがある．
　山中(1954b, 1961a, 1969b, 1971),清水(1962),山中・黒岩(1965a)
　（7）物部（大栃，手結）
　高知県物部村の槙山川にそって別役から岡の内にいたる海抜500-1000 m の山地にはひろく石灰
岩が見られ，また五王堂では400-700 m にわたって顕著な露出をなし，さらに大栃付近，拓など
では200-300 m の間に小規模にあらわれている．
　別役から岡の内の間では，とくに百尾から西谷にかけて本来の植生が残っており，ウラジロガシ
とカヤを主とした林のほか，谷ぞいにはしばしばフサザクラを上層にもつコクサギ群落のほか，次
のようなアオガシ群落がある．
Nishidani, Monobe, 650 m, S30E, 40°，5×10m, Ti 12m/90%, Tj 8m/20%, S 2m/20%, H 0.3m/20%, M30%
Machilus japonica T, T, SH　4.5　　Callicarpa japonica
　　　　　　　　　　　　　　　Cyrtomium fortunei ｖ. clivicolum
Lemmaphyllum microphyllum T, Ｔ2 S
Cinnamomum japonicum
Camellia japonica
Kadsura japonica ’
Ta S
　　Ｓ
　　SH
　1.2
　＋
　＋
＋.2
Pteris cretica
Dryopteris lacera
Polys ti chum tussimense
　　　　　　　Ｖ. mayebarae
Ｓ
???
?
?? ?
???
＋
Ｈ　　＋
四国地方の石灰岩地植生
Hedera rhombea
Ophiopogon japonicus
Liriope spicata
Dryopteris pacifica
Neolitsea sericea
Trachelospermum asiaticum
Cephalotaxus harringtonia
Torreyc nucifera
Acer palmatum
Euonymus fortunei
　　　　　　V. radicans
Kerria japonica
Orixa japonica
??????
T1
??
T2
Ｓ
SH
　Ｈ
＋.2
　1.2
??????
2.3
2.1
1.1
??????
??
?
中）
Athyrium niponicum
Boehmeria nipononivea
Boehmeria spicata
Rubus hirsutus
Aster ageratoides
　　　　　　　ssp. leiophyllus
Youngia denticulata
Oreorchis patens
Zelkova serrata
Phyllanthus flexuosus
Acer mono
Viburnum dilatatum
Milletia japonica
Paederia scandens ｖ. mairei
????????????．?????
????
??
??????
19
　また，露岩地にはイワシデ群落か各地に見られ(第25表)，クロベをまじえている．五王堂では
とくにクロベが優勢であるが(第18図)(第４表)，磯崖ではイワガサとイブキシモッケの中間的左
ものが叢林をつくっている(第３図)(第７表)．大栃橋近くと拓では，ナンテンをとも座うアラカ
　　　　　Fig. 3. The ７１り･a j紬ndishii community and the scrub of Spiraea at Go6d6, Monobe.
シ群落が主となっている（第13表）．ほかに注意すべき植物としてはメヤブソテツ，イチョウシダ，
クモノスシダ，アワミョウギシダ，ビャクシン，イワユキノシタ，モモ，ヒメフウロ，キビノクロ
ウメモドキ，トサポウフウ，ヤハズ/＼ ^Nコ，コウシュウヒゴタイ，オオナキリスゲなどがある．
　山中・黒岩(1965a,山中1969b)
　（8）香北（大栃，手結）
　高知県香美郡香北町では，御在所山麓の大屋敷付近からもとの暁霞村古井，有瀬友どの200-500
mあたりに石灰岩がある．植生はほとんど人手によって自然状態が壊されているが，アラカシ群
落の占める範囲が広く，ナンテン，ビワ，イワツクバネッギなどが混生する（第16表）．陰地には
コクサギが多く（第19表），また崖ではところによりイブキシモツケが群生する（第26表）．
　山中(1954b)
　（9）香我美（手結）
　高知県香美郡香我美町には，とくに大谷付近，平家が森，佐敷，滝の下など奥西川に露出か多い．
海抜200-400 m の範囲ではアラカシ群落が主で，ときにカヤ，イスなどをまじえ‥しばしばウラ
ジロガシも多いが，二次的にアカマツが侵入しているところもある（第13,14,18表）．アラカシ群
落にはナンテン，クスドイゲ，ときにアオキが多く，まれにユズおヽよびヤマイバラをまじえ，岩隙
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にはクモノスシダやクロガネシダの多い場所も見られる．
　山中・森下(1958)
　（10）土佐山田（高知）
　高知県香美郡土佐山田町佐竹の海抜200-400 m の斜面にはアラカシ群落が見られナンテンが多
いが，ところによってはビワが優占する（第13表）．また，露岩地にはシロバナハンショウヅル，
イワツクバネウッギ左どをともなうイワシデ群落かあり，ウナズキギポウシが多い（第24表）．ア
ラカシ群落はそのほか新改（第13表），竜河洞で知られた逆川から聞楽山を経て白岩付近までの
100-360 m の間にひろく見られるか多くは荊芽林である．また，イワシデ群落も新改にある．逆川
などには二次的なアカマツ林があり（第11表），林が伐られて乾いたところにヤマブキが茂ってい
る（第27表）．これらの石灰岩地帯にはほかにメヤグソテツ，ケキンモウワラビ，クロガネシダ，
クモノスシダ，ヤハズマンネングサなどが生ずる．
　山中(1954b),山中・森下(1956a),清水(1962)
　(11)野市（高知）
　高知県香美郡野市町の三宝山とその周辺の海抜200-260 m の範囲の石灰岩地帯は，もともとア
ラカシ群落の多いところであるか，ほとんど二次林であり，ヤマブキの叢林もある．ビワが多く岩
壁にはケキンモウワラビがある．
　山中・森下(1956a)
　（12）南国（高知）
　高知県南国市十市の峰寺には，海抜80mに次のようなタブ林のなごりがあるが保存はよくな
い.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　Tochi, Nankoku, 80 m, Ｌ, 0°,10×10m, Ti 15m/90%, T2 lOm/50%, S 1.5m/30%, H 0.3m/40%
Daphniphyllum teijsmanni　　　T, Ｔ２　Ｈ　３.３　　Chamaecyparis obtusa
Machilus thunbergii　　　　　　Ti　　SH　3.3　　Rhus succedanea
Elaeocarpus sylvestris　　　　　　　　　　　　　　　χへ/isteria floribunda
　　　　　ｖ. ellipticus　　　　　　　T2 SH　　＋　　Callicarpa moUis
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Paederia scandens ｖ. mairei
Quercus g】auca
Ficus nipponica
Camellia japonica
Rapanaea neriifolia
Cinnamomum japonicum
Vaccinium bracteatum
Helicia cochinchinensis
Terns troemia gymnanthera
Dendropanax trifidus
Lemmaphyllum microphyllum
Ligustrum japonicum
Elaeagnus pungens
Elaeagnus refleχａ
Liriope spicata
Kadsura japonica
Pittosporum tobira
Euonymus japonicus
Ti
Ｔ1
T2
Ｔ2
Ｔ2
Ｔ2
Ｔ2
?????????
?
?????
SH
SH
SH
SH
???
2｡2
1.2
2.2
2.2
＋
＋
＋
＋
＋
?
?????
?? ???
?????????
Lepisorus thunbergianus
Oplismenus undulatifolius
　　　　　　　Ｖ･ japonicus
Ophiopogon japonicus
Parthenocissus tricuspidata
Pyrrosia hりgua
Stephanotis lutchuensis
　　　　　　　Ｖ･japonica
Farfugium japonicum
Youngia denticulata
Crassocephalum crepidioides
Lophatherum gracile
Carex lenta
Aphananthe aspera
Acer palmatum
Ti Ｔ２
Ti　　Ｓ
Ｔ
???????????????????
????
??
??
???
?? ????????????
　稲生は以前から石灰岩の採堀がおヽこなわれていて，自然林はほとんど残っていないのが現状であ
るか，小面積ながらアラカシのほかイスマキの多い林があり（第14表），もとのふヽもかげをとどめ
ている．瓶岩にも以前の調査ではよいアラカシ群落があったが，大部分が伐採されている．上倉の
四国地方の石灰岩地植生 (山中)
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白木谷から奈路にかけての一帯は近年様相が一変し，かつて見られたアラカシふヽよびイワシデ群落･I
の大部分は，採堀のためほとんど失われてしまい，現在はわずかに神社の周辺に残るイス林に，極
相のすかたをしのぶほかなくなった（第19図）．このイス林（第12表）は白木谷の海抜320-330 m
のところにあり，高木としてイスのほかイヌマキ，アラカシ，モチノキなどかあるほか，胸高直径
65
cmにおよぶスダジイをまじえているのが注目され，林床にはホソバカナワラビが生ずる．
　瓶岩から上倉につらなる露出地にはクロガネシダ，クモノスシダ，シロバナハンショウヅル，ビ
ワ，ツゲ左ど注意すべき植物も少なくない．
　山中(1954b, 1955a, 1969b),山中・森下(1956a)
　(13)高知（高知）
　高知市では吉野から治国谷にいたる間の海抜50-250 m の範囲に石灰岩が出ているが，吉野はほ
とんど造林地と左ってふヽり（第30表），一部にアラカシを主とした二次林があるだけで（第15表），
また治国谷もかつての大規模な採堀で荒廃し，わずかにアラカシ群落のなごりがあるていどにすぎ
ない．ただ，これらの地域にはクロガネシダ，シロバナハンショウヅル，イブキシモツケ座どが，
今もなお残っている．　　　　　　　　　　　’
　山中・森下(1956a)
　（14）土佐町（本山，日比原卜
　高知県土佐郡土佐町では地蔵寺，東石原，西石原などに規模は小さいが，石灰質片岩の露出が見
られる（第４図）．地蔵寺では海抜300-400 m に篠崖や絶壁があり，スギを造林した陰地にはコク
　　　　　　　　　　　Fig. 4. The limestone outcrop in Nishi-ishivvara, Tosa.
サギが多く，露岩地の上部の群落はアラカシを主としているか，ウラジロガシをまじえ，またクモ
ノスシダ，ヨコグラノキ，イワツクバネウツギなどが生ずる（第16表）．東石原の400
m 内外の
アラカシ群落もほぼおヽ左じ傾向の組成を示し，イワツクバネウッギがあるが，ほかにナンテン，シ
ュロなどをまじえ，またヤマヤブソテツ，ビロウドシダおヽよびカヤが少なくない（第16表）．西石
原ではイヌシデ，ケヤギ，イロハカエデ左どの落葉樹の多いところもあるが，400-600 m の急斜面
の岩石地にはウラジロガシとカヤの多い林が，よく自然状態で残っている（第18表）.
　（15）土佐山（高知，伊野）
　高知県土佐郡土佐山村は細藪山，菖蒲，西川，日浦，土佐山，都積，桑尾，弘瀬，中切など各地
で海抜100-500
m の範囲にひろく石灰岩が出ている．陰湿地にはコクサギかしばしば上層にフサ
ザクラをともなって群生し（第19表），ときにアオガシがある．山腹の斜面ではアラカシ群落の占
める範囲が広くナンテンが多い（第13, 15表）．尾根や急斜而の露岩地には通常ｆワシデ群落が見
られる（第24表）．ただ，菖蒲では次のようにイワシデを欠くことろもあるほか，岩壁などではイ
ブキシモツケ，ヤマブキなどの繁茂することが多い（第26, 27表）．
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Shobu, Tosayama, 300 m, N30E, 40°，5×5 m, T2 5m/60%, S 2rn/90%, H0.3m/60%, M 30%
Fraxinus sieboldiana
Euonymus alatus ｖ. rotunda tus
Quercus glauca
Pinus densiflora
Abelia spathulata
Buxus microphylla
Lespedeza bucrgeri
Kerria japonica
Stephanandra incisa
Zanthoxylum piperitum
Acer mono
Helwingia japonica
Viburnum dilatatum
Ficus nipponica
Akebia trifoliata
Smilax sieboldii
Quercus serrata
Cinnamomum japonicum
Neolitsca sericea
Korthalsella japonica
Hosta tosana
Clematis williamsii
Brachypodium sylvaticum
Carex conica
Polystichum craspedosorum
Viola ovatooblonga
T2 SH　3.3　　Galium pogonanthum
T2 SH　2.２　　Kengia hackelii
Ｔ２ SH　１.２　　Carex humilis ｖ. nana
T2
SH
SH
SH
??????????????????????
(1.1) Ophiopogon japonicus
4.４　　Nandina domestica
2.2　　Trachelospermum asiaticum
2.2
????
?????
＋.2
Asplenium coenobiale
Lepisorus thunbergianus
Aristolochia onoei?
Ardisia japonica
Isodon longitubus
Asteがageratoides
　　　　　　　ssp. leiophyllus
Miscanthus sinensis
Carex lenta
Lilium speciosum
Ｃy“ibidium goeringii
Goodyera schlechtendaliana
Torreya nucifera
Cephalotaxus harringtonia
Cryptomeria japonica
Carpinus laxiflora
Pourthiaea villosa
　　　　　　　ｖ. zoUingeri
Picrasma quassioides
Gardneria nutans
H　＋.2
H　＋.2
Ｈ
　Ｈ
　Ｈ
?????????????????????
＋.2
＋.2
＋.2
????????
　タチデシダ，メヤプソテツ，クロガネシダ（第５図），クモノスシダ，ビャクシン，シロパナハ
ンショウヅル（第６図），ヤハズマンネングサ，ビワ，ツゲ.キビノクロウメモドキ，トサボウフ
ウ，イワツクバネウツギなどのほかツルデンダやミヤコヤプソテツが多く，野生状態のモモとユズ
があり，中切の岩壁にはイワギボウシが多い．
　山中(1956),済水(1962)
　（16）鏡（伊野）
　高知県土佐郡鏡村の穴川では海抜250-300 m の斜面に二次的座がらアラカシ群落かあり，林内
にアオキが多く（第15表），露岩地や崖にはイワシデ群落がある（第24表）．貞長から狩山にいた
る地域では200-600 m の範囲にコクサギ（第19表），ア’ラカシ，またはイワシデの優占する群落
かあり，一部にはか座り多数のモぞとユズが野生し，ビャクシンをまじえているところも多い．そ
のほか，クロガネシダ，クモノスシダ，メヤプソテツ，シロバナパンショウヅル，ヤハズマンネン
グサ，ビワ，トサボウフウ，イワギボウシなどもまれでない．
　山中(1955a),山中・黒岩(1965a)
　（17）春野（伊野）
　高知県吾川郡春野町は高知市と境する西分峠から荒倉峠にかけての海抜50-150 m の間に石灰岩
が見られ，クモノスシダのほかまれにタチバナも見られたが，近年の急速攻土地利用で植生はまっ
たく荒れてしまい，ところによりアラカシを主とする二次林が残っているていどである．
　山中・森下(1956a)
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Fig. 5. Asplenium aa函臨at Nakagiri, Tosayama.　Fig. 6. Clematis　williamsii　at　Hosoyabuyama,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tosayama.
　(18)伊野（伊野）
　高知県吾川郡伊野町の南部にある吉良が峰(249 m）では採堀が大規模につづけられており，ま
ったく破壊されてしまっているが，北部の勝賀瀬付近の100-200 m
のところにはアラカシ群落が
残っており，西谷から石見にかけて露出は小さいがビワが多い（第13表）．
　山中・森下(1956a)
　（19）吾北（伊野）
　高知県吾川郡吾北村では，とくに小川に石灰質片岩の露出がよく見られるが，規模は小さく植生
としては岩壁に見られるイプキシモツケ群落が目につくていどである（第26表）.
　（20）日高（伊野）
　高知県高岡郡日高村大川内の海抜100-200 m の石灰岩地帯にはビワの優占するところがある
　（第13表）．また，猿田および戸梶には30-100 m のところに多くは萌芽林ながらナンテンをとも
なうアラカシ群落があり（第13表），戸梶では岩壁にシランが見られる．
　山中・森下(1956a)
　(21)土佐市（伊野，須崎）
　高知県土佐市の天崎から鳴川島ヽよび北地を経て神谷にいたる海抜100-200 m の丘陵地の植生は
ほとんど二次林であるが，もとはアラカシ群落の多い地域であり，ところによってビワが優占し，
タチバナの多いところもある．シロバナハンショウヅル，ヤハズマンネングサ，ヤブサンザシなど
があり，モモの野生が多い．
　西部の虚空蔵山には中腹の460-480 m に寺叢として森林が残っているが，ここではムクノキ，
イロハカエデ，クマノミズキ左どの落葉樹のほかにカヤとともにアオガシとアオキが多い．
　山中(1965b),羽方・山中(1966)
　(22)桑田山（須崎）
　高知県須崎市の桑田山も以前から石灰岩の採堀がおこなわれているため，海抜500 m 以下では
ほとんど植生は満足に残っていない．ただ，蛎蛇が森中腹では500 m をこしたところに，一部は
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Fig.ﾌTricyrlis maぴα?Ｍ at Kooku, Sakawa.
　山中・森下(1956a),山中・黒岩(1965a)
二次林であるがイスを優占種とした林があり，これ
がわずかに極相のなごりといえる（第12表）．
　山中(1969b)
　(23)佐川（須崎，新田）
　高知県高岡郡佐川町では，すでに大平山(328 m）
がまったく破壊され，襟野々および鳥の巣付近（100
-160 m）も丘がくずれさているが，二次的痙アラカ
シ群落は今のところ一部に残っている（第13表）．
また，勝森(546 m）付近もかつてはタチデンダやタ
チバナの見出されたところとして知られているが破
壊されつつあり，現在比較的自然状態が残っている
のは尾川の西山と古畑付近である．西山には80-
200 m にアラカシ群落があり，岩壁にはイブキシモ
ツケが生じ，古畑近くの小奥には200-300 m のと
ころにイヌマキとアラカシの多い低木林のほか，イ
ワシデあるいはイブキシモツケの群落（第26表）も
ある．これらの地域にはタチデンダ，キンモウワラ
ビ，クモノスシダ，ジョウロウホトトギス（第７図）
左どかあり，ときにモモの野生か見られる．
Fig. 8. Mt. Yokogura (right) and Mt. Torigata (shown by an arrow) viewed n･om Ochi
Fig. 9. B。?hemiella占打chemiaφ/泌 Yokogura.
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　(24)横倉山（上土居（もとの越知））
　高知県高岡郡越知町の横倉山（第８図）は海抜500-780 m の聞に石灰岩の露出地があり，アオ
ガシ群落，ウラジロガシーカヤ群落，イロハカエデ群落，コクサギ群落（第19表），おヽよびイワシ
デ群落（第９図）など植生はよく残っている．古くから著名な山であり，石灰岩地帯からはケキン
モウワラビ，イチョウシダ，クモノスシダ，ヨコグラノキ（第９図），ヨコグラブドウ，イワツク
バネウッギ，ヒナシャジン，ヤハズハハコ，マルバサンキライ，ジョウロウホトトギス痙どが知ら
れている．
　山中・森下(1956a),山中(1969a),清水(1962)
　(25)池川（上土居）
　高知県吾川郡池川町の安居，大西，用居座どには
石灰質片岩か大きな岩壁をつくっているところがあ
る（第10図）．安居では入江谷から成川の間の海抜
200-400 m にその例が見られコクサギ群落，ウラジ
ロガシーカヤ群落，イブキシモツケ群落（第26表）
などがあり，ツルデンダ，メヤプソテツ，ケキンモ
ウワラビ，イワヤシダ，ホウビシダなどの多いのが
めだっている．
　大西および明戸岩の露出地も安居と似た景観を呈
しているが，植生は陰地にコクサギのほかバイカア
マチャが多く，斜面の常緑広葉樹林はウラジロガシ
をともなったアラカシ群落である（第17表）．また，
ケヤキ，ムクノキ，イロハカエデなどを主とした落
葉広葉樹林もある（第28表）．岩壁や尾根すじでは
イワシデ群落が見られ.ときにビャクシンをまじえ，
イブキシモツケ，イワツクバネウツギなどをともな
っている（第24表）．そのほか岩壁にケキンモウワ
Fig. 10. An outcrop of limestone schist　at
　　　　　　Myotoiwa, Ikｅｇａwa.
ラビが生じ，タチデンダ，メヤプソテツおヽよびミヤコヤブソテツの群生するところもある．
　山中・黒岩(1965a)
　（26）吾川（上土居）
　高知県吾川郡吾川村では長坂と橘の境に痙る海抜1175 mの山地に，石灰岩の広い露出がある．
この地域では造林になっているところが多いが，山腹のやや湿った環境の地にはフサザクラとコク
サギの多い林があり（第20表），尾根の乾いたところではクマシデ，イヌシデ，ミズナラ，ヤマボ
ウシ，ナガバノコウヤボウキなどよりなる低木の叢林がある（第23表）．イワシデは見られないが
クモノスシダ，ツクシクサボタン，ワタナペソウ，イブキシモツケ，イワツクバネウツギ，ヒナシ
ャジン左どが生ずる．
　このほか仁淀川ぞいにも石灰岩およびドロマイトの小規模な露出があり，ビワ，クスドイゲなど
が生ずるが，久喜の付近ではアラカシ群落が見られる（第13表）．しかし，ほとんどが萌芽林であ
り，極相のかたちをとどめているものは見られない．なお，名野川にはタチデンダがある.
　（27）葉山（新田）
　高知県高岡郡葉山村貝の川の海抜250-500 m にはコクサギ群落，イワシデ群落のほか，イブキ
シモツケまたはヤマブキの多い低木叢があり（第26, 27表），斜面はユズの野生の多いところであ
る（第11図）．ほかにタチデンダ，メヤブソテツ，クロガネシダ，クモノスシダ，ビャクシン，シ
ロバナハンショウヅル，ヤハズマンネングサ，ビワ，タチバナ，キビノクロウメモドキ，了オギリ，
ヤハズハハコ，ジョウロウホトトギスなどが生じ植物相も豊富である．同村の赤木でもアラカシ群
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Fig. 11. Citrus junos at Kainokawa, Hayama.
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落の一部にビワとユズの混生か見られ(第13表)，
また小区域ながらイス林が残存している(第12表)．
　山中・黒岩･(1965a),山中(1969b)
　(28)鶴松森(新田)
　高知県高岡郡仁淀村と東津野村の境界にある海抜
1100 m の山で，上部は草地になっているか，南む
きの葉山よりの中腹では400-700 m の石灰岩露出
地に林が見られる．葉山村白石に近い下部の斜面に
はアラカシ群落があるが(第13表)，上部の乾いた
露岩地でぽイワシデ群落となり(第24表)，シロバ
ナハ.ンショウヅル，イブキシモツケ，キビノクロウ
メモドキなどが混生している.
　(29)東津野(新田)
　高知県高岡郡東津野村では船戸の北方おヽよび芳生
野と郷の間で海抜400-700 m に広い石灰岩の露出
地かある･．日かげや谷ぞいにはウリノキおよびコク
サギの多い群落か見られ(第19表)，また乾燥した
岩場にはイブキシモツケ，イワツクバネウツキ座ど
をともなうイワシデ群落があり，全域を通じてカヤ
が多い，ア･ラカシ，シラカシおよびウラジロガシもあるが，林としてまとまったものは少ない．
ほかにミヤコヤブソテツ，クモノスシダ，スズシロソウ，カノツメソウ，ヒナシャジン，ヤハズハ
ハコ，マルバサンキライなども生ずる．
　山中(1954b),山中・森下(1956b)　　　　　　　　　　　　・
　（30）仁淀，鳥形山（新田）
　高知県高岡郡仁淀村の扁形山(1460 m）を中心に都．泉,I大植，太郎田，矢筈峠，白石川左どに
およぶ一帯は広い石灰岩地帯であり, 600 m 内外までは一部にアラカシ群落があり，谷ぞいや御地
にはフサザクラおよびコクサギ群落がある．扁形山中腹ではサワシバ，イトマキイタヤなどの多い
落葉広葉樹林が見られ，上部ではブナ林があらわれ（第22表），頂上付近の露岩地にはイワシデま
たはクマシデなどの叢林があった（第23表）．こうした変化に富んだ植生とケキンモウワラビ，ヒ
メイワトラノオ，イチョウシダ（第12図），クモノスシダ，コタニワタリ，クロベ，ミヤマビャク
シン，ツクシクサポタン，ザリコミ，イブキシモツケ，タカネバラ，シコクシモツケソウ，ヒメヨ
ツバハギ，クロタキカズラ，ヨコグラノキ，キビノクロウメモドキ，トサボウフウ，ユキワリソウ，
ニッコウヒョウタンポク，コウグイスカズラ，ヒナシャジン，ヤハズハハコ，コウスユキソウ，イ
ワギク，コウシュウヒゴタイ，マルバサンキライなど，四国東部の石立山とともに西部では最も豊
富な植物相をもつ山として知られていた．しかし，最近頂上を含む一帯は採堀鉱区となって，かつ
てのすがたはまったく見るかげも在くなり，今ではいたましく削られた山肌を露呈している．
　山中・森下(1956b),清水(1962),山中(1964)
　（31）黒滝山（新,田）
　扁形山の西につづいて，仁淀村と東津野村の境界にある海抜1340 m の山である．扁形山とは対
照的に，この山地の北面の森林は保護林として残されている．この林はサワグルミ，サワシバ，フ
サザクラ，イタヤカエデ，ミズキなどよりなる落葉広
.
葉樹林で，林内にはアブラチャン，コクサギ，
チドリノキ，ミヤマホウソ，クロタキカズラ，ウリノキなどの低木と，ミヤマクマワラビ，シギン
カ･ラマツ，キンバイソウ，キレングショウマ，アキチョウジ，ニシノ･ヤマタイミンガサ，イワタケ
ソウ，カンスゲなど多くの多年草をともなっている（第20表）．上部ではブナをまじえ，また稜線
四国･地方の石灰岩地植生 ’（山中）
Fig･ 12. Asble㎡um ruta。。aria on Mt. Kurotaki.
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の林ではウラジロモミまたはミズナラか優占している（第22表）．さらに露岩の多い尾根または岩
壁ではイワシデ，イブキシモツケ，イワツクバネウッギなどの叢林となり，局地的に･ツクシシャク
ナゲの生ずるヒノキ林がある（第６表）．所生の植物の多くは扁形山と共通するが，イワギクがな
くミヤマトサミズキとキレングショウマが多い．
　山中(1964, 1969b)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　（32）四国カルスト（新田，梼原）
　天狗の森(1485 m）から五段城(1458 m）および地芳峠(1084 m）を経て大野か原（1400 m）にい
たる高知愛媛県境の高原で（第13, 20図），稜線ぞいにひろくススキまたはササーススキ型の草原
　　　　　　　　　Fig. 13. The limestone plateau near Mt. Godanjo in Higashitsuno.
がひらけているが，五段城や大野が原の北面にはブナ林，（第16図）か残り（第22表），また岩場に
はクマシデまたはイブキシモツケの多い低木林が見られる（第10, 23表）．大野が原北東の渓谷ぞ
いにはサワグルミ，イタヤカエデ，トチノキ左どよりなる落葉広葉樹林があり（第20表），西方の
羅漢穴周辺のウリノキの多い林下にはコタニワタリが生ずる．そのほか，このカルスト高地にはイ
チョウシダ，クモノスシダ，コウライイヌワラビ，ツタシクサポダン，イワツクバネウツギ，コウ
グイスカズラ，ヒナシャジン，テリハアザミなども見られる．
　山中(1954b),山中・森下(1956c),清水(1962)
　（33）梼原（梼原）
　高知県高岡郡梼原町の梼原付近では海抜450-500 m の石灰岩地帯に，ナンテンをと犬もないシラ
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カシをまじえたアラカシ群落があるが（第13表），二次林が多い．場所によってはケヤキ，エノキ
およびカヤをまじえてシラカシの優占する林が残っていて，林床にオオキョズミシダ，スズシロソ
ウなどか多く，クモノスシダも生ずる（第１表）.1000 m あたりまでの山腹にはしばしばフサザク
ラーコクサギ群落も見られるが，広い範囲が草地になっている．
　同町四万川の500 m 内外の石灰岩露出地でも，もともとシラカシをまじえたアラカシーナンテ
ン群落が多かったものと思われるか，すでに伐採がくりかえされておヽり，そのあとにはクヌギ，ナ
ラガシワ，アキニレ，ヤマトアオダモ（ウラゲオオトネリコ）などより痙る二次林の見られるとこ
ろがある（第29表）．
　山中・森下(1958)
　（34）美川（久万）
　愛媛県上浮穴郡美川村の御三戸を中心にした海抜350-500 m の範囲には，石灰質片岩がよく露
出している．植生はウラジロガシとカヤの混生群落（第18表）とイワシデーイワツクバネウツギ
群落を主として，一部にビャクシンの群生するところもある（第14図）（第24表）．岩壁にはケキ
ンモウワラビ，イチョウシダ，クモノスシダなどが見られる．
　得居(1953),山中・森下(1956c),清水(1962)
Fig. 14. The Catpinus tt･r･;ぶminoDii community accomj〕anied by j回iperus chi。,?j
　　　　　at Mimido, Mikavva.
　(35)小田（久万）
　愛媛県上浮穴郡小田町の日野川には，美川ともヽ痙じく石灰質片岩が露出して崖をつくるが，海抜
200400 m ではアラカシーナンテン群落が見られ，ビワが多くしばしばネコノチチやチシャノキを
まじえ，林下にはオオキョズミシダ，ミヤコヤブソテツ，ウラボシノコギリシダ，スズシロソウ痙
どの多いところがある（第13表）．
　小田深山では桶小屋付近の800-1000 m 前後に，石灰岩がところどころあらわれていて，渓谷ぞ
いではサワシバ，フサザクラ，カツラ，トチノキ，チドリノキなどの落葉広葉樹林かある（第20
表）.
　（36）三間（宇和島）
　愛媛県東宇和郡三間町田川の海抜500 m あたりに石灰岩が露出している．植生はかなり荒れて
いて，ウラジロガシとアラカシの混生する群落がもとのすがたであるが（第18表），ケヤキ，アキ
ニレ，イロハカエデ，クマノミズキ在どの落葉樹を主とする群落となっているところが多い（第28
表）．この露出地にはヒナシャジンの多いのか注目される.
　(37) m長峠（宇和島）
　愛媛県東宇和郡宇和町と北宇和郡吉田町の境にある宿長峠付近の海抜500-700 m の稜線を中心
四国地方の石灰岩地植生
にした石灰岩地では，アカマツとクロマツの混生林と，
とした叢林が見られる．ノジギク（アシズリノジギク）
ウヅルも生ずる．
　山中(1967)
　（38）明浜（伊予高山）
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ウバメガシをまじえてイブキシモツケを主
が多く，クモノスシダやシロバナハンショ
　愛媛県東宇和郡明浜町の高山および宮の浦周辺で，海抜250 m g下の石灰岩は，一部で現在採
堀されており，植生は荒れているが，もともとウバメガシ群落を主としたものである．
　山中(1967)
　(39)三崎（伊予三崎）
　愛媛県西宇和郡三崎町の佐田岬半島では，梶谷鼻の付近で海抜100-200 m 以下に石灰質片岩が
出ていて，ウバメガシ群落が見られる．ビャクシンをまじえ，林床の一部にシランが多い．
　山中(1967)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　植生の区分と考察
　植生の調査は上に述べたそれぞれの地域で，原則的にコドラートでおこない，階層ごとの優占度
または優占度と群度を求めた．その結果を組成表にまとめ，優占種，標徴種島ヽよび区分種によって
整理すると，以下にあげるよう痙群落が認められる．これらの群落については，それぞれ立地条件，
相観，組成，群落単位，隣接地域または石灰岩地帯以外の同一ないしは類似の群落との比較検討，
その他について説明を加えた．左か，この報告にあげた各群落の組成表には，今までに報告したも
のはほとんど省き，組成表のある文献を示した．また，紙面と印刷の制約から，同一の植物で二つ
以上の階層に出現するものは，その階層を示して，優占度と群度は一括した．要約した総合常在度
表は，既発表の調査結果をも含めて作製した.
　（1）ウバメガシ群落（山中1967)
　典型的なものは主として海抜100 m 以下の海岸に見られ，四国の石灰岩地帯では佐田岬半島な
ど愛媛県南部だけに知られている．ウバメ型のガリグに似た常緑広葉の低木林であるが，針葉樹と
してクロマツおよびビャクシンをともなう．林床には一般にイネ科の植物か多いが，そのほかの草
本も少なくない．
　この石灰岩地帯のウバメガシ群落は，四国南部の海岸のウバメガシ群落と組成的におヽなじもので
あり，ウバメガシ，トベラ，マサキ，イヨカズラ，コバノタツナミ，アシズリノジギクなどの要素
により，群集としてはウバメガシートベラ群集(Pittosporo-Quercetum phylliraeoidis)に含まれる．
また，隣接する塩基性片岩上のウバメガシ群落とも，石灰岩地帯にシランの多いほかは，組成上の
区別はまったくない．
　ウバメガシ群落の主領域は海岸であるが，しばしば内陸に分布する例が知られていて，後に述べ
る徳島県木沢の場合はそのいちじるしい例であるが，四国の西部では歯長峠のイブキシモツケの多
い群落が，組成からはウバメガシ群落に近いものである（第５表）.
　（2）タブ群落（20ページ）
　高知県南国市でただ一か所，しかも保存のよくな.い林分を調査したのみであるが，これは少なく
とも海岸近くのタプ型の常緑広葉樹林のなごりと考えることができる．林床はヤブラン型であり，
カナワラビ型ではない．
　この林はアラカシをまじえタイミンタチバナも多いが，タブ，ヒメユズリハ，ホルトノキなどが
存在し，草本層にコヤブランが見られることから，いもおうタブーコヤブラン群集(Liriopo･
Machiletum thunbergii)と考えられるが，ただこの群集はタブーヤブラン群集と区別ナベきものか
明らかでない．
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　このよう座タプーヤブラン型の森林は南国市，高知市座どの海岸ぞいと冲積地にはかつてひろく
見られたものと考えられ，現にその残存林が浦戸湾内の島に見られる．これら島のタブ林と比較す
ると，この石灰岩地帯の林に関するかぎり，ミミズバイとマンリョウを欠く以外は，ほとんど組成
的に区別できる特徴は見られない.
　（3）イス群落（第12表）
　高知県南国市白木谷，須崎市桑田山おヽよび葉山村の残存林は，海抜320-510 m 丘陵地の斜面に
あり，いずれもやや乾燥した露岩の多いところである．イスを優占種とする常緑広葉樹林であるが，
針葉樹では白木谷でイヌマキが生じ，またスダジイをま七えてシイ型に近づく．イロハカエデなど
の落葉樹の混生はもとのすがたではない．林床は桑田山と葉山ではヤブコウジを主とするか，白木
谷ではホソバカナウラビの多いカナワラビ型である．
　組成は明らかにスダジイ林に近く，ことに白木谷の森林はスダジイ，イヌマキ，タイミンタチバ
ナ，ホソバカナワラビ，オオバヌスビトハギ，ヒメアリドウシなどを区分種として，スダジイータ
イミンタチバナ群集(Rapanaeo-Shiietum sieboldii)とかなじ組成である．しかし，一方ではナ,ンテ
ン，ビワ，クスドイゲ，シュロ在どアラカシーナンテン群集の要素も混生している．
　もともとシイ類はクリとともに嫌石灰の傾向をもち，石灰岩地帯で優占種となる例はあまり知ら
れていないが（山中1966a).生育がまっくた不可能ではないことは，この事実で明らかである．
　しかし，白木谷のように大径木の存在はまれであり，石灰岩地帯では多くはスダジイを欠いたイ
ス林の存在していたことが考えられ，そのなごりを桑田山中葉山に見ることかできる．残存林が社
叢などを主とすることからみて，現在アラカシの萌芽林になっている範囲内には，かつてこうした
イス林の存在していた可能性も大きい．要ナるにこのイス林は，スダジイ林ないしはコジイ林に対
応する石灰岩地帯の極相林とみなされるが，石灰岩地帯の群落としての組成的な特徴には乏いこと
が多いものである.
　（4）シラカシ群落（第１表）
　四国ではほかのカシ類にくらべてシラカシが少なく，しかもその分布はかなり限られている．吉
野川,･四万十川座どの川ぞいに点在するが，まとまった林は残っておらず，銅山川上流域にシラカ
シを優占種とした残存林が見られるのは数少ない例である．中国地方にはシラカシか比較的多く，
秋吉地方のごとく石灰岩地帯にも少なくないところがあるか，四国の石灰岩地帯ではわずかに高知
県東津野村および梼原村でアラカシと混生するのがめだつていどである．梼原では生育のよいシラ
カシの林が局地的に残ってはいるか，人為的な影響が加わっていることは否めない．
Quadrat number
Altitude (m)
Ｅχposure
Slope (deg.)
Area (m)
Height (m)/cover(%)
Table 1. Quercus myrsinaefolia community
????????
?
??
10×10
?????
　Number of species
　Differential species of community
Quercus myrsinaefoUa
　Characteristic species of
　　　Nandino-Cydobalanopsietum
Trachycarpus fortunei
T,　Ｔ２　Ｓ
Ｔ２　Ｓ　Ｈ
18/60
　7/50
　2/20
0.3/30
　/20
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　1.2
2.2
?
?
??????
???
1.2
四 地方の'石灰岩地植生
Nandina domestica
　Characteristic and differential
　　　species of alliance, order and class
Ｎｅｏ】itsea sericea
Camellia japonica
Quercus glauca
Hedera rhombea
Lemmaphyllum microphyllum
Ligustrum japonicum
Elaeagnus pungens
Ophiopogon japonicus
Ardisia japonica　　　　　・
Rohdea japonica
Cymbidium goeringii
Kadsura japonica
Machilus japonica
　　Companions
Zelkova serrata
Torreya nucifera
Cephalotaxus harringtonia
Zanthoxylum piperitum
Ｈｅ】wingia japonica ｖ. parvifolia
Deutzia maximowicziana
Polystichum tussimense ｖ. mayebarae
Cyrtomium fortune! ｖ. clivicolum
Arabis flagellosa
Pteris cretica
Chloranthus japonicus
Rubus buergeri
Carex conica
Ｓ　Ｈ
???????
??
?
?
??
?
?????? ????????????
Ti　Ｔ２　Ｓ　Ｈ
T>
　　　Ｔ２　Ｓ
???????????
(山中)
＋
　1.1
＋.2
＋
2.2
＋
　1.2
　1.2
＋.2
＋
?｝????????????
?
???????????｝‥????
＋
??
??
?? ?
????????
＋
??‐
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?? ????
????
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　　　No. 1　Celtis sinensis V. japonica Ｔ１ 2.2, Morus bombycis S＋ｊ Zanthoxylum p］anispinum S＋，
　　　　　　　Camptosorus sibiricus Ｈ＋
　　　No. 2　χへ.'isteria brachybotrys T2 1.2. Acer palmatum T2+, Sinomenium acutum T2 + , Kerria
　　　　　　　japonica S + , Lepisorus thunbergianus S + , Carex lenta H + .2, Polygonum filiforme Ｈ＋，
　　　　　　　Aster ageratoides ssp. leiophyllus H + , Chrysanthemum indicum H+, Melica onoei Ｈ＋，
　　　　　　　Cardiocrinum cordatum H +
>
Cremastra appendiculata H + , Clematis williamsii H＋，
　　　　　　　Lindera glauca H+, Sambucus sieboldiana Ｈ＋
　　　Locality　No. 1-2, Yusuhara.
　組成的･にはアラカシ，ナンテン，シュロなどをともなってアラカシーナンテン群集に近いが，土
地的にアラカシよりも条件のよいところを選ぶ傾向がある．おそらく以前には，現在よりも広い範
囲にこの群落が見られた可能性はあるが，それにしてもほかの群落にくらべるとまれな存在であ
り，これ以上のくわしい検討は四国に関するかぎり，今のところ不可能である.
　（5）アラカシ群落（第13-17表，山中1955b)
　海抜ほぼ500 m 以下の丘陵地で，比較的乾燥する斜面の疎地や露岩地を主として見られ，四国
では暖温帯の石灰岩地帯に最も普通のものである．アラカシを優占種とするカシ型の森林である
が，土地的な要因のほか多くの場所で二次的な萌芽林として，亜高木ないし低木状の群落になって
いる．ほかに常緑広葉樹ではしばしばビワが多く，針葉樹ではときにイヌ゛マキをまじえる．林床は
コヤプランまたはジャノヒゲを主とするもの，スゲ類の多いもの，ときにカナワラビ型など，かな
らずしも一定し友い．
　このアラカシ群落はナンテン，ビワ，クスドイゲ，シュロなどにより特徴づけられるアラカシー
ナンテン群集(Nandino-Cyclobalanopsietum glaucae)であるが，典型的なもののほか地理的，土
I(1)
I(1)
I(1)
３
３
??
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地的さらに人為的な影響によって，いくつかに分けることもできる.
　ａ.　コジイまたはスダジイをともなうもの（第14表）
　このよい例を高知県南国市稲生のイヌマキ優占の林に見ることができる．これはアラカシ林から
シイ林への移行過程とも考えられ，シイはときに高木層に達するが，生長左かばで枯死するものが
多く，石灰岩地帯でシイ林の成立の困難なことを示唆している.アラカシ群落としては生育のよい
方である．　　　　　　　　　　　，
　ｂ．アオキをともなうもの（第15表）
　高知県土佐山村，鏡村などに例が見られ，いくぶん湿った瓊境で低木層にアオキか優占し，林床
にヤマアイ，ヤマヤブソテツ左どか生ずることが多く，デオガシ群落またはコクサギ群落と共通の
ものが見られる群落である.
　ｃ.　イワツクバネウツギをともなうもの（第16表）
　高知県香北町，土佐町などの例で明らかなように，乾燥した岩場のアラカシ群落で，イワツクバ
ネウツギやイプキシモツケのようなイワシデーイワツクバネウツギ群集の要素をまじえたものであ
る．高知県佐川町のようにイヌマキが多く混生することもあり，鏡村ではこうした瑕境のところに
ユズが多数混生している（山中・黒岩1965a).
　d.ウラジロガシをともなうもの（第17表）　　　　:’
　内陸寄りまたはやや高地に見られる．アラカシ林にウラジロガシか混生し，アラカシ群落からウ
ラジロガシ群落へ移りかわる過程のものであり，針葉樹では一般にカヤが多い．徳島県木沢村で
は，さらにウバメガシの混生がいちじるしい．
　アラカシを優占種とする群落は西日本の暖地ではきわめて普通の二次林であるとともに，気候的
にはシイ林の領域内で母岩の種類をえらばず土地的極相として存在し，そのひとつかこのアラカシ
ーナンテン群集である．石灰岩地帯以外での二次林の場合はとうぜんシイ林に遷移する性質のもの
であり（山中1970),ふヽなじく土地的左ものもシイ林に対して前揖相的な群落である．ただ，石灰
岩地帯ではシイが生育しがたいということと，ナンテンそのほか石灰岩とむすびつきのよい植物に
よって区別されたアラカシーナンテン群集ではあるが，石灰岩以外でもとくに塩基性岩石地帯で
は，この群集とおヽ左じか，またはきわめて近い組成の群落か見られる．かつてシイ亜群集（山中
1966c)としたものもそのひとつである，　しかし，一般に石灰岩地帯以外の二次的なアラカシ群落
と比較すると，サカキ，シャシャンボ，クロバイ，シロバイ，ミミズバイ，ベニシダ，マルバベニ
シダ，オオイタチシダなどがアラカシーナンテン群集で欠けるか常在的で左いことによって，この
群集は区別される（第２表）．
1｡
2.
3.
　　　　　　Table 2. Comparison of Quercus glauca communities
Nandino-Cyclobalanopsietum glaucae in limestone areas".
Nandino-Cydobalanopsietum glaucae in non-limestone ａr.ｅａｓ2).
Secondary community dominated by Quercus glauca in non-limestone ａｒｅａs3〉
　Number of quadrats
Nandina domes tica
Xylosma conges turn
Trachycarpus fortune!
Eriobotrya japonica
Cyclosorus acuminatus
Onychium japonicum
Eurya japonica
Castanopsis cuspidata*
????????????????????
??
???
??????
??
???
????????? ?
四国地方の石灰岩地植生
Dryopteris pacifica
Dryopteris fuscipes
Dryopteris erythrosora
Pteris dispar
Cleyera japonica
Symplocos glauca
Symplocos prunifolia
Symplocos lancifolia
Ilex Integra
Ilex rotunda
Vaccinium bracteatum
Quercus serrata
Castanea crenata
Pertya scandens
Quercus glauca　■
Ligustrum japonicum
Neolitsea sericea
Camellia japonica
Cinnamomum japonicum
Actiondaphne lancifolia
Trachelospermum asiaticum
Kadsura japonica
Lemmaphyllum microphyllum
ｏｐｈｌｏｐ?gon
japonicus
Cymbidium goenngii
Ardisia japonica
I(ﾌ)
I(1)
?、?、。。?、?、?、????????????
* Including var. cuspidata and var. sieboldii.
　　Arabic numerals in parentheses indicate the number of quadrats.
(山中)
????
????????????
1) Cf. Table 13.　　2) Yamanaka (1966c).　　3) Yamanaka (1970)･
????
??????????
????
??
????
??? ???
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　さらに注意すべきことは，さきにもふれたように，石灰岩地帯でもアラカシ群落の多くが人為の
影響をうけており，かつてはアラカシ群落が現在ほどひろくは存在していなかったものと思われ
る．こうした点から見ると，石灰岩地帯以外で本来のシイ林はアラカシ林にかわったと同様に，石
灰岩地帯では南国市白木谷でも見られるようなイス林からアラカシ林にかわったところもあること
は疑えない．いずれにしても，このアラカシーナンテン群集は，四国のみならず中国地方，九州な
ど西日本にひろく見られ（山中1966b).暖温帯の石灰岩地帯を特徴づける主要痙群落であること
にはかわり痙い.
　（6）ウラジロガシーカヤ群落（第18表，山中・黒岩1965a)
　内陸の丘陵おヽよび低山地の海抜350-700 m の範囲に多い．下部ではアラカシ群落と接するが，
それよりもやや湿った環境に見られる．ウラジロガシを主とした常緑広葉樹とカヤに代表される針
葉樹の混生林で，多くはケヤキ，アサダ，イロハカエデなどの落葉広葉樹をまじえる．林床はコヤ
ブランまたはジャノヒゲの多い型，スゲ型またはヤマヤプソテツ痙どシダ類の多いこともある．
　ウラジロガシとカヤの多いほかは，とくにこの群落全体を通じて特徴づける植物は見あたらず，
またアラカシーナンテン群集の要素はほとんどなくなる．さらに石灰岩地帯で痙いところのウラジ
ロガシを主とする森林すなわち広義のウラジロガシーサカキ群集の主要素か欠けることが多い．た
とえば，広葉樹ではツクバネガシ，アカガシ，シキミ，イヌガシ，サカキ，ヒサカキ，ハイノキ，
ヒイラギ痙どのほか，針葉樹ではモミおヽよびツガをほとんどとも痙わない（第３表）．したがって，
ウラジロガシーカヤ群集(Torreyo-Cyclobalanopsietum salicinae)を認めるのは，むしろこうした
組成のマイナスにもとづいている．
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Table 3. Comparison between Quercus　salicina-Torreya nucifc:ra community and
　　　　　　Quercus salicina-Cleyera japonica community
　　1. Quercus salicina-Torreya nucifera community in limestone areas' ）.
　　2･　Quercus　salicina-Cleyera　japonica　community (Sakakio-Cyclobalanop-
　　　　sietum stenophyllae, s. lat.) in non-limestone areas"'.
Number of quadrats
Torreya nucifera
Cyrtomium fortune! ｖ. clivicolum
Dryopteris lacera
Actinodaphne lancifolia
Cymbidium goeringii
Ophiopogon japonicus
Tsuga sieboldii
Abies firma
Quercus acuta　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.
Eurya japonica　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
Illicium religiosum
Cleyera japonica
Symplocos myrtacea
Neolitsea aciculata
Ilex pedunculosa
Osmanthus ilicifolius
Pieris japonica
Quercus sessilifolia
Plagiogyria japo?ca
Plagiogyria euphlebia
Quercus salicina
Machilus japonica
Quercus glauca
Camellia japonica
Ligustrum japonicum
Neolitsea sericea
Cinnamomum japonicum
Lemmaphyllum microphyllum
Ardisia japonica
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-
Arabic numerals in parentheses indicate the number of quadrats.
1) Cf. Table l8.　　2) Yamanaka (1961b)･
???
???????
1(1)．
11(4)←2
1(3)，-I
1(3)
1(2)
I(|)
I(1)
I(1)
叩)
1(2)
?
? ????????
??
?
1(3)
I(1)
1(5)
1(5)
I(5)
IV
??
???????????
???????
?
??
??
　この群落とほぼおなじものは蛇紋岩地帯にもまれに見られ，これに対応する気候的極相はウラジ
ロガシ，ツクバネガシ，アカガシを含むカシ型の森林である．ケヤキ，イロハカエデなどを主とす
る石灰岩地帯の落葉広葉樹林には，しばしばこの群落と似た組成をもち，二次的左群落と考えられ
るものか見られる（第28表）.
　（7）アオガシ群落（18ページ,･羽方・山中1966,山中1969a)
　おもに海抜800 m 前後までの丘陵地や山腹の谷ぞいなど，湿った環境のところで，しばしば転
石の多い場所に見られる．アオガシを主とするタブ型の常緑広葉樹林で，高木ではムクノキ，イロ
ハカエデ，クマノミズキなどの落葉樹をまじえることが多い．林内に普通はアオキが多く，林床で
はジャノヒゲまたはヤマヤブソテツ痙どが普通である．アオガシ群集(Machiletum japonicae)と
せられているが，ほかにとくにめだった組成的特徴はない．この群落はより低地および海岸ぞいの
四国地方の石灰岩地植生 (山中)
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タプ林と生態的におヽ痙じ性質をもった林で，おもにカシ型森林の領域内で，ウラジロガシ林より七
さらに湿った環境に見られる．石灰岩地帯以外にもほとんどおなじ組成のアオガシ林がある.
　（8）フサザクラーコクサギ群落（第19表，山中1955b,山中・黒岩1965a)
　海抜800-1000 m 以下の丘陵地および低山地で転石や篠の多い湿った谷間や斜面に多く，アオガ
シ群落の環境と似たところに見られる．亜高木または低木層にコクサギまたはウリノキが多く，し
ばしば高木にフサザクラをともなった落葉広葉樹林となる．林床は一定しないが，ヤブソテツ類ま
たはヤマアイの生ずるところが多い‥
　出現植物は多く，その左かには暖温帯の極相および二次林の要素が含まれているが，冷温帯の要
素は少ない．したがって，山地のサワグルミ，サワシバ，イタヤカエデなどを主とした群落とはフ
サザクラ，コクサギ，ウリノキなどを除く.と共通のものはそれほど多く痙い．他方，ヤマアイのほ
かタチデンダ，メヤブソテツ，カテンソウ，ヤハズマンネングサなど常在度は低いがこの群落と関
係の深いものがあり，したがって渓谷林型の群落として相観の類似と組成要素の一部の重なりはあ
るが，次のサワグルミ群団の森林とは別に七て考えるべきものであろう（第31, 32表）．コクサギ
群集(Orixetum japonicae)はこのような性質のものであるが，これが妥当かどうかはなお検討の
余地がある．横倉山に見られるような低山地のイロハカエデ群落（山中1969a)の在かには，この
群落に近い組成のものもある．
　このよう左フサザクラーコクサギ群落が石灰岩地帯に多いことはたしかであるが，石灰岩地帯以
外にもあり，その場合に多少の組成のちがいはあるも･’のの，基岩を除いた環境と相観はほとんどお
左じものである.
　（9）サワグルミーサワシバ群落（第20表）
　海抜800
m 以上1800 m 内外までの山地，気候的には中間温帯から主として冷温帯の石灰岩地
帯に最も普通の群落で，とくに渓谷ぞいまだは北面の湿った斜面に多い．サワグルミ，サワシバ，
イタヤカエデなどを主とする落葉広葉樹林で，林床は多くの多年草に占められる．
　組成は地域によって多少のちがいかあるが（山中1969b),石灰岩地帯の森林のなかでは最も多
くの標徴種および区分種をもつ，はっきり七た群落である．しかし，石灰岩のみととくに深いつな
がりのある植物は少なく，西日本の山地の渓谷林であるサワグルミ群団およびそ･れに含まれる群集
との本質的なちかいは見られない（山中1971).四国の場合はシオジを欠くのが普通であるか，シ
オジーミヤマクマワラビ群集(Dryopterido-Fraxinetum commemolaris)とほとんどおヽ左じであり，
以前にはIヽサノミカエリソウ亜群集とした（山中1962b).また，かつてこれをサワシバーミヤマ
ホウソ群落として報告した（山中1969b)が，いずれにしても，このサワグルミ群団については，
全域にわたっての再検討が必要である．
　この群落は石灰岩地帯以外では通常谷ぞいの土地的極相であるが，石灰岩地帯では必らずしも渓
谷林になるとは限らない．一般に富養で湿った土壌か堆積し，しかもその間に転石の多い石灰岩地
帯では，生態的に渓谷ぞいと似た環境になり，これがこの群落がひろく見られるおもな原因のひと
つとみ痙される.
　（10）ウラジロモミ群落（第21表）
　剣山および石立山の海抜1500 m 以上では，山地帯の上部から亜高山帯の下部にわたって，やや
日あたりのよい稜線ぞいの斜面にウラジロモミの優占する針葉樹林があり，林床はササ型でなく多
年草が密生する（第15図）．　　　　　　　　　．･
　ウラジロモミは山地では次に述べるようにブナと混生し，しばしば優占するが，ここにとりあげ
たものはそれとは異なり，組成的にはむしろサワグルミ群団と共通するものが多い森林である．表
で明らかなように，地域を異にし山の高さが違うと組成にも差が見られ，剣山ではサワシバ，ｲ=,タ
ヤカエデなどを欠き林床にショウジョウスゲやカニコウモリが多いが，石立山では広葉樹をかなり
まじえベニイトスゲとツルキンバイが多い．しかし，シクコフウロ，ツルギハナウド，カノコソウ，
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Fig. 15. The Abies h。,7,。＆がｊ community on
　　　　　Mt. Tsurugi.
ソバナ，メタカラコウなどかなり多くの植物はいず
れの場合にもウラジロモミ林とのむすびつきがつよ
く，それゆえサワグルミ，サワシバなどを主とする
落葉広葉樹林とは相観と同様に組成にも異なったと
ころかあり，ウラジロモミーツルギハナ‘ウド群集
(Heracleo-Abietetum homolepitis)とするのがよい
(山中1969b).
　石灰岩でない地域の山腹おヽよび尾根のウラジロモ
ミ林は一般にササ型の林床をもち，また亜高山帯の
気候的極相であるシコクシラベ群落は剣山では石灰
岩地帯に見られない.
　(11)ブナ群落(第22表)
　四国の石灰岩地帯のブナ林は扁形山から大野が原
まで，四国カルストを中心に西部の1000 m 以上の
山地に多く，かつては現在よりもか右り広大な範囲
を占めていたものと考えられるが，この地域は草地
に左っ.ているところか多いため，残存林の範囲は狭
く，まとまったものは五段城北面と大野が原に見ら
れるていどである(第16図)．基岩が深く土壌化の
すすんだ緩斜面に多く，本来はブナの優占する落葉
Fig. 16. The Ｆａｇtiｓ ｃｒｅｎａtａcommunity at Oonogahara.
広葉樹林であるが，二次的座林ではウラジロモミを主とする針葉樹林またはミズナラをまじえた針
広混生林もある．林床は一般に丈の低いササ型でササが多ぐ，!400 m 以下ではところによりスズ
タケに代り，多くはスゲ型の草本層をともなう．
　この群落はコハウチワカエデ，シロモジ，タンナサワフタギなど西日本の太平洋側のブナ林の組
成要素を主としたブナースズタケ群団の林である．最近，佐々木(1970)は日本のブナ林をまとめ，
四国おヽよび九州のものはプナーシラキ群集(Sapio japonicae･Fagetum crenatae)としたが，ブナ林
を含む極相林，二次林および石灰岩地帯の植生を検討すると，シラキそのものはブナ林とのむすび
つきがつよいものとは思えない．しいていえば，近畿以西，四国おヽよび九州のブナ林をブナーシロ
モジ群集としてまとめるのも，組成おヽよび地理的にみ七考えられる処置である．
　群集としてのとりあつかいの問題は別にして，四国り石灰岩地帯のプナ林は，ほかの基岩より左
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る地域のもとのお座じではあるが，石灰岩地帯ではヤマアジサイ，アキチョウジ，テンヱンソウ，
イシヅチウスバアザミ，オタカラコウ，ニシノヤマタイミンガサなどのほか，ときにはヤマトグサ
も見られ,’サワグルミ群団と共通の植物が多いことが，ひとつの特徴としてあげられる．ただ,・こ
うした傾向は地形的おヽよび土壌的座原因によるもので，必ずしも石灰岩地帯のみに限られた事がら
とはいえない（苅住・得居1956).
　(12)クマシデ群落（第23表）　　　　　　χ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　海抜1000
m 以上のブナ林を極相とする地域で，日あたり風あたりともにつよい尾根の露岩地に
主として見られるまばらな低木林であり，四国の西部に多い．
　クマシデ，イヌシデなどのシデ類が多く，ヒトリシズカの常在度が高いことなどを除いて，組成
は場所によって異在り，．ひとつの群集としてまとめるには疑問がある．鳥形山，大野が原南面など
ではツノハシバミ，ダンコウバイ，･イブキシモツケ，ハナイカダ，ツクバネウツギなどが多く，イ
ワシデーイワツクバネウツギ群集の立地と似たところでそれと類似した相観と組成が見られる．高
知県吾川村橘山ではヒノキ型群落の要素のほかフサザクラやミズキをまじえ，四国カルストの天狗
の森ではヤマヤナギが多いか一部はイワシデーイワツクバネウツギ群集，ほかではサワグルミ群団
の要素をともなっている．こうした点からみると，この群落の一部はたしかに二次的座ものである
といえる.
　(13)イワシデ群落（第24, 25表，山中1955b, 1965a,山中・黒岩1965a)
　暖温帯および冷温帯の丘陵および山地で，乾燥した石灰岩の岩場を特徴づける群落である．イワ
シデの優占する落葉広葉の低木または亜高木林で，ときにヒノキ型またはマツ型の針葉樹をともな
い，林床はイワカンスゲ，ケスゲ，ホソバヒカゲスゲ，ケタガネソウ左どのスゲ型が多いか疎開ナ
る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
　イワシデ，コマユミ類，キビノクロウメモドキ，イワツクバネウッギなどを標徴種としてイワシデ
ーイワツクノ゛ネウッギ群集(Zabelio-Carpinetum turczaninovii)にまとめられ，イチョウシダ，ク
モノスシダ，トサボウフウ，ヤハズノヘノゝコなどもこの群落内の岩隙または岩壁に生ずることが多く，
石立山ではビャクシン，高知県物部村ではクロベが多く混生する．この群落は垂直的に分布の範囲
が広いため，低地と高地では随伴する植物にちがいがある．したがうてアラカシ，ナンテン，ビワ，
クスドイゲ，ヤブコウジ，ジャノヒゲ，シュンラン左どアラカシーナンテン群集およびヤブッバ
キ・クラスの植物のほかシロバナハンショウヅルなどを区分種とナるシロバナハンショウヅル亜群
集と，ダンコウバイ，キヌタソウ，ホソバシュロソウなどを区分種とするホソバシュロソウ亜群集
にわけられ（山中1965a),後者にはミヤマビャクシン，シコクシモツケソウ，イワギク，コウシュ
Fig. 17･　Epimedh･y71 grar.?1βarum in the Carpinus lz･rctaninovii community at
　　　　Momoo, Monobe.
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ウヒゴタイなどの生ずることがある．全体として，この群落の組成には，石灰岩地帯の植物相の特
質が最もよくあらわれているといえる．
　イワシデは好石灰植物の代表的なもののひとつにあげられることが多いが，必ずしも石灰岩地帯
だけに見られるものではなく，安山岩，集塊岩左どの中性または塩基性岩石地のほか，ときに珪質
の岩石地にも生じ，この場合はキビノクロウメモドキ，イワツクバネウツギなどを欠いておヽり，別
の群集としてとりあつかうが，そのほかの構成植物と相観には共通していることが多い．いずれの
場合も，日あたりのよい乾燥した土壌の少ない岩石地という環境はおヽなじである.
　(14)クロベ群落（第４表）
　高知県物部村五王堂近くの海抜500-600 m の山腹に見られる針葉樹林は，高木層の優占種がク
Quadrat nun!ber
Altitude (m)
Ｅχposure
Slope (deg.)
Area (m)
Height of trees (ｍ)
Number of species
Table 4. Tht!ja standishii community
　　1
　530
N75W
　30
10×10
????????
　Differential species of community
Thuja standishii
　Characteristic and differential
　　　species of Zabelio-Carpinetum
Euonymus alatus ｖ. rotunda tus
Rhamnus yoshinoi
Zabe】la integrifolia
Spiraea blumeiχS. nervosa？
　Companions
Acer palmatum
Torreya nucifera
Ficus erecta
Euptelea polyandra
Cephalotaxus harringtonia
Smilax sieboldii
Helwingia japonica
Abelia tetrasepala
Rosa onoei
Kerria japonica
Ｅ】aeagnus pungens
Xへ,'ikstroemia sikokiana
Hydrangea paniculata
Orixa japonica
Paederia scandens ｖ. mairei
Akebia trifoliata
Epimedium grandiflorum
Hosta kikutii V. caputavis
Carex humilis ｖ. nana
Chrysanthemum makinoi
Salvia japonica
Fraxinus sieboldiana
Miscanthus sinensis
Boehmeria spicata
Carex autumnalis
Ophiopogon japonicus
Liriope spicata
T, To S H　　５
T. S H
Ｔ２
　　S H
　　H S
Ｔ
T2
T,
Ｔ2
Ｔ2
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ｈ
????????????????????
Ｓ Ｈ
????????????
１
??
―
??
?????、??
????????
１
　　2
540
N75W
　30
5×5
??ーー
４
??
??
＋
?―?????
????
＋
　　3
540
S60VV
　10
5×5
　10
　24
４
??
―?
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????????
?????
10×
　15
　32
４
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???????????????????????
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10×
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４
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Chrysanthemum indicum
Oplismenus undulatifolius V. japonicus
Trachelospermum asiaticum
Dryopteris lacera
Viburnum dilatatum
???????????
＋
＋
??
????
No. 1　Cornus brachypoda T9 + , Rhus sylvestris T2 S + , Lespedeza buergeri SH 2， Cinnamomum
　　　　japonicum S + , Syneilesis palmata H+, Leibnitzia anandria H+, Polygonatum falcatum
　　　　Ｈ＋
No. 2　Dioscorea tenuipes S + , Cocculus trilobus SH＋
No. 3　Pinus densiflora S＋，０ｎychiｕｍ japonicum Ｈ＋
No. 4　Philadelphus satsumi SH +
j
Cyrtomium fortunei ｖ. clivicolum H + , Camptosorus sibi-
　　　　ricus H4-, Polygonum cuspidatum H + , Viola maximowicziana H + , Eupatorium chi-
　　　・　nense v. simplicifolium H+, Stephanandra incisa H +
No. 5　Stachyurus praecox T2 +, Berberis thunbergii S+, Acer mono S + , Sedum makinoi Ｈ＋，
　　　　Viola japonica Ｈ＋，lsｏｄｏｎ shikokianus v. intermedius H+, Goody era schlechtendaliana
　　　　H + , Parthenocissus tricuspidata H +
j
Hedera rhombea Ｈ＋
Locality　No. 1-5, Goodo, Monobe.
ロベで.あり，低木層･にはハナイカダとイワツクバネ
ウツギ，草本層ではイカリソウとウナズキギボウシ
がとくに多い（第18図）．組成から見るとイワシデ
ーイワツクバネウッギ群集とほとんどおヽなじであ
り‥イワシデのないこの地域で優占種が代っただけ
にすぎないともいえる（第５表）．
　クロベは四国ではかもに蛇紋岩おヽよび石灰岩地帯
に生ずるが，生育地は限られている．愛媛県束赤石
山の蛇紋岩地帯ではヒノキとともにヒノキこ一一ツク
シシャクナゲ群集の主要素と在っているが（山中
1957),石灰岩地帯ではヒノキ型の森林が少ないう
え，クロベをまじえるものはイワシデ群落以外に見
あたらない．その点，相観的左ヒノキ型森林として
も，組成的にイワシデ群落と異左らないとしても，
いずれにせよこの群落は石灰岩地帯では例外的なも
のである．
Table 5.
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Fig. 18.　Thｅ 　Ｔｈｕja ｓtａｎｄｉｓhit community at
　　　　　　Goodo, Monobe.
Summarized synthesis tab】c for Carpinus turczaninovii community, Tht!ja standishii
community, Spiraea blumei community,･and Spiraea nervosa community
1. Zabelio-Carpinetum　clematidetosum,　2. Zabelio-Carpinetum　veratreto-
sum, 3. Thuja standishii community, 4. Spiraea blumei community at Goodo,
5. Spiraea blumei community in Tsurugi Mountains, 6. Spiraea nervosa com-
munity at Oonogahara, 7. Spiraea nervosa community at low ａ】dtudes, 8. Spi-
raea nervosa community on Hanaga Pass.
Number of quadrats
Number of species
Carpinus turczaninovii
??????? ???????????????? ??
??―
?????? ???? ???? ??
??
?
? ???? ???
?
??
? ??
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Angelica saxicola ｖ. yoshinagae
Euonymus alatus ｖ. rotunda tus
Rhamnus yoshinoi
Zabelia integrifolia
Quercus glauca　　　　・
χylosma conges turn
Eriobotrya japonica
Nandina domestica
Ardisia japonica
Clematis williamsii
Cymbidium goeringii
Trachelospermum asiaticum
Ophiopogon japonicus
Acer mono
Lonicera mochidzukiaha ｖ. nomurana
Buckleya lanccolata
Lindera obtusiloba
Galium kinuta
Carex duvaliana
Veratrum nigrum ssp. maackii
Chrysanthemum makinoi
Epimedium grandiflorum
Thuja standishii
Helwingia japonica
Geranium shikokianum
Adenophora remotiflora
Carex blepharicarpa
Valeriana fauriei
Aconitum grossedentatum ｖ. sikokianum
Polygonum bistorta
Aruncus dioicus ｖ. tenuifolius
Pedicularis resupinata
Astilbe shikokiana
Abies ｈｏｍｏ】epis
Spiraea japonica
Thalictrum minus ｖ. hypoleucum
Lonicera ramosissima
Sasa sp･
Carex makinoensis
Alectorurus yedoensis
Lilium speciosum
Quercus phillyraeoides
Pittosporum tobira
Chrysanthemum japonense ｖ. ashizuriense
Spiraea nervosa (cum ｖ. angustifolia)
Spiraea blumei
Spiraea blumeiχS. nervosa？
????
111
11
?????????
Ｉ
??
Ｉ
Ｉ
Ｉ
IT
IV
I
II
11
????
???????
????????????
Ｉ
???
IV
Ｉ
1
111
11
???????????
11
111
1
???????
??
?????
??????????
Ｉ
??????????????
　●　　・　　IV
IV　　Ｖ　　Ｉ
????????????? ???
?
?
?
??
?
??
２
??
?
??
―
???????
?
??
３
????????
11
111
　1
??
Ｖ
???
Ｖ
IV
???
Ｖ
　（15）ヒノキーコウヤマキ群落（第６表）
　高知県の石立山おヽよび黒滝山で狭い範囲に見られるにナぎず，石立山ではヒノキのほかにコウ
ヤマキが多い．アケボノツツジ，シロドウダンなどツツジ科植物が生じ，黒滝山ではツクシシヤ
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Table 6. Chamaecyparis obtusa-Sciadopitys verticillata community
　　　　　(Rhododendro-Chamaecyparidetum obtusae)
Quadrat number
Altitude (m)
Exposure
Slope (deg･)
Area (m)
Height(m)/cover(%)
??
???
　Number of species
　Characteristic and differential
　　　species of association and alliance
Chamaecyparis obtusa
Sciadopitys verticillata
Rhododendron pentaphyllum
Rhododendron metternichii
Mecodium oligosorum　１
Mecodium polyanthos
　Companions
Tsuga sieboldii
Carpinus turczaninovii
Hydrangea paniculata
Tritomodon cernuus (cum ｆ． rubens)
Loniceia mochidzukiana (ｃｕｍ ｖ． nomuiana)
Saussurea amabilis
Carex duvaliana
???????????????
????????????
??
????
　　　l
　1180
N35W
　　20
10×10
18/80
　8/50
　2/30
　0.5/20
　/50
　　51
　2.3
　3.3
　2.2
＋.2
＋.2
????????????????
　　2
1300
　L
　O
5×５
18
??
?
??
???????
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　　　No. 1　Acer sieboldianum T2 1.1, Betu】a grossa T2 + , Carpinus japonica T2S + , Cornus kousa
　　　　　　　T2SH + , Fraxinus sieboldiana T2SH + , Helwingia japonica SH 2.3, Abelia tetrasepala
　　　　　　　SH 1.2, Pertya glabrescens SH 1.2, Viburnum dilatatum SH + .2, Buckleya lanceolata
　　　　　　　S+, Berberis thunbergii S + , Spiraea blumei S+, Abies homolepis SH+, Stephanan-
　　　　　　　dra incisa SH + , TiUa japonica SH + , Lyonia oavlifolia v. e】liptica SH4-, Ligustrum
　　　　　　　ibota SH+, Carex siderosticta Ｈ 3.3, Galium kinuta Ｈ 1.2, Polystichum craspedoso-
　　　　　　　rum　H + .2, Gentiana　sikokiana　H + .2, Brachyelytrum　japonicum　H + .2, Carex
　　　　　　　ciliatomarginata H + .2, Hydrangea　macrophylla v. acuminata H + .2, Rhus ambigua
　　　　　　　H + .2, Thalictrum watanabei H4-, Sedum sikokianum H+, Viola boissieuana Ｈ＋，
　　　　　　　Pyrola nephrophylla H + , Tripterospermum japonicum H+, Melampyrum laxum
　　　　　　　H+, Mitchella undulata H+, Polygonatum falcatum H+, Rosa jasminoides Ｈ＋，
　　　　　　　Lespedeza buergeri H＋，Ｅｕｏｎyｍｕs ｍｅ】an an thus H +, Euonymus oxyphyllus Ｈ＋，
　　　　　　　Acer mono Ｈ +, Vaccinium smallii ｖ. glabrum Ｈ ＋
　　　No. 2　Abelia serrata ｖ. buchwaldii S 1， Harnamelis japonica S + , Spiraea nervosa S＋，
　　　　　　　Viburnum urceloatum S＋，So】idago virgaurea ssp. asiatica H+, Platanthera ophrydioides
　　　　　　　H+, ＼へ,'ikstroemia albiflora H + , Hugeria japonica ｖ. ciliaris Ｈ＋
　　　　　Locality　No. 1,'Mt. Ishidate;　No. 2, Mt. Kurotaki.
クナゲがあらわれて，はっきりしたヒノキーシャクナゲ型の林となり，林床にはスゲ類のほか
Ｈ:ｙｌｏｃｏｍｉtｉｍ ｓ夕ｌｅｎｄｅｎｓカ，どのコヶ類が生ずる．
　　このような群落はヒノキーツクシシャクナゲ群集(Rhododendro-Chamaecyparidetum obtusae)
であるが，石灰岩地帯以外に多い．石灰岩地帯では比較的表土の厚い尾根すじであるか，なおかつ
基岩の露出も見られ，そのためイワシデ，イワガサ，イブキシモツケ痙どが少数ながら混生してい
る．　ツツジ類をともなうヒノキ型の林は石灰岩地帯に不利である傾向はあるていど認められるが，
こうして場所によっては成立の可能性もあり，またツツジ類が露岩地に生ずる例もまれではない．
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　(16)イワガサおよびイプキシモツケ群落（第7, 8, 10, 26表，山中1955b,山中・黒岩1965a)
　石灰岩地帯のイワガサおよびイブキシモツケ類はイワシデ群落とむすびつきのつよい植物である
が，イワシデの分布していない地域中山地の高所，岩壁などのほか，疎崖や疎開した場所では先駆
的左群落として出現ナることが普通である（山中1968).したがって，組成もところにより異なり，
イワシデ群落に対応したちがいを示すことも多い．
　Quadrat number
　Altitude (m)
　Exposure
　Slope (deg.)
　Area (m)
　Height of shrubs (ｍ)
　Number of species
Spiraea blumeiχS. nervosa？
Zabelia integrifolia
Wikstroemia sikokiana
Kerria japonica
Rosa onoei
Fraxinus sieboldiana
Lespedeza buergeri
Epimedium grandifiorum
Hosta kikutii V. caputavis
Chrysanthemum makinoi
Miscanthus sinensis
Carex humilis ｖ. nana
Salvia japonica
Paederia scandens ｖ. mairei
Liriope spicata
Dioscorea lenuipes
TableﾌSpiraea blumei community
-　　-
　　　　1　　　　　2
２×２
　Ｉ
　Ｈ
?????
?????
＋
２×２
　１
　Ｈ
?????
??????
Locality　No. 1-5, Goodo, Monobe.
Quadrat number
Altitude (m)
Ｅχposure
Slope (deg･)
Area (m)
Height(m)/cover(%)
??
???
Table 8. Spiraea ｂ】umei community
一一一一
1780
　E
　30
5×5
　－
　－
　Number of species
Spiraea blumei
Abies homolepis
Lepisorus ussuriensis ｖ. distans
Deutzia gracilis
Fraxinus lanuginosa ｖ. serrata
Salix sieboldiana (S･ propitia)
Sorbus commixta
Lonicera strophiophora V. gjabra
Tripetaleia paniculata
?????。???????? ????????
???
? ??????
?
?
?
?
???
２×２
　１
　９
　４
　２
　＋
?―???
＋
　　2
　1870
S50E
　　20
　5×5
　－
　6/20
　4/50
0.8/50
　　/50
　　34
　　1.2
　　2.2
　＋.2
　　1.2
　＋
　3.3
　＋
　＋.2
　＋
４
２×２
　１
　９
??
＋
??????
＋
　　3
　1780
　L
　　O
　5×10
　8/20
　－
　4/40
0.8/60
　　/60
　　43
?
??
?
?????
?
???
????
?? ??????
５
２×２
　１
　１２
?????????????
　　4
1880
S30E
　　　5
3×3
　－
　－
　1/100
0.5/30
　/80
　20
　3.3
???
四国地方の石灰岩地植生
Berberis tschonoskyana
Tritomodon cernuus
Tilia japonica ｖ. leiocarpa
Viburnum furcatum
Thalictrum minus V. hypoleucum
Geranium shikokianum
Valeriana fauriei
Carex blepharicarpa
Veronicastrum sibiricum ｖ. australe
Aruncus dioicus ｖ. tenuifolius
Sal via jaoonica
Veratrum mgrum ssp. maackii
Arabis gemn！ifera
Heracleum moellendorffii ｖ.･tsurugisanense
Pedicularis resupinata
Aconitum grossedentatum ｖ. sikokianum
Adenophora remotiflora
Cirsium tenue ｖ. 】shizuchiense
Anthoxanthum japonicum ｖ. sikokianum
Paeonia japonica
Ligularia stenocephala
Hypcricum sikokumontanum
Brachypodium sylvaticum
Acer mono
Astilbe shikokiana
Majanthemum dilatatum
Ｓ Ｈ
????
??????????????????????
＋.2
＋
??｝‥??????
??
(山中)
??????????????????????????
＋
＋.2
????????
??
?
?
????????
??
??
＋.2
2.2
I.2
I.2
1.2
＋
＋
＋
＋.2
＋
　1.2
＋.2
　1.2
＋
＋.2
??????
＋
＋
＋
No. 1　Gymnocarpium jessoense Ｈ＋
No. 2　Miscanthus sinensis H 1.2, ＼へ/oodsia hankockii H+, Viola grypoceras H +
No. 3　Abelia spathulata S 2.2, Rhododendron lagopus SH 1.2, Viburnum urceolatum SH 1.2,
　'　Hydrangea paniculata S + , Prunus maximowiczii S+, Acer australe S + , Acer siebold-
　　　　ianum S＋，Ｅｕｏｎyｍｕs sieboldianus (v. nikoensis) S+j Vaccinium hirtum SH + .2, Cimici-
　　　　fuga simplex H 1.2, Paris verticillata Ｈ＋
No. 4　Ligustrum obtsuifolium S 1.2, Weigela decora S 1.2, Rhamnus japonica ｖ. microphylla S＋，
　　　　Chrysanthemum indicum ｖ. tsurugisanense H 2.2, Carex duvaliana Ｈ 1.2, Denstaedtia
　　　　wilfordii H + , Circaea alpina H+, Epilobium amurense Ｈ＋
Locality　No. 1―4, Mt. Tsurugi.
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　四国東部の高地の石灰岩地帯では，イワガサまたはイワガサとイブキシモツケの中同形のものの
群落が，ウラジロモミ群落などと共通の草本をとも痙うことが多く，イワウサギシダ，ハクサンハ
タザオ，シコクシモツケソウ，キンロバイ，ミヤマウイキョウ，チイサンウシノケグサ痙どまれな
植物も混生する（第8，9表）．物部村五王堂ではクロベ群落ときわめて似た組成が見られる（第３
図）（第７表）．西部高地のイブキシモツケ群落はクマシデ群落と組成の共通することが多く（第
10表），イワカンスゲ，ケイビランなどをもつ低地の群落（第26表）と区別される．愛媛県宙長峠
のイブキシモツケの多い群落は，さきに述べたように，ウバメガシートベラ群集が内陸低山地の岩
場に残った特殊な場合とみなされる．
Table 9. Comparison of Spiraea blumei communities in different places, showing the
　　　　　　occurrence of endemic species or calcicolous relics
Locality
Number of quadrats
Spiraea blumei
Geranium shikokianum
Adenophora remotiflora
Carex duvaliana　’
Veratrum nigrum ssp. maackii
???
????????????
??
??
????????
??
???
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Polygonum bistorta
Astilbe shikokiana
Brachypodiuni sylvaticum
Deutzia gracilis
Fraxinus lanuginosa ｖ. serrata
Carex blepharicarpa
Pedicularis resupinata
Abies homo】epis
Salix propitia
Rhamnus japonica ｖ. microphylla
Tilia japonica ｖ. leiocarpa
Abelia spathulata
Thalictrum minus ｖ. hypoleucum
Valeriana伍uriei
Aruncus dioicus ｖ. tenuifolius
Aconitum grossed en ta turn ｖ. sikokianum
Ligularia stenocephala
Spiraea japonica
Aster ageratoides ssＰ･ yoshinaganus
Filipendula multijuga
Chrysanthemum indicum
Arabis gemraifera
Festuca ovina ｖ. chiisanensis
Gymnocarpium jessoense
Woodsia hankockii
Tilingia tachiroei
Saussurea amabilis
Anaphalis sinica
Filipendula tsuguwoi
Potentilla fruticosa ｖ. mandshurica
Viola biflora
Clematis stans ｖ. austrojaponensis
???
??
６
??
?????
????????
･ var. tsurugisanense.
　　1) Mt. Tsurugi, 2) Mt. Ishidate, 3) Mt. Tengudzuka and Izari Pass.
Quadrat number
Altitude (m)
Ｅχposure
Slope (degr･)
Area (m)
Number of species
Spiraea nervosa
Abelia spathulata
Lonicera ramosissima
Helwingia japonica
Sasa sp.
Boehmeria spicata
Deutzia crenata ｖ. nakaiana
Carpinus japonica
Corylus sieboldiana
Deutzia gracilis
Table 10. Spiraea nervosa community
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
　　1
1280
　Ｅ
??????????? ?
? ???????
???
２
??????????
????????????
?―?
L2
＋
????
２
｛??????
　3
1400
N50E
　40
?
????
?
????
???
?????
３
???
Ｉ
　4
1400
　S
　20
2×2
　37
??????
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Malus sieboldii
Rosa fujisanensis
Viburnum erosum
Salix sieboldiana
Berberis thunbergii
Euonymus alatus ｖ. rotundatus
Akebia trifoliata
Clematis apiifolia
Rhus ambigua
Smilax sieboldii
Miscanthus sinensis
Carex duvaliana
Carex sachalinensis ｖ. sikokiana
Aster ageratoides ssp. amplexifolius
Campanula punctata
Chloranthus japonicus
Rubus palmatus
Sedum sikokianum
Viola grypoceras (ｃｕｍ ｖ. exilis)
Carex siderosticta
Brachypodium sylvaticum
Asti】be thunbergii
Agrimonia pilosa
Epimedium grandiflorum
Galium kinuta
Schizophragma hydrangeoides
Galium pogonanthum
Lindera obtusiloba
Geranium shikokianum
Aconitum loczyanum
Eupatorium chinense ｖ. simplicifolium
Euonymus sieboldianus (v. nikoensis)
???????????????
?????
??????????????????????
＋
2.2
????‥????
3.3
2.3
1.2
1.2
??‥??
(山中)
??
????????
??
２
???
????
?????????????????―????―
???
?????????????
?????
＋
?????
No. 1　Cepha】ｏtａχus harringtonia S+, Cimicifuga acerina ｖ. intermedia H+, Lysimachia
　　　　japonica ｆ. subsessilis H4-, Swertia bimaculata H+, Carpesium triste Ｈ＋
No. 2　Denstaedtia wilfordii H 2， Vicia deflexa ｖ. minor H 1， Euonymus fortunei ｖ. radicans H I，
　　　　Dianthus superbus ｖ. longicalycinus H + , Aconitum grossedentatum ｖ. sikokianum Ｈ＋，
　　　　Plantago asiatica H+, Rubia akane H + , Artemisia japonica H+, Picris hieracioides
　　　　ｖ･ glabrescens H + , Akebia quinata Ｈ＋
No. 3　Carpi nus tschonoskii S 1, Tsuga sieboldii S+, Clematis stans ｖ. austrojaponensis S＋，
　　　　Lindera sericea S + , Pourthiaea villosa ｖ. laevis S + , Rhamnus japonica ｖ. microphylla
　　　　S十, Brachyelytrum japonicum Ｈ Ｉ， Polys tichum craspedosorum H + , Potentilla fraga-
　　　　rioides v. major H + , Desmodium oxyphyllum H + , Chamaele decumbens Ｈ＋
No. 4　Staphylea bumalda S I， Ligustrum obtusifo】ium S 1, Parabenzoin praecox S+, Hydrangea
　　　　macrophylla v. acuminata Ｈ ３， Aster scaber H+, Cirsium nipponicum ｖ. shikokianum
　　　　H + , Chrysanthemum indicum H4-, Paederia scandens ｖ. mairei Ｈ＋
Locality　No. 1-4, Oonogahara.
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　要するに，これらの群落は石灰岩地帯でもとくに環境条件のきびしいところに残っているもの
か，植生発達の初期のものであり，独立したまとまりのある組成は見られないが，多くの好石灰植
物や残存植物をともなって，石灰岩地帯を特徴づけるもののひとつとして注意すべき点が多い（第
5,9表）.
　(17)ヤマブキなどの低木群落（第27表）
　石灰岩地帯に多いヤマブキが，低地で林の疎開したところに往々にして簸となって茂るのが見ら
れる．ヤマブキはむしろ乾きやすいところに多いが，湿った場所ではときにバイカアマチヤが群生
し，即崖にはコクサギが集団をなすこともある．ともに初期の群落である．
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Quadrat number
Altitude (m)
Ｅχposure
Area (m)
Height of pine (ｍ)
Number of species
Table 11. Pinus densiflora community
　　Characteristic and differential species
　　　　of Camellietea japonicae
Ficus erecta
Pittosporum tobira
Quercus glauca
Nandina domes tica
Elaeagnus pungens
Trachelospermum asiaticum
Ficus nipponica
Hedera rhombea
Lemmaphyllum microphyllum
Cymbidium goeringii
Actinodaphne lancifolia
Ardisia japonica
Ligustrum japonicum
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
???????
?
? ??
10×10
? ?
? ?
???????????
　　2
270
　NE
10x10
　10
　38
２
＋
????
　　　Companions
　　Piiius densiflora　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T, Ｔ２　　　　　　　４　　　　　　５
　　Cornus brachypoda　　　　　　　　　　　　　　　　　　T, T2　　　　　　　3　　　　　　●
　　Berchemia racemosa　　　　　　　　　　　　　　　　　　T, T,　　　　　　　　l　　　　　　2
　　Akebia trif(ﾆ>liata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔ２･ S H　　　　　I　　　　　　I
　　Kerria japonica　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｓ Ｈ　　　　　２　　　　　　３
　　Helwingia japonica ｖ. parvifolia　　　　　　　　　　　　　　　　S H　　　　　2　　　　　＋
　　Celtis sinensis V. japonica　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S H　　　　　I　　　　　　I
　　Smilaχ china　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｓ Ｈ　　　　＋　　　　　　２
　　Paederia scandens ｖ. mairei　　　　　　　　　　　　　　　　　　S H　　　　＋　　　　　＋
　　Careχ lenta　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H　　　　2　　　　　　3
　　Miscanthus sinensis　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ　　　　２　　　　　　１
　　Parthenocissus tricuspidata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ　　　　２　　　　　＋
　　Chrysanthemum indicum　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ　　　　＋　　　　　　２
　　Peucedanum terebinthaceum　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ　　　　　１　　　　　　１
　　Aster ageratoides ssp. amplexifolius　　　　　　　　　　　　　　　H　　　　　I　　　　　　I
　　Cirsium nipponicum ｖ. shikokianum　　　　　　　　　　　　　　Ｈ　　　　＋　　　　　　Ｉ
　　Onychium japonicum　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ　　　　＋　　　　　＋
　　Oplismenus undulatifolius V. japonicus　　　　　　　　　　　　　　Ｈ　　　　＋　　　　　＋
　　Themeda japonica　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ　　　　＋　　　　　＋
　　Lilium leichtlinii ｖ. tigrinum　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ　　　　＋　　　　　＋
　　Dioscorea tokoro　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ　　　　＋　　　　　＋
No. 1　Prunus jamasakura S I， Akebia quinata SH 1, Ligustrum obtusifolium ＳＨ十, Cyclosorus
　　　　　acuminatus H+, Lepisorus thunbergianus H + . Di an thus superbus ｖ. longicalycinus
　　　　　H + , Sanguisorba officinalis H+, Viola grypoceras H+, Rubia akane H+, Asparagus
　　　　　cochinchinensis Ｈ +, Euonymus fortunei ｖ. radicans H+, Celastrus orbiculatus Ｈ＋
No. 2　Cocculus trilobus T2 SH 1， Euonymus alatus ｖ. rotundatus S I， Viburnum dilatatum
　　　　　SH I， Rosa wichuraiana SH+, Clematis terniflora ＳＨ＋，Ｃ】ematis williamsii H I，
　　　　　Chrysanthemum makinoi Ｈ １， Thalictrum minus ｖ. hypoleucum H+, Rubus parvifolius
　　　　　H+, Polygala japonica Ｈ十, Galium pogonanthum H +, Campanula punctata Ｈ＋，
　　　　　Brachypodium sylvaticum Ｈ＋
Locality　No. 1-2, Sakakawa, Tosa-yamada.
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　(18)アカマツ群落（第11表）　　　　　　　　　　‥･　　　　　・　　　　　　一
　乾いた低地の石灰岩地帯で，ときにアカマツの優占する場合かあ･るが，一般にマツ型の針葉樹林
は石灰岩地帯の土地的極相としてはあまり多くは見られず，また二次林としても少ない．高知県土
佐山田町の竜河洞近くのようにア.ラカシーナンテン群集と関係があるとか，愛媛県歯長峠のごとく･
（山中1967)ウバメガシードベラ群集とのむすびつきが考えられるなど，組成から見ても々ツ林と
しての独自のものはない.
　（19）ケヤキ群落（第28表）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ
　低山地の谷ぞいに多いケヤキは，石灰岩地帯でもとくにウラジロガシーカヤ群落の地域内で,’し
ばしば優勢なことはあるが，群落としてはほとんど二次的なものである．そのほかエノキ，ムクノ
キ，イロハカエデ，クマノミズキなどの落葉広葉樹も，暖温帯の石灰岩地帯ではおなじ傾向が見ら
れる.
　（20）クヌギ群落（第29表）
　高知県梼原町のクヌギ，ナラガシワおよびヤマトアオダモ（ウラゲオオトネリコ）を区分種とす
る群落も，シラカシ林またはアラカシーナンテン群集の地域内での二次林であるが，コナラを除い
てナラ類が普通でない四国の南部では，例の少ない林である．
　総　　　　　括　　　　　　　●●
　以上あげた群落のうちウバメガシ，タブ，イス，シラカシ，アラカシ，ウラジロガシーカヤおよ
びアオガシの各群落は，いずれも暖温帯で常緑広葉樹を主体としたもので，ヤブッバキ・クラスに
含まれるが，落葉広葉樹の優勢なフサザクラーコクサギ群落も多くはこの地域内に見られる(第31
表)．これにたいしてサワグルミーサワシバノウラジロモミ，ブナ群落などは冷温帯の落葉広葉樹林
または針葉樹林で，ブナーミズナラ・クラスにまとめられる(第32表)．これらの群落は優占種と
相観のみならず，組成においても石灰岩地帯以外の気候的ないしは土地的極相と共通するものが多
く，それらとまったく無関係座･群落は，基岩または母岩が石灰岩のような特殊な場合でも在存しな
いことが明らかである．これは，いうまでもなく植生にとぅて気候的な
.
要因が支配的なためである
が，ことにわが国のように湿潤座気候のところでは，その傾向かつよく座りがちであるといえる．
　しかしながら，母岩の影響を無視で
,
きないこともとうぜんである．土地的要因のなかで石灰岩土
壌の化学的座影９が大きいと考えられる具体的座例として,．シイ林が石灰岩地帯でアラカシ群落ま
たはイス群落に代ることと，カシ林の地域内でウラジロガシ群落がモミまたはツガをともなうこと
はまれで，カヤを随伴することがあげられる．シイ，モミ，ツガなどがカノレシウムを含む岩石また
は土壌にまったく耐えられ憲いことはないのもたしかであるが，相対的に生育が悪く，・むしろ嫌石
灰的な傾向がうかがえる．このよう座例は，地形的または土壌の物理的な原因のみで解釈できない．
また，石灰岩地帯におけるこれらの常緑広葉樹林では，気候的極相の中心となる組成要素がかなり
多く欠ける傾向があるが,これに代って石灰岩地帯の植生を特徴づける植物はそれほど多くはない．
　こうした半面，カシ林の地域内のアオガシ群落，冷温帯を主領域とするサヅグルミーサワシバ群
落などでは，地形による支配が大きく，湿度の高い環境のもとで岩石の風化および土壌化がすすむ
ことによって，基岩の直接の影響による植生のちがいが少なくなることは否定できない．また，土
壌が深い場合は，たとえ残積土であっても，植生は気候的極相の方向にかたむくこ･とは。ｊブナ林の
存在からも明らかである．したがって，石灰岩地帯で植生の特殊性が最も顕著なのは，基岩の露出i
した乾燥地であり，イワシデ群落がその好例である．　　　　　　　　　　　／　　　
．‘
　イワシデ群落は石灰岩地帯でも最も気候的な影響が少なく，ヤブッバキとブナーミズナラの二つ
のｸ･ラス域にわたって見ら'れ，組成的な特徴も明らかで，かつ多くの好石灰植物や残存植物をとも
座っている．しかし，これと優占種および相観をおヽかじくするヽものが石灰岩地帯以外にも･出現する
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ことから考えると，この群落も石灰岩の特殊性のみを強調する絶対的座証拠とはならない．むしろ，
石灰岩を含めた岩石地の植生の比較研究が，今後の課題のひとつとしてうかびあかってくる．
　要するに，石灰岩地帯のよう攻場合はもとより，すべての植生の研究に際しては，特殊性にとら
われすぎる考え方には，あらためて考慮の必要があり，むしろ普遍的なものの在かで特殊なものを
いかに位置づけるかを検討し座ければならない．同時に，それぞれの植物について分布と生態の実
態をとらえ，例外的なものや必然性のないものをあまりにも重視するようにならないよう注意すべ
きである．こうしたことによって，組成表にもとづく群落の区分も.今後さらによく理解されるよ
うになると思われる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　石灰岩地帯の利用と保護
　土地と植生の効果的な利用と保護は，現在大きな問題として関心を集めているが，石灰岩地帯も
またその例外ではない．最近，四国の石灰岩地帯も急速に開発されており（第19図），保護を無視
した破壊がいちじるしくめだってきている．もちろん，豊富な資源をそのまま放置することは現状
ではとうてい考えられないことであるが，今後にそなえて植生保存の立場からの検討はしておく必
要がある．
Fig. 19.　The 】imestone area at Shirakic!ani, Nankoku. The foreground is
　　　　　　the DislyliumΓacemosum community remaining undisturbed.
　現在，四国の石灰岩地帯で自然植生がかなりの範囲にあまり人手を加えられずに残っている地域
は，それほど多くない．人為の影響をうけているところでは，従来ふヽもに薪炭材として伐採されて
蓋置されているもの，造林地中採草地にに座っているもの，果樹その他の栽培に利用されているも
のなどが多い．これらの地域は，今後ともこうした方向で土地の利用をつづけてゆくのがよいと思
う．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･●
　薪炭材としては，今までおヽもに低地のアラカシが利用されてきた．現在見られるアラカシ群落に
二次林が多い原因のひとつはこれである．しかし，需要が急激に減ってきている今日では，そのま
ま放置されているところが多い．アラカシ群落は乾燥しやすい斜面に多いため，造林地としてはス
ギには不むきでヒノキが植えられているところがあるが，生育のあまりよくないこともある．高知
県香我美町奥西川の場合は30年あまり経過したところで胸高直径24 cmに達しておヽり，ヒノキ林
としては成功している例である(第30表)．しかし，石灰岩地帯での造林は全体としてはヒノキよ
りもスギが多く，アラカシ群落でも湿った谷ナじでア牙キをともなったところ，アオガシ群落，フ
サザクラーコクサギ群落などの見られる地域では生育がよい．植栽後10年以上'たつと，すでにも
との植生の構造がうかがえるように座り，アオキ，ウリノ,キ在どが林内で優占している(第30表)．
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また，ウラジロガシーカヤ群落，サワグルミーサワシバ群落の地域内にも，スギの造林適地があ
る．
　果樹園としての利用はすでに早くからおヽこなわれており，高知県土佐市の場合はとくに利用がす
すんでいる．おもにミカン類であるが，モモやビワもつくられてかり，これらのなかまは自然分布
から考えても石灰岩地帯は適しておヽり，とくにアラカシ群落の地域内に適地が残っている．そのほ
か．現在も利用されているミツマタの
.
栽培は，石灰岩地帯に適しているところがあり，暖温帯の中
部から冷温帯の下部までが利用され，低地ではコウソまたはカジノキに使うこともできる．また，
近年は活花用としてナンテンの栽培がこころみられている．
　冷温帯の山地では一部に造林のあるほかは，かなり自･然植生が残り，利用されている土地もそれ
ほど多くない．四国カルストでは草地が以前は訟もに採草に使われていたが，近年放牧地として利
用されるようになった．これからは林地も放牧に開放されることがあり得るが，その際には保護と
あわせて検討する必要がある．
　石灰岩地帯には限ら痙いが，全面的左破壊をともなわ･ない利用はこのほかにも考えられるもの
の，むしろ今日では自然植生を破壊からまもることに重点をおヽく必要がある．カルストや鐘乳洞の
　　　　　　　　　　Fig. 20. The limestone plateau in Higashitsuno (cf. Fig. 13).
ある地域では，植生もあるていどの管理のもとに保護される必要があり，例をあげれば竜河洞周辺
の植生とか大野が原のブナの残存林には，とくに保存に注意をはらうべきであろう．このほか，景
観の維持や土地の保全のために保存の必要かところが多,く，高知県の別府渓谷，愛媛県美川村の御
三戸周辺などはそれである．さらに，石灰岩地帯の植生の代表的座ところとして，学術的左立場か
らは木沢，剣山，石立山，横倉山，葉山，黒滝山などがとくに保存の重要性が高く，現在すでに一
部が天然記念物，保護林または自然公園になっているが，今後一層の対策が必要である．そのほ
か，はじめにあげた地域のをかには，植生のみならず植物相からみても破壊をさけるべきところが
多く，不用意座土地利用からまもってゆかねばならない．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　と　’め
　四国地方の石灰岩地帯の植物について今までの研究を総括するとともに，おヽもな地域の植生と植
物相についてまとめた．
　植物群落については立地条件，組成にもとづく区分，群落分類上の見解，石灰岩地帯以外の植生
との比較などをおヽこない，石灰岩地帯の植生の全体としての傾向の把握にっとめた．その結果，石
灰岩地帯で優占種レ組成および相観にいちじるしく特徴をもつ群落は多くはないことが明らかにな
った．しかし,･石灰岩地帯にはシイ林がほとんどないことと，モミ訟よびツガをとも在うカシ林が
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見られないことは注目すべき事実である．また，乾燥した岩石地のイウシデ群落が，石灰岩地帯で
は最も特徴のあるものであることを指摘した.
¨さらに，石灰岩地帯の利用についで考えるとともにｙ自然保護の立場から今後保存を要ナる場所
や植生についてもふれた．
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　TabJe 12. Distylium racemosum community
Quadrat number
Altitude (m)
Exposure
Slope (deg･)
Area (m)
Height(m)/cover(%) T,
　　　　　　　　　　　Ｔ２
　　　　　　　　　　　Ｓ
　　　　　　　　　　　Ｈ
　　　　　　　　　　　Ｍ
Number of species
　Differential species of
　　community
Distylium racemosum
　　Characteristic species of
　　　Nandino-Cyclobalanopsietum
Eriobotrya japonica
Nandina domes tica
Trachycarpus fortunei
Xylosma conges turn
　Differential species
Castanopsis cuspidata ｖ. sieboldii
Ilex integra
Podocarpus macrophyllus
Rapanaea neriifolia
Daphniphyllum tｅりsmanni
Elaeagnus reflexa
Ilex latifolia
Arachniodes arista ta
Desmodium Iaxum
　　1
　330
N80W
　　10
10×10
20/90
　8/50
　3/50
0.5/30
　　15
　　34
T, Tj S H　　3.3
SH
SH
SH
SH
T,
T,
T,
Damnacanthus indicus ｖ. microphyllus
Marsdenia tomentosa
Arisaema ringens
Arachniodes pseudoaristata
Acer palmatum
Wisteria brachybotrys
Euonymus alatus ｖ. rotunda tus
Deutzia scabra
Ligustrum obtusifolium
Boehmeria spicata
Clematis williamsii
Asplenium sarelii
T, S
TeS
Tj S
T, S
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
??????????
????????
T, S
　　Ｓ
　　Ｓ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Oplismenus undu】atifolius V. japonicus
Characteristic and differential
　species of alliance, order, and class
Actinodaphne lancifolia
Quercus glauca
Terns troemia gymnanthera
Trachelospermum asiaticum
Ligustrum japonicum
Camellia japonica
Cinnamomum japonicum
Pittosporum tobira
Neolitsea sericea
???
Ｈ
T, T, S H
T, T. S H
T,
????????
?
?
?
?
?
????
Ts S Ｈ
???
3.3
3.3
2.2
2.2
＋
1.2
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?
??????
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＋
＋
＋
?????」
?? ???
　　2
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　・　37
4.4
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?
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?
?????
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?
????
＋
　　3
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　　4
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10×10　7×7
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0.3/50　0.3/60
　/十　　/10
　35　　　54
４．４
????
???
???
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?????
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???
?? ?
1.2
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3.3
＋
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? ??
??????
?? ??
2.3
??????
?? ?
???
　　5
　500
S40W
　　35
15×15
20/90
　8/50
　2/10
0.3/10
　/∠1
　　39
　5.4
＋
???????????
??????
?????
　　6
　450
S30W
60-80
10x10
10/90
　8/20
　2/10
0.5/40
　　24
5.5
? ?
＋
????
?? ?
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Ficus erecta
Eurya japonica
Dendropanax trifidus
Machilus japonica
Ficus nipponica
Lemmaphyllum microphyllum
Elaeagnus pungens
Elaeocarpus japonicus
Cleyera japonica
Hedera rhombea
Anodendron affine
Ficus stipulata
Ophiopogon japonicus　　　・
Cymbidium goeringii
Ardisia japonica
Liriope spicata
Rohdea japonica
Kadsura japonica
Elaeocarpus sylvestris v. ellipticus
Dryopteris pacifica
　Companions
Torreya nucifera
Gardneria nutans
Paederia scandens ｖ． mairei
Carex lenta
Tj SH
TjS
Ｔ２
TsS
T, SH
Tj SH
　　SH
???????
SH
Ｓ
????????
地植生 (山中)
???????
?? ??????
???????????????????
??
＋.2
＋.2
　1.2
????
1.2　　＋.2　　＋.2
Ｔ１　　SH　　＋
　　T, S　　　●
　　　　SH
　　　　　Ｈ　＋．２
＋.2
　＋
???
?? ?
＋
＋
＋
?????
2.3
?????
???
＋
＋.2
＋
?
????
????
?? ??
?? ?
?? ??
＋
????????
No. 2　Citrus sｐ･ S + , Cyrtomium falcatum Ｈ ＋
Ｎ０.3　Euchres ta japonica Ｈ １.２
No. 4　Aphananthe aspera T2 3.3, Pourthiaea villosa ｖ. zollingeri T2 1.2, Euonymus fortunei ｖ･
　　　　fadicans SH 2.3, Polygonum cuspidatum S +, Rosa onoei Ｓ + , Zanthoxylum planispinum
　　　　S +, Stachyurus praecox S + , Cornus brachypoda S + , Premna japonica Ｓ + , Cocculus
　　　　trilobus S +, Akebia quinata S + , Ampelopsis brebipeduncu】ata S ＋，０ｎychiｕｍ japoni-
　　　　cum Ｈ +, Rubus par＼'ifolius Ｈ + , Corchoropsis tomentosa Ｈ + , Viola ovatooblonga
　　　　H +, Angelica shikokiana H + , Scutellaria indica ｖ. parvifolia H + , Rubia akane Ｈ ＋，
　　　　Aster ageratoides ssp. amplexifolius Ｈ + , Chrysanthemum japonense Ｈ + , Brachypodium
　　　　sylvaticum H + , Ca】amagrostis arundinacea H + , Miscanthus sinensis H + , Carex
　　　　ligulata Ｈ ＋，Ｒｏsａ multiflora Ｈ + , Elaeagnus umbellata Ｈ＋
No. 5　Cryptomeria japonica Ｔ１ 1.1, Carpinus tschonoskii T1 + , Pueraria lobata Ｔ２ ＋，Ｂｕlbo-
　　　　phyllum inconspicuum T2 S + .2, Camptosorus sibiricus Ｈ + .2, Cephalotaxus harringtonia
　　　　H +, Rubus buergeri H ＋，Ｒｕbｕs hirsutus Ｈ + , Youngia japonica Ｈ +, Akebia tri-
　　　　foliata Ｈ ＋
N０. ６　Carex makinoensis H 1.2, Pinellia tripartita H + , Smilax sieboldii H＋
Locality　No. 1-3, Shirakidani, Nankoku; Ｎ０. 4-5, Sodayama, Susaki; Ｎ０. 6, Akagi, Hayaraa.
Table 14･　Quercus glauca community (Nandino-Cyclobalanopsietum glaucae)
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Quadrat number
Altitude (m)
Ｅχposure
Slope (deg･)
Area (m)
Height(m)/cover(%) T'i
　　　　　　　　　　　　Ｔ２
　　　　　　　　　　　　Ｓ
　　　　　　　　　　　　Ｈ
　　　　　　　　　　　　Ｍ
Number of species
　1
　270
S20E
　10-50
10×10
12/50
　8/70
　2/50
0.3/20
　　59
???????
? ?
?????
　　3
　　30
NlOW
　　25
10×10
15/80
　8/40
　2/80
0.3/40
　/十
　　56
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　Characteristic species of association
Trachycarpus fortunei
Nandina domes tica
Xylosma congestum
Eriobotrya japonica
　Differential species
Castanopsis cuspidata*
Eurya japonica
Ilex latifolia
Daphniphyllum teijsmanni
Hex integra
Cleyera japonica
　　Characteristic and differentia】
　　　　species of alliance, order, and class
　Quercus glauca
　Podocarpus macrophyllus
　Actinodaphne lancifolia
　Camellia japonica
　Ligustrum japonicum
　Pittosporum tobira
　Cinnamomum japonicum
　Neolitsea sericea
　Rapanaea neriifolia
　Machilus japonica
, Dendropanax trifidus
　Prunus zippeliana
　Trachelospermum asiaticum
　Kadsura japonica
　Stauntonia hexaphylla
　Ficus erecta
　Elaeagnus pungens
　Ardisia crenata
　Gardenia jasminoides £grandiflora
　Elaeocarpus sylvestris ｖ. ellipticus
　Aucuba japonica
　Hcdera rhombea
　Ficus nipponica
　Lemmaphyllum microphyllum
　Ophiopogon japomcus
　Ardisia japonica
　Cymbidium goeringu
　Liriope spicata
　Arachniodes pseudoaristata
　Dryopteris pacifica
　Dryopteris erythrosora
　Damnacanthus indicus ｖ. microphyllus
　　Companions
Acer palmatum
Lepisorus thunbergianus
Aphananthe aspera
Rhus succedanea
Cephalotaxus harringtonia
Broussonctia kazinoki
Pourthiaea villosa ｖ. laevis
Gardneria nutans
Arundinaria pygmaea V. glabra
Helwingia japonica ｖ. parvifolia
Milletia japonica
Ｔ
T,
T,
T2
T,
Ta
Ｔ２
T,
Ta
Ｔ2
????????????????????
T1
Ｔ1
T,
Ｔ2
T2
T2
T2
T2
T2
T2
T,
Ｔ2
Ｓ
S H
S H
S H
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
??????
??
Ｈ
Ｈ
Ｓ　・
S H
????????
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ｈ
?????????
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
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???
???
1.2
??
?????????
?? ?
1.2
??????
＋.2
　1.2
＋.2
??????
??
???????????
????????????
2.2
???
???
???
????
???
???
?? ?
???
?? ??
?? ???
?????????
1.2
???????
＋
?????????
?? ??
????
???
?? ????
??
??
??
??
???
???????
?????????
???????
2.2
???
???
　＋
＋.2
　＋
四国地方の石灰岩地植生
Smilax china
Carex lenta
Cyrtomium伍leaturn
Cyclosorus acuminatus
Pteris multifida
Onychium japonicum
Viola grypoceras
Cyrtomium fortunei
Oplismenus undulatifolius V. japonicus
Dioscorea､japonica
??????????
???????
(山中)
???
????
＋.2
　＋
??????
??
?
?????
?」??
No. 1　Wisteria floribunda T, Ｈ + , Cryptomeria japonica Tj H 2.2, Euonymus oxyphyllus T,
　　　　H +, Neofinetia falcata Ｔ２ +, Celtis sinensis ｖ. japonica Ｓ ＋，Ｚａｎthoｘylｕｍ planispinum
　　　　S +, Berchemiella berchemiaefolia S + , Callicarpa mollis S ＋Ｃyｒtｏｍｉｕm fortune! ｖ.
　　　　clivicolum Ｈ 1.2, Desmodium fallax V. dilatatum Ｈ + .2, Boehmeria nipononivea Ｈ ＋，
　　　　Aquilegia adoxoides Ｈ +, Youngia japonica Ｈ + , Pinellia tripartita Ｈ +, Lecanorchis
　　　　japonica Ｈ + , Dioscorea tokoro Ｈ +, Lindera glauca H +, Hydrangea luteovenosa Ｈ ＋，
　　　　Ficus stipulata Ｈ ＋
Ｎ０.2　Pinus densiflora T1 2.2, Quercus serrata T, Ts 1.2, Torreya nucifera T, SH 1.1, Rhodo-
　　　　dendron vyeyrichii T, S + , Diospyros kaki ｖ. sylvestris Ta Ｈ +, Berchemia racemosa T, ＋，
　　　　Cinnamomum camphora Ｔ２ + , Stachyurus praecox S +, Lespedeza buergeri SH ＋，Ｅｕｏｎｙ-
　　　　mus alatus ｖ. rotunda tus SH +, Vaccinium smallii ｖ. glabrum SH +, Zabelia integrifolia
　　　　SH +, Paederia scandens ｖ. mairei SH +, Dioscorea quinqueloba SH + , Rubus buergeri
　　　　H +.2, Calanthe discolor Ｈ + .2, Asplenium coenobiale Ｈ +, Pertya scandens Ｈ ＋，
　　　　Calamagrostis arundinacea H +> Carex ligulata Ｈ + , Acer ｎ!ｏｎｏＨ＋
No. 3　Euscaphis japonica Ｓ 十, Viburnum erosum SH +, Viburnum dilatatum SH -f, Dioscorea
　　　　gracillima SH + .2, Parthenocissus tricuspidata SH +, Pteris dispar Ｈ + .2, Microlepia
　　　　strigosa Ｈ + .2, Reineckea carnea H +.2, Neocheiropteris ensata Ｈ +, Desmodium fallax
　　　　H +, Chamaele decumbens Ｈ +, Farfugium japonicum Ｈ +, Lophatherum gracile Ｈ ＋，
　　　　Fatsia japonica Ｈ ＋
Locality　No. 1
　　　　koku.
Kurinoki, Kagami Ｔ.；　No. 2, Takinoshita; Kagami T.;　No. 3, Inabu, Nan-
Table 15･　Quercus glauca community (Nandino-Cyclobalanopsietum glaucae)
Quadrat number
Altitude (m)
Ｅχposure
Slope (deg･)
Area (m)
Height (m)/cover (%) T,
　　　　　　　　　　　　　Ｔ２
　　　　　　　　　　　　　Ｓ
　　　　　　　　　　　　　Ｈ
　　　　　　　　　　　　　Ｍ
Number of species
　Characteristic species of association
Xylosma conges turn
Trachycarpus fortunei
Eriobotrya japonica
Nandina domes tica
　Differential species
Aucuba japonica
　Characteristic and differential
　　　species of alliance, order, and class
Quercus glauca
Ligustrum japonicum
?????
????
???????
??
?
?????
???
? ?
??
?
???????
???
? ????? ?
T. S H
Ｔ２
Ts S H
　　S H
S H
??????
????
2.2
3.3
1.2
?????
　3
　280
N75W
　30
???
? ?
＋
＋
＋.2
2｡2　　　　5.5
5.5　　　　4.5
1.2　　　　＋
　　4
　200
N40W
　35
10×10
10/20
　8/90
　2/60
0.3/50
　　/20
　58
＋
3.3
5｡5
＋
55
56
Neolitsea sericea
Cinnamomum japonicum
Actinodaphne lancifolia
Ficus erecta
Camellia japonica
Machilus thunbergii
Podocarpus macrophyllus
Trachelospermum asiaticum
Elaeagnus pungens
Daphne kiusiana
Hedera rhombea
Ficus nipponica
Stauntonia hexaphylla
Lemmaphyllum microphyllum
Ophiopogon japonicus
Cymbidium goeringii
Ardisia japonica
Liriope spicata
Rohdea japonica
Marsdenia tomentosa
Dryopteris pacifica
　　Companions
Rhus succedanea
Zanthoxylum piperitum
Euonymus alatus f. striatus
　　　　　　　　　　　V. rotundatus
Diospyros kaki ｖ. sylvestris
Cephalotaxus harringtonia
Acer palmatum
Corn us brachypoda
Prunus jamasakura
Acer mono
Broussonetia kazinoki
Picrasma quassioides
Lindera glauca
Gardneria nutans
Sinomenium acutum
Akebia trifoliata
Dioscorea tenuipes
Kerria japonica
Helwingia japonica ｖ. parvifolia
Stephanandra incisa
Deutzia scabra
Rosa onoei
Orixa japonica
Lespedeza buergeri
Torreya nucifera
Callicarpa mollis
Ligustrum obtusifolium
Milletia japonica
Paederia scandens ｖ. mairei
Clematis terniflora
Smilax china
Asparagus cochinchinensis
Rubus buergeri
Oplismenus undulatifolius V. japonicus
Carex lenta
Brachypodium sylvaticura
Polystichum tussimense
Cyrtomium fortunei ｖ. clivicolum
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Ｓ
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Ｓ
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Ｈ
Ｈ
Ｈ
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Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
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Ｓ
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1.2
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????????
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?????????????????
＋
???????
????
＋
?
??
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＋
＋.2
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??
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＋,2
＋
＋.2
　1.2
＋
＋
???????
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＋
???
＋
＋
?????
?
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???????
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Rubus hakonensis
Akebia quinata
Dioscorea tokoro
Chamaele decumbens
Cyrtomium伍leaturn
Viola ovatooblonga
Merculiaris leiocarpa
Dryopteris lacera
Ｋｅ】skea japonica
Viburnum dilatatum
Galium pogonanthum
Pertya scandens
Pteris multifida
Chrysanthemum indicum
Lonicera japomca
???????????????
??
??
? ??‥?
(山中)
??????????
?????‥
???????
?????
?????‥????
＋.2
＋.2
＋
No. 1　Pinus thunbergii T1 2.1, Pinus densiflora T1 1.1, Fraxinus longicuspis ｖ. pilosella T1 3.3,
　　　　Zelkova serrata Ｔ２ +, Premna japonica Ｔ２ Ｓ +, Euptelea polyandra Ts Ｈ +, Berchemia
　　　　racemosa Ｔ２ Ｈ +, Lepisorus thunbergianus T2 ＋.2，Ｔy１０ｐｈｏrａ aristolochioides SH＋，
　　　　Epimedium grandiflorum Ｈ 1.2, Carex makinoensis Ｈ + .2, Arachniodes simp】icior Ｈ ＋，
　　　　Boenninghausenia japonica Ｈ + , Salvia japonica Ｈ +, Aster ageratoides ssp. leiophyllus
　　　　Ｈ＋
No. 2　Carpinus turczaninovii T2 + , Rhus javanica Ｔ２ +, Cocculus trilobus T2 ＋，Ｅｕｏｎyｍｕs
　　　　sieboldianus S +, Smilax sieboldii SH +, Ampelopsis brevipedunculata SH +, Lilium
　　　　speciosum Ｈ 1.2, Cyclosorus acuminatus Ｈ +, Rubia akane Ｈ +, Pinellia tripartita Ｈ ＋，
　　　　Hosta longipes Ｈ +, Clematis williamsii H ＋，Ｒｏsａ multiflora Ｈ +, Fagara mantchurica
　　　　Ｈ＋
No. 3　Albizia julibrissin T2 H 2. 1, Buxus microphylla T2 SH ＋.2，Ｅｕｏｎyｍｕs fortune! v. radicans
　　　　SH +, Aquilegia adoxoides Ｈ ＋，Ａｄｏｎｉs amurensis Ｈ ＋
No. 4　Arundinaria pygmaea v･ glabra T2 S 2.3, Chamaecyparis obtusa Ｔ２ +, Querとus serrata Ｔ２
　　　　+ , Celtis sinensis V. japonica Ｔ２ + , Zanthoxylun!･planispinum Ｔ２ + , Stachyurus praecox
　　　　Tj S +, Pueraria lobata Ｔ２ +, Wisteria floribunda Ｔ２ +, Wisteria brachybotrys Ｔ２ Ｈ ＋，
　　　　Parthenocissus tricuspidata Ｔ２ + , Callicarpa japonica Ｓ +, Lygodium japonicum S ＋，
　　　　Onychium japonicum Ｈ 1.2, Aster ageratoides ssp. ampleχifolius Ｈ +, Clematis apiifolia
　　　　H＋
Locality　No. 1-2, Nakagiri, Tosayama;　No. 3, Anakawa, Kagami V.;　No. 4, Yoshino, Kochi.
Table 16･　Quercus glauca community (Nandino-Cyclobalanopsietum glaucae)
Quadrat number
Altitude (m)
Ｅχposure
Slope (deg･)
Area (m)
Height (m)/cover (%) Ta
　　　　　　　　　　　　Ｓ
　　　　　　　　　　　　Ｈ
　　　　　　　　　　　　Ｍ
Number of species
　　Characteristic species of
　　　' association
Trachycarpus fortune!
Nandina domestica
　Differential species
Zabelia integrifolia
Spiraea nervosa
5-10
5×5
　5/
37
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ｈ
??
????????? ?????????
25
＋
??
??
????
??????
??? ?
＋
2.2
　4
　390
S15W
　40
5×5
　8/90
　2/50
0.5/50
　　/20
　55
+
1.2
1.2
57
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　　Characteristic and differential
　　　species of alliance, order, and class
Quercus glauca
Neolitsea sericea
Camellia japonica
Quercus salicina
Cinnamomum japonicum
Trachelospermum asiaticum
Ficus erecta
Elaeagnus pungens
Vaccinium bracteatum
Ligustrum japonicum
Ficus nipponica
Lemmaphyllum microphyllum
Ardisia japonica
Cymbidium goeringii
Ophiopogon japonicus
Arachniodes pseudoaristata
Hedera rhombea
　　Companions
Acer palmatum
Picrasma quassioides
Diospyros kaki ｖ. sylvestris
Lindera glauca
Albizia julibrissin
Stachyurus praecox
Torreya nucifera　　　　.
Wisteria floribunda
Sinomenium acutum
Deutzia scabra
Cephalotaχus harringtonia
Helwingia japonica ｖ. parvifolia
　　　　　　　　　　　　V. japonica
Pourthiaea villosa ｖ. laevis
Lespedeza buergeri
Euonymus alatus f. alattis
　　　　　　　　　　　f. striatus
Kerria japonica
Boehmeria spicata
11eχ crenata
Euonymus oxyphyllus
Ligustrum obtusifolium
Akebia trifoliata
Euonymus fortunei v. radicans
Smilax china
Smilax sieboldii
Paederia scandens ｖ. mairei
Aster ageratoides ssp. amplexifolius
Parthenocissus tricuspidata
Oplisemenus undulatifolus V. japonicus
Pteris cretica
Dryopteris lacera
Camptosorus sibiricus
Carex lenta
Polys ti chum tussimense
Rubus buergeri
Tylophora aristolochioides
Lonicera japonica
Ts
????ー〜???????
??????????????????
?????
S H
???????
S H
S H
??????
S H
????????????????
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
??
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
?????????????
５
???????
??????
??????????????????
????????????????
??
―?
????
?????????????。
＋
??????
＋
????????????????‥???‥
??
―
???
＋
????????????????‥??????????‥
＋.2
＋
??
?
???
??
?
＋
????
＋
1.2
2.2
?????
?????
??‥?????????????????‥?
????
No. 1　Berchemia racemosa Tj +, Broussonetia kazinoki S +, Pseudosasa japonica Ｓ +, Pertya
四国地方の石灰岩地植生 (山中)
　　　　scandens H +, Ca】an the discolor Ｈ + , Dioscorea quinque】ｏｂａＨ＋
No. 2　Vitis ficifolia ｖ. lobata S +, Carex breviculmis Ｈ +, Dioscorea tokoro Ｈ ＋
No. 3　Berchemiella berchemiaefolia Ｔ２ 2.1, Chamaecyparis obtusa T2 1.1, Evodiopanax innovans
　　　　T2 1.1, Quercus serrata Ｔ２ Ｈ １』, Hydrangea paniculata S +, Sorbus japonica Ｓ ＋，11cｘ
　　　　pedunculosa S +, Vaccimium smallii ｖ. glabrum S + , Rosa onoei SH +, Viburnum dila-
　　　　tatum‘SH +, Lepisorus thunbergianus S +, Bulbophyllum drymoglossum S + , Carex
　　　　makinoensis H 2.2, Carex conica Ｈ 2.2, Miscanthus sinensis Ｈ + .2, Solidago virgaurea ssp.
　　　　asiatica Ｈ ＋，Ｒｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎ kaempferi H +, Milletia japonica Ｈ ＋
No. 4　Zelkova serrata T2 S 1.2, Cornus brachypoda Ｔ２ 1.1, Acer mono T8 H +, Wisteria barchy-
　　　　botrys T2‘+ , Oriχａ japonica SH 2.2, Callicarpa japonica Ｓ ＋j Lycoris sanguinea Ｈ 2.2,
　　　　Cyrtomium fortunei ｖ. clivicolum Ｈ 1.2, Pyrrosia linearifolia H 1.2, Brachypodium sylva-
　　　　ticum H +.2, Asplenium sarelii H +, Boehmeria nipononivea H+, Cardamine impatiens
　　　　H +, Rosa multiflora Ｈ +, Ampelopsis brevipedunculata Ｈ ＋
Locality　No. 1-2. Ooyashiki, Kahoku; Ｎ０. 3， Jizdji, Tosa Ｔ･; Ｎ０. 4， Higashi-ishiwara, Tosa Ｔ.
Table l7･　Quercus glauca community (Nandino-Cyclobalanopsietum glaucae)
Quadrat number
Altitude (m)
Ｅχposure
Slope (deg･)
Area (m)
Height (m)/cover (%) Ｔ
????
　Number of species
　Characteristic species of association
Xylosma conges turn
Eriobotrya japonica
Nandina domes tica
Trachycarpus fortunei
　Differential species
Quercus salicina
Quercus phillyraeoides
　Characteristic and differential
　　　species of alliance, order, and class
Quercus glauca
Actinodaphne lancifolia
Camellia japonica
Ficus erecta
Distylium racemosum
Ilex intergra
Pittosporum tobira
Dendropanax trifidus
Trachelospermum asiaticum
Ficus nipponica
Lemmaphyllum microphyllum
Cinnamomum japonicum
Elaeagnus pungens
Ligustrum japonicum
Neolitsea sericea
Machilus thunbergii
Machilus japonica l
　　I
　110
　S60E
　40
10×10
　15/90
　8/50
　2/20
0.5/80
　　/＜5
　52
?ー??
??
???????????
T, Ｔ２ Ｓ
Ta S H
Ｔ
Te
Ｔ2
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ｈ
??????????????
Ts
Ts
Ｔ2
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
?????
3.3
??
???
??
?
＋.2
＋.2
＋
＋
＋
＋
＋
　　2
　120
S60E
　50
10×10
　10/10
　8/80
　2/40
0.5/80
　　/20
　54
????
1.1
??
??????
??????
?
???
??
????
　　3
　400
N15W
　40
10×10
15/20
　8/90
　3/50
0.3/30
　45
2.2
　　4
　330
S80E
　40
10x10
　15/50
　10/90
　2/30
0.3/50
　　/30
　　69
＋
????
?
　　5
　610
S30E
　45
，
　5×8
　－
　8/70
　2/30
0.3/10
　　/20
　57
???
3.3
?????????????????????
???
??
??????????」????? ???????
1.1
＋.2
＋
＋.2
＋
＋
＋
＋
???
???
?????????
????‥??????
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Eurya japonica
Gardenia jasminoides f. grandiflora
Neolitsea aciculata
Hedera rhombea
Kadsura japonica
Anodehdron affine
Ophiopogon japonicus
Ardisia japonica
Cymbidium goeringii
Arachniodes arista ta
Ardisia pusilla
Liriope platyphylla
Liriope spicata
Damnacanthus indicus ｖ. microphyllus
　　Companions
Picrasma quassioides
Zelkova serrata
Ostrya japonica
Torreya nucifera
Acer palmatum
Euonymus alatus f. alatus
　　　　　　　　V. rotundatus
Fraxinus sieboldiana
Parthenocissus tricuspidata
Milletia japonica
Lepisorus thunbergianus
Cephalotaxus harringtonia
Deutzia scabra
Lespedeza buergeri
Lindera obtusiloba
Abelia spathulata
Orixa japonica
Zanthoxylum planispinum
Zanthoxylum piperitum
Callicarpa mollis
Kerria japonica
Rosa onoei
Sapium japopnicum
Styrax japonica
Callicarpa japonica
Viburnum erosura
Paederia scandens ｖ. mairei
Akebia trifoliata
Ampelopsis brevipedunculata
Galium pogonanthum
Oplismenus undulatifolius V. japonicus
Syneilesis palmata
Dryopteris lacera
Pyrrosia linearifolia
Polystichum tussimense ｖ. tussimense
　　　　　　　　　　　　　　　ｖ●　mayebarae
Tylophora aristolochioides
Carex conica
Cyrtomium falcatum
Pteris cretica
Chloranthus japonicus
Asplenium ritoense
Careχlenta
Pinellia tripartita
Rubus hirsutus
????????????????????
????????
T2
Ｔ2
Ｔ2
Ｔ2
Ｔ2
Ｔ2
Ｔ2
???????????
Ｓ
s
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
?????
Ｓ
Ｓ
Ｓ
??
????????????? ．?
?
?? ?
??
＋
?
?
? ????
2.2
3.3
＋.2
1.1
1.2
?????????〜??????‥???????
Ｈ　　＋
Ｈ
?????????????．???????????????????????
＋
????
＋.2
????
???
??
???????????
＋
????
?? ???
2.2
?????
＋
＋.2
＋.2
＋
?????????
＋
??
1.2
＋.2
＋
＋.2
???
＋.2
＋.2
1.2
2.2
＋
2.3
?? ?
???
???
?? ?ー??????
?? ?
???
?
??
????????
?? ?
＋.2
＋.2
2.3
?? ??
?? ?
???
???
1.2
?????‥???????????
??????
??????????????
?
?
? ????
＋
四国地方の石灰岩地植生
Rubus buergeri
Cyrtomium fortunei ｖ. clivicolum
Lonicera japonica
???
(山中)
＋.2
＋.2
??? ???
No. 1　Celtis sinensis V. japonica T, +) Neocheiropteris ensata Ｈ 2.3, Aster, ageratoides ssp. leio-
　　　　phyllus H +. 2, Desmodium laxum Ｈ + , Lysimachia acroadenia Ｈ +, Scutellaria indica ｖ.
　　　　parvifolia H +, Phyllanthus flexuosus Ｈ ＋
No. 2　Platycarya strobilacea To 2.1, Osmanthus ilicifolius T2 +, Neofinetia falcata Tj S ＋，
　　　　Selaginella involvens H 1.2, Onychium japonicum H 1.2, Adiantum monochlamys Ｈ ＋，2･
　　　　Iris japonica Ｈ 十.2, Pteris multifida H 十, Pyrrosia lingua Ｈ 十, Clematis williamsii H 十，
　　　　Euonymus japonicus Ｈ ＋
No. 3　Carpinus turczaninovii T, SH 1.2, Davallia mariesii T. + .2, Aberia serrata S + .2, Simlaχ
　　　　sieboldii S + , Wisteria brachybotrys SH +, Carex sachalinensis v. aureobrunnea Ｈ 1.2,
　　　　Rhododendron kaempferi H 1.2, Euchrestajaponica Ｈ +, Cyrtomium fortunei H +, Pyro-
　　　　la japonica Ｈ +, Ainsliaea apiculata Ｈ ＋
No. 4　Celtis jessoensis T2 + , Wisteria floribunda T, SH + , Stephanandra incisa S 1.2, Cryptome-
　　　　ria japonica Ｓ + , Helwingia japonica ｖ. parvifolia S +, Chrysanthemum indicum Ｈ 1.2,
　　　　Boehmeria nipononivea Ｈ +, Boehmeria spicata Ｈ + , Aster ageratoides ssp. amplexifolius
　　　　H +, Aster ageratoides ssｐ･ yoshinaganus Ｈ +, Carex makinoensis Ｈ +, Deutzia gracilis
　　　　Ｈ＋，ｖibｕｍｕm dilatatum Ｈ +, Euonyums fortunel v. radicans Ｈ ＋
No. 5　Berchemiel】ａ berchmiaefolia T2 2.2, Euonymus oxyphyllus T2 1.1, Acer mono Tj +, Cor-
　　　　nus brachypoda Tj +, Prunus jamasakura T2 S ＋，Ｒｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｍ macrosepalum S＋.2，
　　　　Berberis thunbergii S +, Lindera glauca Ｓ +, Daphne pseudomezereum S +, Smilx china
　　　　SH +, Carex autumnalis H 1.2, Asplenium saielii H +, Camptosorus sibiricus Ｈ +, Ari-
　　　　saema tosaense Ｈ + , Goodyera schlechtendaliana Ｈ ＋
Loca!ity　No. 1-2, Tsurara-kannon, ＼へ/司iki:　No. 3, Oonishi, Ikegawa;　No. 4, Fudono, Kisawa,
　　　　No. 5, Obata, Kisawa.
Table 18. Quercus salicina-Torreya nucifera community (Torreyo-Cyclobalanopsietum salicinae)
Quadrat number
Altitude (m)
Ｅχposure
Slope (deg･)
Area (m)
Height (m)/cover (%) Ｔ
?
???
　Number of species
　Characteristic and difTeren-
　　　tial species of association。
　　　alliance, order, and class
Quercus salicina
Quercus glauca
Actinodaphne lancifolia
Ilex Integra
Trachelospermum asiaticum
Hedera rhombea
Ligustrum japonicum
Neolitsea sericea
Camellia japonica
Ficus erecta
Machilus japonica
Podocarpus macrophyllus
Eriobotrya japonica
Eurya japonica
61
　　1　　　2　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7　　　｡8
　400　　360　　590　　580　　370　　390　　380　　500
N25＼へ/･　S50E　S40W　　Xへ/　　S15E　N30W NlOW　S45W
　20　　30　　35　　40　　40　　60　　30－60　30
10×10 10×10　5x10 10×10 10×15 10×10　5x10 10×10
15/60　18/50　18/60　15/90　20/80　10/40　12/60　－
　8/80　8/40　9/70　8/60　8ﾉﾌ0　5/30　8/40　8/90
　2/20　2/100　3/30　3/40　2/50　2/50　3/50　5/60
0.5/30 0.3/10 0.5/30
/20
56　　32
T,
T,
T,
Ｔ1
T2
Ｔ2
Ｔ2
Ｔ2
??????????????????????
　/10
53
???
?? ?
?? ?
???
???
???
?
??????
????
????
????????
????????????? ?﹈?
＋
　　　　　＋
＋　　＋.2
????
????
?
＋
??
??????
?
＋
0.5/60　0.5/30
　/20
　49　　４2
????????????
＋
???
?? ?????
?? ?
???
???
0.5/70 0.5/60 0.5/30
　/50　　/40
　46　　45　　42
?????????? ???
???????
?? ??
?????
?
??
????
??????
?? ?
????
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Distyliura racemosum
Castanopsis cuspidata
　　　　　　　　V. sieboldii
Cleyera japonica
Elaeagnns glabra
Ficus nipponica
Kadsura japonica
Lemmaphyllum
　　　　　　　　microphyllum
Elaeagnus pungens
Cinnamomum japonicum
Trachycarpus fortunei
Daphne kiusiana
Aucuba japonica
Nandiana domes tica
Maesa japonica
Pittosporum tobira
Neolitsea aciculata
Stauntonia hexaphylla
Ophiopogon jaopnicus
Ardisia japonica
Cymbidium goeringii
Rohdea japonica
Arachniodes arista ta
Arachniodes pseudoaristata
Liriope platyphylla
Liriope spicata
Alpinia japonica
Ficus stipulata
Cymbidium lancifolium
　　Companions
Torreya nucifera
Acer palmatum
Wisteria brachybotrys
Akebia trifoliata
Cephalotaxus harringtonia
Pourthiaea villosa
　　　　　　　　　V. laevis
Zelkova serrata
Callicarpa japonica
Euonymua alatus f. alatus
　　　　　　　　　　　f. striatus
　　　　　　　V. rotundatus
Picrasma quassioides
Sapium japonicum
Sorbus japonica
Euonymus fortune!
　　　　　　　　　V. radicans
Sinomenium acutum
Gardneria nutans
Lepisorus thunbergianus
Bulbophyllum drymoglossum
Deutzia scabra
Helwingia japonica
　　　　　　　　　ｖ･ parvifolia
　　　　　　　　　ｖ･japonica
Viburnum erosum
Boehmeria spicata
Lespedeza buergeri
Lonicera gracilipes
Ｔ２ Ｓ
???????????????
?
?
?
?
?
????
Ｔ寫
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
????
??????
?
??
???????????
T2
???????????????????
Ｓ
???????????
＋
＋
???
??
?
???
??
―
?????
＋.2
＋
＋.2
??????????
S H　2.2
S H
???????
?????????
?
?
??
?
????
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
??
??
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
??
3.1
＋
?
?? ?
??
＋
?﹈????
＋
???
?????
?? ???
????
＋
??
????ー??????
＋.2
＋
1.2
1.1
＋
1.2　　＋,2
?????‥??
????
＋.2
????
? ?
? ?
????
??
??
＋.2
＋
＋
＋
??‥??．
???
????
?
?? ??
＋.2
???
???
???
????
?
?? ??
?? ??????
??????
＋　　＋.2
??? ???? ‥?
＋.2　　＋.2　　1.2
　･●　’.　●　一　十
　●　　＋●2　　●
＋
????
1.2
＋
2｡2
1.2
1.2
＋
????
＋.2
＋
?
?? ?????
???
????ー
????
＋
???
????
???
＋
3.3
2.2
＋
2.2
＋
四国地方の石灰岩地植生
　　　　　　　　ｖ･ glandulosa
Deutzia maximowicziana
Abelia serrata
　　　　　　　　V. buchwaldii
Acer mono
Rosa onoei
Fraxinus sieboldiana
Paederia scandens
　　　　　　　　V. mairei
Parthenocissus tricuspidata
Smilax sieboldii
Cyrtomium fortune!
　　　　　　　　V. clivicolum
Dryoptcris lacera
Carex conica
Pteris cretica
Galium pogonanthum
Rubus buergeri
Aster ageratoides　｀
　　　　　　　　ssp･ leiophyllus
Lycoris sanguinea
Neocheiropteris ensata
Camptosorus sibiricus
Tylophora aristolochioides
Carex makinoensis
Cyrtomium falcatum
Polystichum tussimense
　　　　　　　　ｖ. mayebarae
　　　　　　　　V. tussimense
Loxogramme saziran
Calamagrostis arundinacea
Panax japonicus
Arisaema sikokianum
Akebia quinata
Polygonum cuspidatum
Thalictrum minus
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
＋
??????
Ｓ Ｈ
???
?????????????????????????????????
??????? ????????????????
????
＋
＋　　＋.2
?? ??
＋.2
1.2
?????
＋
＋
??
?
???―?????????
＋
＋
2’
2
1.2
＋.2
＋　　＋.2
＋
(山中)
＋
＋
＋.2
??
?? ?
???
＋ 1.2
＋.2　　＋
????????????
?」
???
＋
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＋.2
＋
?
???????
?
??????
?
???
???
??????
＋.2　　＋
2.2　　＋.2
＋.2　　＋.2
　・　　＋.2
　●　　＋
＋　　　●
＋
＋.2
＋.2
＋
????
No. 1　Abies firma T, + , Carpinus cordata T, +, Rhamnus yoshinoi T, +, Schizophragma hydrange-
　　　　oides Tj H +, Wisteria floribunda Ｔ２ Ｈ +, Alangium platanifolium ｖ. trilobum SH 1.2, Rosajasmi-
　　　　noides SH +, Boehmeria paraspicata Ｈ +, 2, Chloranthus serratus Ｈ + , Nanocnide japonica Ｈ ＋，
　　　　Thalictrum actaefolium Ｈ +, Desmodium fallaχ Ｈ +, Chamaele dec'umbens Ｈ + , Pinellia tripar-
　　　　tita Ｈ ＋，Iris japonica Ｈ +, Clematis williatnsii H ＋
No. 2　Euptelea polyandra T2 2.1, Solanum maximowiczii H ＋
No. 3　Carpinus tschonoskii T1 2.2, Cornus brachypoda Ｔ１ + , Berberis thunbergii S +, Oplismenvis un-
　　　　dulatifolius V. japonicus Ｈ +, Carpinus laχiflora Ｈ +, Quercus serrata Ｈ +, Celtis sinensis V. japo-
　　　　nica Ｈ ＋
No. 4　Acer palmatum ｖ. amoenum T1 2.2, Euonymus ｏχyphyllus T1 1.2, Tsuga sieboldii T, + , Cornus
　　　　kousa S +, Sambucus sieboldiana S +, Platycrater arguta SH +.2, Chrysanthemum indicum Ｈ ＋.2，
　　　　Arisaema japonicum Ｈ ＋
No. 5　Eucresta japonica Ｈ 1.2, Zanthoxylum planispinum H +
No. 6　Carpinus turczaninovii T2 + .2, Philadelphus satsumi S +, Ilesx pedunculosa S +, Spiraea nervosa
　　　　SH +, Zabelia intergrifolia SH +, Plolystichum craspedosorum Ｈ +, Struthtopteris niponica Ｈ ＋
Ｎｏ.フ　Rhododendron decandrum S 1.2, Rhynchosia acuminatifolia SH 1.2, Callicarpa moUis S +, Carex
　　　　humilis ｖ. nana Ｈ １.２
No. 8　Aphananthe aspera Tj +, Deutzia gracilis S 2.2, Kerria japonica SH + .2, Ligustrum obtusifolium
　　　　SH +, Coniogramme japonica Ｈ +, Arabis flagellosa Ｈ +, Rubus hakonensis Ｈ +, Adenophora
H +, Carex lenta Ｈ +, Cephalanther‘ａ erecta Ｈ ＋
Locality　No. 1, Tairyuji-yama, Wajiki; No. 2, Takinoshita, Kagami Ｔ.;　No. 3-4, Nishi-ishiwara, Tosa
　　　　Ｔ.;　No. 5, Oonishi, Ikegawa; Ｎ０. 6－7 Mimido, Mikawa: Ｎ０. 8, Tagawa, Mima.　　　　　，
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Table 19. Euptelea polyandra-.Orixa､japonica community
Quadrat number
Altitude (m)
Exposure
Slope (degr･)
Area (m)
Height (m)/cover (%) T,
　　　　　　　　　　　Ｔ２
　　　　　　　　　　　Ｓ
　　　　　　　　　　　Ｈ
　　　　　　　　　　　Ｍ
Number of species
　　Differential species of community
Euptelea polyandra
Alangium plalanifolium ｖ. trilobum
Orixa japonica
Merculiaris leiocarpa
Cyrtomium fortunei
Lycoris sanguinea
Nanocnide japonica
Cyrtomium caryotideum
Sedum tosaense
　Characteristic and diflerential
　　　species of Camellietea japonicae
Ficus erecta
Cinnamomum japonicum
Quercus glauca
Aucuba japonica
Neolitsea sericea
Elaeagnus pungens
Nandina domes tica
Camellia japonica
Trachelospermum asiaticum
Marsdenia tomentosa
Lemmaphyllum microphyllum
Hedera rhombea
Ophiopogon japonicus
Liriope spicata
Ardisia japonica
Actinodaphne lancifolia
Eriobotrya japonica
　　Companions
Albizia julibrissin
Cornus brachypoda
Cephalotaxus harringtonia
Picrasma quassioides
Helwingia japonica ｖ. parvifolia
　　　　　　　　　　　　　V. japonica
Rosa onoei
Lespedeza buergeri
Acer palmatum
Broussonetia kazinoki
Stachyurus praecox
Viburnum dilatatum
Zabelia integrifolia
Torreya nucifera
Philadelphus satsumi
　　1
　450
　N20E
　　5
15×15
　10/15
　8/90
　2/50
0.5/80
　　94
Ｔ T, S
T, S
Ts
Ｔ2
Ｔ2
???
???????
T,
Ｔ2
Ｈ
Ｈ
???????
SH
SH
SH
SH
SH
SH
SH
SH
SH
SH
???????
???
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
??????????
???
?
?
?
?
??????
5.5
1.2
???
?????????
　2
　190
S80W
　20
　5×5
55
??
―
?
?―?
＋
?????
＋
＋.2・　　＋
????
?????
?? ??
???
???
??????
??
??
??
???????
、?―??
　3
370
.S70E
　20
5×5
　－
5/100
　－
31
??
―?
＋
４
＋
???
?
―
??
??
　4
　270
N75W
　35
10×6
12/
　5/50
　■3/60
0.5/70
47
4.4
4.4
‥﹈????
???
????????
＋
? ??‐
????
2.1
　5
210
N70E
　20
　2×8
　－
　－
　3/90
0.3/30
　26
5.5
＋.2
2.2
2.2
? ???
＋
＋.2
＋.2
????
　6
530
S40E
　20
８×３
一
一
　3/90
0.5/40
　/30
　16
???
?
?
?
?
??
＋.2
　＋
＋.2
1.2
　　7
　570
　S60E
　　20
10x10
　12/10
　6/8
　2/60
0.5/40
　　/30
　　35
?
??
?
?
?
?
???
1.2
2.3
3.3
＋
＋
????
?
＋　　2.2
1.2
＋.2
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Sinomenium acutum
Pueraria lobata　　　　　"
Ampelopsis brevipedunculata
Boehmeria spicata
Polygonum cuspidatum
Kerria japonica
Ligustrum obtusifolium
Deutzia scabra
Platycrater arguta
Zanthoxylum planispinum
Akebia quinata ・
Euonymus fortunei ｖ. radicans
Lonicera japonica
Tylophora aristolochioides
Paederia scandens ｖ. mairei
Clematis terniflora
Dioscorea tokoro
Lepisorus thunbergianus
Cyrtomium fortunei ｖ. clivicolum
Aster ageratoides ssp. leiophyllus　'
Viola ovatooblonga
Chrysanthemum indicum
Rubus hakonensis
Brachypodium sylvaticum
Pteris multifida
Clematis williamsii
Akebia trifoliata
Oplismenus undu】atifolius V. japonicus
Dryopteris lacera
Cyrtomium falcatum
Pinellia tripartita
Clematis lasiandra･
Gynostemma pentaphyllum
???????????
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
??????‐． ?????
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
???????????????
＋.2
　＋
??
?
??
?????????????
?????????????????????
????
???
―????????
??
????
(山中)
＋
???????
＋.2
　＋
＋.2
　＋
????
??
????
??
＋
＋.2　　＋
　＋　　　＋
＋
????
???????―
＋.2　　1.2　　＋.2
　●　　　＋　　　●
＋　　＋.2
＋　　＋.2
＋
＋.2
No. 1　Deutzia crenata Ｔ２ SH +, Hydrangea macrophylla v. acuminata SH +
･2,
Lindera sericea
　　　　ｖ･ glabrata S + , Itea japonica Ｓ + , Hovenia tomentella S +, Ostrya japonica SH ＋，
　　　　Zelkova serrata SH +, Gonocormus minutus S +, Polystichum craspedosorum H 1.2, Viola
　　　　pumilio H 1.2, Petasites japonicus H 1.2, Stellaria sessiliflora Ｈ 十.2, Salvia ranzaniana
　　　　H +.2, Salvia japonica Ｈ + .2, Galium trifloriforme Ｈ +
･2,
Cyrtomium fortune! ｖ.
　　　　intermedium Ｈ + .2, Carex lenta Ｈ + .2, Japonobotrychium virginianum Ｈ + , Dryop-
　　　　teris polylepis Ｈ +, Thelypteris oligophlebia v. elegans Ｈ +, Asplenium rutamuraria
　　　　H +, Camptosorus sibiricus Ｈ +, Elatostema involucratum Ｈ + , Thalictrum actaefolium
　　　　H +, Aconitum grosseden tatum ｖ. sikokianum Ｈ ＋，Ａｃｏｎｉtｕｍ loczyanum Ｈ +, Car-
　　　　damine tanakae Ｈ +, Saxifraga cortusaefolia H +, Cardiandra alternifolia H ＋，Ａｍ-
　　　　phicarpaea edgeworthii V. japonica Ｈ +, Geranium tripartitum Ｈ +, Euphorbia siebol-
　　　　diana Ｈ + , Viola grypoceras Ｈ +, Panax japonicus H +, Conandron ramondioides H十，
　　　　Galium pogonanthum Ｈ 十Galium trachyspermum Ｈ 十, Eupatorium chinense ｖ.
　　　　simplicifolium Ｈ +, Youngiajaponica Ｈ + , Arisaema japonicum H +, Carpinusjaponica
　　　　H +, Lindera glauca H +, Phyllanthus flexuosus H +, Zanthoxylum piperitum Ｈ ＋，
　　　　Rhamnus yoshinoi Ｈ ･+, Edgeworthia papyrifera Ｈ ＋，Ｓｏｌａｎｕｍ ｍａχimowiczii H ＋，
　　　　Smilaχ sieboldii H ＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･‘
No. 2　Berchemia racemosa Tj 1, Euonymus alatus ｖ. rotundatus S 2， Stephanandra incisa S ＋，
　　　　Codonopsis lanceolata Ｈ +, Aster ageratoides ssp. ovatus Ｈ +, Cirsium nipponicum ｖ.
　　　　shikokianum Ｈ + , Carex sp. Ｈ +, Hosta tosana Ｈ +, Lilium speciosum Ｈ ＋，Ｄｉｏsとorea
　　　　gracillima Ｈ ＋
Ｎ０. ３　Rhus javanica Ｔ１ １， Boehmeria nipononivea SH + , Rosa multiflora SH +, Polystichum
　　　　tussimense Ｈ + , Hosta kikutii ｖ. caputavis Ｈ ＋
No. 4　Mallotus japonicus T2 ＋，Ｅｕｏｎyｍｕs sieboldianus T, S +, Stephania japonica Ｓ ･＋，
　　　　Dioscorea tenuipes S +, Rubus buergeri H ＋，Ｈｏsta longipes Ｈ +, Cocculus trilobus Ｈ ＋
No. 5　Securinega sｕfをuticosa SH 1.2, Parthenocissus tricuspidata SH 1.2, Pseudosasa japonica
　　　　S +.2, Saxifraga stolonifera Ｈ 1.2, Lycoris radiata Ｈ + .2, Pteris cretica Ｈ + , Pilea mon-
　　　　golica Ｈ +, Duchesnea indica Ｈ ＋
No. 6　Actinidia polygama S 1.2, Athyrium niponicum Ｈ ＋
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N０. 7　Celtis jessoensis T1 1.2, Wisteria brachybotrys T, 十, Saml沁cus sieboldiana ･Ta S 1.2,
　　　　Deutzia ｍａχimowicziana Ｔ２ Ｓ耳十, Schizophragma ｈyd皿ngeoid。SH 1.2, Sedum
　　　　viride H 十, Sedum makinoi Ｈ 十, Rubus hirsutus H十ｊ Poa acroleuca Ｈ十, Carex
　　　　sachalinensis･V. aureobrunnea Ｈ ＋　　　　／　　　　＼
Locality Ｎ０. 1, Goodo, Monobe; Ｎ０. 2, Tosayama; Ｎ０. 3. Ooyashiki, Kahoku; Ｎ０. 4, Anakawa,
　　　　Kagami ｖ･; No. 5， Sadanaga, Kagami ｖ･; Ｎ９. ‘6， Mt. Yokogリra, Ochi; No. 7, Nakamura,
　　　　Higashitsuno.　　　　　　　　　　　　　　　　’。
Table 21.　Abies homolepis community (Heracleo-Abietetum homolepitis)
Quadrat number
Altitude (m)
Exposure
Slope (deg･)
･Area (m)
Height (m)/cover (%) T,
　　　　　　　　　　　　　Ｔ２
　　　　　　　　　　　　　Ｓ
　　　　　　　　　　　　　Ｈ
　　　　　　　　　　　　　Ｍ
Number of species
　　Characteristic and differential
　　　species of association
Ligularia stenocephala
Geranium shikokianum
Valeriana伍uriei
Adenophora remotiflora
Heracleum moellendorffii ｖ. tsurugisanense
Astilbe shikokiana
Pedicularis resupinata
Aconitum loczyanum
Saussurea nipponica ssp. sikokiana
Festuca japonica
Thalictrum aquilegifolium
Cirsium gyojanum
Aster ageratoides ssｐ･ yoshinaganus
　Characteristic and differential
　　　species of alliance､and order
Leucosceptrum japonicum
Aconitum grossedentatum ｖ. sikokianum
Angelica pubescens
Cacalia adenostyloides
Veronicas trum sibiricum ｖ. australe
Cirsium tenue ｖ. ishizuchiense
Paris verticillata
Polygonum debile
Galium japoりlcum
Chrysosplenium macrostemon
Epilobium amurense
Milium effusum
Pternopetalum tanakae
Stellaria sessiliflora
Carpinus cordata　　　　　　　　　　T,
Acer mono
Philadelphus satsumi
Acanthopanax hypoleucus
Thalictrum actaefolium
Dryopteris polylepis
　　１　ト　2　ヽ　3　　　4　　　5　　　6　　　7
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Arabis serrata ｖ. sikokiana
　Characteristic and difTerential
　　　species of class*
Abies homolepis
Viburnum furcatum
Fraxinus lanuginosa ｖ. serrata
Lepisorus ussuriensis ｖ. distans
Sorbus commiχta
Cimicifuga simplex
Weigela decora
Circaea alpina
Paris tetraphylla
Paeonia japonica
Tilia japonica (むum ｖ. leiocarpa)
Carpi nus japonica ・
Fagus crenata
Acer･sieboldianum
Tritomodon cernuus (ｃｕｍ･E rubens)
Rhamnus japonica ｖ. microphylla　'
Cornus kousa
Carex sachalinensis ｖ. sikokiana
Cirnicifuga acerina ｖ. intermedia
Isodon Iongitubus
Sasa sｐ･
Euonymus oxyphyllus
　　Companions
Brachypodium sylvaticum
Sedum sikokianum
Lonicera strophiophora V. glabra
Carex blepharicarpa
Oxalis acetosella
Phegopteris polypodioides
Thalictrum minus V. hypoleucum
Abelia tetrasepala
Rhododendron decandrum
Stephanandra incisa
Ligustrum obtusifolium
Potentilla yokusaiana
Galium kinuta
Sal via japonica
Carex siderosticta
Filipendula multりuga
Chamaele decumbens
Ｔ１ Ｔ２
　　TzS
Ｈ
??
T, T, Ｓ
T, Tj S H
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　　T, S H
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３
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＋
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* Including Sasamorpho-Fagion crenatae and Saso-Fagetalia.
No. 1　Pinus pentaphylla ｖ. himekomatsu T1 1.1, Pseudostellaria heterantha Ｈ +, Carpesium
　　　　triste Ｈ + , Arisaema longipedunculatum Ｈ ＋
No. 2　Sedum subtile H 1.2, Corydalis lineariloba v. capillaris Ｈ + .2, Calamagrostis hakonensis
　　　　H +.2, Polygonum cuspidatura Ｈ ＋　　　　　　　　　・
No. 3　Spuriopimpinella nikoense H 1.2, Coe】oglossum viride H ＋
Ｎ０.4　Rhododendron lagopus S' +, Carex ciliatomarginata Ｈ ２， Clematis stans ｖ. austrojaponen-
　　　　sis H +, Swertia bimaculata Ｈ ＋　　　　　　　　　　　・
No. 5　Spiraea japonica Ｓ 4", Carex grallatoria H I， Polygonum suffultum H +, Veratrum
　　　　grandiflorum Ｈ ＋
No. 6　Berberis tschonokyana Ｓ 十, Veratrum nigrum ssp. maackii Ｈ + , Hydrangea paniculata
　　　　Ｈ＋
No. 7　Deutzia gracilis S ＋，Ｒｏsａ jasminoides S +, Denstaedtia wilfordii H + , Chloranthus
　　　　japonicus Ｈ +, Cynanchunn calcareum Ｈ +, Polygonatum falcatum Ｈ +, Berberis
　　　　thunbergii H ＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.●
Locality　No. 1-3, Mt. Tsumgi; No. 4-7, Mt. Ishidate.　　　　　　　‘
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Table 25. Carpinus turczaninovii community^ (Zabelio-Carpinetum veratretosum)
Quadrat number
Altitude (m)
Exposure
Slope (deg･)
Area (m)
Height (m)/cover (%) Ta
　　　　　　　　　　　　Ｓ
　　　　　　　　　　　　Ｈ
　　　　　　　　　　　　Ｍ
Number of species
　　　Characteristic and differentia】
　　　　species of association
　Carpinus turczaninovii
　Euonymus alatus ｖ. rotundatus
　Rhamnus yoshinoi
　Spiraea blumei
　Spiraea blumeiχ
　　　　　S. nervosa？
‘Zabelia integrifolia
　Angelica saxicola v. yoshinagae
　　Differential species of
　　　subassociation
Acer mono
Sorbus aini folia
Lindera obtusiloba
Buckleya lanceolata
Lonicera mochidzukiana
　　　　V. nomurana
Wikstroemia sikokiana
Chrysanthemum makinoi
Epimedium grandiflorum
Aster ageratoides
　　　　ssｐ･ yoshinaganus
Carex ciliatomarginata、
Veratrum nigrum ssp. maackii
Paeonia japonica
Galium kinuta
Adenophora remotiflora
Quercus phillyraeoides
Juniperus rigida
　Companions
Fraxinus sieboldiana
Torreya nucifera
Acer palmatum
Sapium japonicum
Picrasma quassioides
Cornus brachypoda
Tsuga sieboldii
Ampelopsis brevipedunculata
Davallia mariesii
Lespedeza buergeri
Berberis thunbergii
Kerria japonica　・
Rhododendron decandrum
Rhododendron kaempferi
　I
　770
N70E
　80
　5×5
　6/50
　2/40
0.3/40
　　/10
　49
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S25E
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Deutzia gracilis
Zanthoxylum piperitum
Abelia tetrasepala
Stephanandra incisa
Rosa onoei
Rosa jasminoides
Ligusturm ibota
Abies firma　　　　　　　　、
Viburnum erosum
Berchemiella berchemiaefolia
Fagara mantchurica
Euonymus oxyphyllus
Viburnum dilatatum ｡
Orixa japonica
Akebia trifo】iata
Paederia scandens ｖ. mairei
Trachelospermum asiaticum
Akebia quinata
Lemmaphyllum microphyllum
Hosta kikutii V. caputavis
Syneilesis palmata
Viola ovatooblonga
Galium pogonanthum
Cymbidium goeringii
Tylophora aristolochioides　・
Carex sachalinensis
　　　　V. aureobrunnea
Carex makinoensis
Adenophora triphylla V. japonica
Euonymus fortunei ｖ. radicans
Lilium】eichtlinii ｖ. tigrinum
Juniperus chinensis ｖ. sargentii　.
Sedum makinoi
Camptosorus sibiricus
Clematis williamsii
Chrysanthemum indicum
Orchis graminifolia
Oplismenus undu】atifolius
　　　　Ｖ･ japonicus
Polygonatum lasianthum
Brachyelytrum japonicum
Viola grypoceras
S H
S H
S H
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No. 1　Hovenia dulcis S +, Deutzia scabra SH +, Platycrater arguta SH +, Wisteria brachybotrys SH
　　　　+, Alectorurus yedoensis H 1.2, Selaginella tamariscina Ｈ + .2, Pertya scandens Ｈ + .2, Dryopteirs
　　　　lacera H +1 Artemisia keiskeana Ｈ +, Tricyrtis hirta Ｈ ＋
No. 2　Sorbus gracilis SH + .2, Miscanthus sinensis H 1.2, Lepisorus thunbergianus H +, Hugeria japonica
　　　　H +, Melampyrum ｌａχum Ｈ +, Liriope minor Ｈ +, Ilex pedunculosa Ｈ ＋　　　　　　　　　　，
No. 3　Daphne pseudomezereum SH ＋
No. 4　Zelkova serrata S + , Lonicera gracilipes V. glandulosa S +, Asplenium rutamuraria Ｈ + , Liparis
　　　　kumokiri H +, Cephalotaxus harringtonia v. nana H +
No. 5　Berchemia racemosa S +, Acer nikoense SH + , Helwingia japonica SH + , Chloranthus japonicus
　　　　H +, Clematis stans ｖ. austrc!japonensis Ｈ + , Melica nutans Ｈ ＋
N０. 6　Juniperus chinensis T2S 3.3, Chamaecyparis obtusa T2 2.2, Fraxinus lanuginosa ｖ. serrata Ｔ２ SH + .2,
　　　　Prunus maximowiczii T2S +, Clethra barbinervis T2(ep･) +, Pertya glabrescens SH 3.3, Helwingia
　　　　japonica ｖ. parvifolia S＋，Sedｕｍ sikokianum Ｈ 2.2, Carex duvaliana Ｈ 2.2, Saussurea amabilis H
　　　　1.2, Carex fernaldiana Ｈ 1.2, Mecodium polyanthos Ｈ ＋.２
No. 7　Ostrya japonica Ｔ２ +, Philadelphus satsumi S +, Cocculus trilobus S +, Salvia japonica Ｈ ＋，
　　　　Youngia denticulata ｖ. pinnatipartita Ｈ +, Liriope spicata Ｈ +, Smilax sieboldii Ｈ ＋
No. 8　Aristolochia onoei? S +, Polygbnatum falcatum Ｈ +, Zanthoxylum planispinum Ｈ ＋
Locality　No. 1―5, Sawatani, Kisawa; No. 6, Mt. Ishidate: Ｎ０. 7-8, Momoo, Monobe.
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Table 27. Kerria japonica community
第２
Quadrat number
Altitude (m)
Ｅχposure
Slope (deg･)
Area (m)
Number of species
Kerria japonica
Ficus erecta
Rosa onoei
Securinega suffurticosa
Euonymus alatus ｖ. rotundatus
Lespedeza buergeri
Picrasma quassioides
Rhus javanica
χylosma conges turn
Ligustrum obtusifoiium
Viburnum dilatatum
Cornus brachypoda
Ｈｅ１゛ingia japonica ｖ. parvifolia
Quercus glauca
Ｎｅｏ】itsea sericea
Spiraea nervosa
Acer palmatum
Eriobotrya japonica
Lindera glauca
Pittosporum tobira
Paederia scandens ｖ. mairei
Asparagus cochinchienensis
Sinomenium acutum
Smilax siebo】dii
Akebia quinata
Euonymus fortunei v. radicans
Lonicera japonica
Akebia trifoliata
Pueraria lobata
Cocculus trilobus
Ampelopsis brevipedunculata
Smilax china
Berchemia racemosa
Schizophragma hydrangeoides
Actinidia arguta
Miscanthus sinensis
Brachypodium sylvaticum
Chrysanthemum iridicum
Carex lenta
Trachelospermum asiaticum
Liriope spicata
Thalictrum minus V. hypoleucum
Clematis williamsii
Salvia japonica ・
Youngia denticulata
Epimedium grandiflorum
Chamaele decumbens
Lemmaphyllum microphyllum
Hosta longipes
Keiskea japonica
Cirsium nipponicum ｖ. shikokianum
Angelica saxicola ｖ. yoshinagae
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
???????
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
?????????????????
　1
270
???????????
? ??????
２
???
???
２
Ｉ
??
??
『 ??‐‐?‐?。?????
l･
　　2
' 140
S20W
　30
　2･χ2
ヽ31
５
‘3
"ゝ
１
１
＋
?????
?????
?????
????
????
Ｉ
　.3
　200
S20W
　30
゛5×5
　・36・
?????????
??
Ｉ
????．．??????
＋
???
????
????
　　4
　200
S20W
　30
??? ???????????????????
?????
２
＋
???
?????
＋
??????
? ????
＋
２
??????
Ｉ
＋
??
??
２
???
??????????
２
?????????―??
＋
????
＋
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Asplenium coenobiale
Rubus hirsutus
Hedera rhombea
Oplismenus undulatifolius V. japonicus
Pteris multifida
Selaginella involvens
Sedum tosaense
Carex makinoensis
????????
＋
４
??
３
??????
(山中)
―?
＋
４
＋
No. 1　Pinus densiflora S I， Pourthiaea villosa ｖ. laevis S I， Rhus succedanea･S I， Disopyros kaki ｖ.
　　　　sylvestris S I， Indigofera pseudotin'ctoria SH 1， Celtis sinensis V. japonica Ｓ +, Deutzia crenata
　　　　S +, Prunus jamasakura S +, Eurya japonica Ｓ + , Gardenia jasminoides f. grandiflora SH ＋，
　　　　Ardisiajaponica Ｈ ２， Parthenocissus tricuspidata Ｈ ２， Rosa wichuraiana Ｈ Ｉ， Onychium japoni-
　　　　cum H + Pyrrosia lingua Ｈ +, Sanguisorba officinalis Ｈ +, Lespedeza pilosa Ｈ +, Lysimachia
　　　　clethroides Ｈ + , Isodon inflexus H +, Aster ageratoides ssp. amplexifo】ius H +, Lilium leicht-
　　　　linii ｖ. tigrinum Ｈ + , Dioscorea tokoro Ｈ +, Cymbidium goeringii H + , Platanthera minor
　　　　H +, Nandina domes tica Ｈ ＋
No. 2　Mallotus japonicus S 2， Rosa multiflora S I， Rubus crataegifolius SH ＋，Ｂｕｘｕs microphylla・
　　　　SH + , Merucurialis leiocarpa Ｈ ２， Lilium speciosum Ｈ ２， Ixeris stolonifera Ｈ １， Poly gal a japo-
　　　　　nica Ｈ + , Carpesium abrotanoides Ｈ ＋，Ｈｏstａ tosana Ｈ ＋
No. 3　Stachyurus praecox S 2， Carpinus turczaninovii SH 2， Platycrater arguta S ＋
No. 4　Zelkova serrata SH 1， Stephanandra incisa SH I， Clematis terniflora SH I， Caesalpinia japonica
　　　　　SH 1， Fagara mantchurica S +, Daphne kiusiana Ｓ ＋，Ａｎｏｄｅｎｄｒｏｎ affine Ｓ + , Cyrtomium
　　　　　亀lcatum H 2, Asplenium sare】ii IJ 1, Cyrtomium fortunei Ｈ + ,Rubia akane Ｈ ＋
No. 5　Celastrus orbiculatus S 2， Boehmeria spicata SH I， Zanthoxylum planispinum S + , Lepisorus
　　　　　thunbergianus H +, Pinellia tripartita Ｈ ＋
Ｎ０.6　Ficus nipponica SH Ｉ， Orixajaponica Ｓ +, Rhamnus yoshinoi S +, Ligustrum japonicum S ＋，
　　　　　Fraxinus sieboldiana S + , Zabelia intergrifolia S ＋，ＳｐｏｄｉｏＰｏｇｏｎ sibiricus H 2， Sedum makinoi
　　　　　Ｈ＋，０ｐｈｉｏｐｏｇｏｎ japonicus Ｈ ＋
Locality Ｎ０. 1, Sakakawa, Tosa-yamada; Ｎ０. 2, Hirose, Tosayama: Ｎ０. 3-5, Sadanaga, Kagami
ｖ.，
　　　　　No. 6, Kainokawa, Hayama.
Quadrat number
Altitude (m)
Ｅχposure
Slope (deg･)　犬
Area (m)
Height (m)/cover (%) Ti
　　　　　　　　　　　　　Ｔ２
　　　　　　　　　　　　　Ｓ
　　　　　　　　　　　　　Ｈ
　　　　　　　　　　　　　Ｍ
Number of species
Table 28. Zelkova seirata community
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　320
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S40E
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50－80
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5χ10
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20/70
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8/50
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2/40
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
●
3/50
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/20
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　68
　　Characteristic and differential
　　　species of Camellietea japonicae
Quercus salicina
Ficus erecta
Neolitsea sericea
Cs-iwCiiia. japonica
Cinnamomum japonicum
Quercus glauca
Eriobotrya japonica
Actinodaphne lancifolia
Trachelospermum asiaticum
Lemmaphyllum microphyllum
Elaeagnus pungens　　　　'
Podocarpus macrophyllus
Ficus nipponica
Ardisia japonica
???????????????????????????
?????
??????
?
?????
??????????
1.2
＋.2
　＋
?? ?
1.2
???????
?
???
???
???????
??????????????? ????
10×
　－
10
　8/80
　2/60
0.3/70
61
?? ???
???
???
　＋
＋.2
＋.2
＋.2
＋
＋
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Oohiopogon japonicus
Hedera rhombea
Liriope spicata
Cymbidium goeringii
Rohdea japonica
Pittosporum tobira
　Companions
Zelkova serrata
Acer palmatum
Aphananthe aspera
Picrasma qaussioides
Torreya nucifera
Cornus brachypoda
Celtis sinensis V. japonica
Ａ】bizia julibrissin
Zanthoxylum piperitum
へA'isteria brachybotrys
Deutzia scabra
Kerria japonica
Ligustrum obtusifolium
Deutzia gracilis
Cephalotaxus harringtonia
Paederia scandens ｖ. mairei
Akebia trifoliata
Akebia quinata
Lonicera japonica
Pyrrosia !inearifolia
Galium pogonanthum
Aster ageratoides ssp. ampleχifolius
Cyrtomium fortune! ｖ. clivicolum
Carex sachalinensis ｖ. aureobrunnea
Carex lenta
Polygonum cuspidatum
Sedum makinoi
Rubia akane
Youngia denticulata
Pinellia tripartita
Cocculus trilobus
Euonymus fortunei v. radicans
??????????????? ???。??????。
『???．???????
??????
〜 ．?。??
?
??．??????．??????????????
‐
???
＋.2
＋｡2
2.2
????
???
???
1.1
Ｌ1
９＋
｀＋
■2.3･
??????
???〜??
?? 。???????
???
1.2
＋.2
?? ?
??
??
?
?
??
―?
??????????
???
??????
＋
???
?? ?
???
? ??
?? ???
???
???
???
????
　＋
＋.2
　＋
＋.2
＋12
　＋
　＋
3.3
　＋
　＋
＋.2
　＋
　＋
　＋
　＋
＋.2
No. 1　Parthenocissus tricuspidata Ｔ２ Ｈ 1.2, Diospyros kaki ｖ. sylvestris T2 S +, Sinomenium acutum
　　　　T2 S +.2, Quercus serrata S + , Rhusjavanica Ｓ 十, Euonynius sieboldianus S +, Morus bomby-
　　　　cis SH 十, Deutzia crenata SH 十, Spiraea nervosa SH +.2, Rosa multiflora SH 十, Pueraria
　　　　lobata SH + , Smilax china SH +, Dioscorea tokoro SH +, Oplismenus undulatifolius V. japoni-
　　　　cus H 1.2, Angelica shikokiana H 1.2, Onychium japonicum H十.2. Pteris cretica Ｈ 十.2, Dryo-
　　　　pteris lacera Ｈ + .2, Calamagrostis arundinacea H +-2, Hypodematium glandulosopilosum Ｈ
　　　　+ , Dryopteris bissetiana Ｈ + , Asplenium incisum Ｈ +, Aspleniurn sarelii H + , Rubus hirsutus
　　　　Ｈ十, Viola japonica Ｈ 十, Viola grypoceras 14十, Corchoropsis tomentosa Ｈ 十, Carpesium
　　　　cernuum H十, Miscanthus sinensis Ｈ 十, Bromus paリciflorus H十, Lilium leichtlinii ｖ. tigrinum
　　　　Ｈ＋
No. 2　Rhus succedanea Ti 1.2, Ostrya japonica Ｔ２ 2.2,レＥｕｏ:nymus alatus ｖ. rotundatus T2 SH 1.2,
　　　　Osmanthus ili?olius T2 SH 1.2, Davallia mariesii T2十, Neofinetia falcata T2 S 十, Helwingia
　　　　japonica ｖ･ parvifolia SH 1.2, Platycrater arguta 斗十.2, Callicarpa mollis S 十, Sapium japoni-
　　　　cum SH +, Syneilesis palmata Ｈ 2.2, Carex conica H 2.2, Athyrium?ponicum Ｈ 十Chloran-
　　　　thus japonicus Ｈ +, Crassocephalum crepidioides H 十, Rhododeりdron kaempferi H 十
No. 3　Ulmus parvifolia T2 1.1, Prunus persica Ｔ２ + , Mallotus japoりicus T2 + , Acer palmatum ｖ.
　　　　amoenum T2 +, Ampelopsis brevipedunculata Ｔ２十丿Smilax sieboldii T2 十, Lindera glauca
　　　　SH 1.2, Philadelphus satsumi S 十Deutzia maximowicziana SH 十, Rosa onoei SH +, Clematis
　　　　williamsii SH+.2, Clematis terniflora S ＋，Ｒｕbｕs hakonensis｡H 1.2, Brachypodium sylvaticum
H 1.2, Adenophora H +.2, Selaginella heterostachys H +, Cyrtomium
　　　　falcatum Ｈ 十, Boehmeria nipononivea Ｈ 十，ｖiりIりjvatooblonga Ｈ 十, Lycoris sanguinea Ｈ 十
Locality　No. 1， Myotoiwa, Ikegawa; No. 2， Takeyabu, Ikegawa;
･No.
3， Tagawa, Mima.
四国地方の石灰岩地植生
Table 29. Quercus acutissima community
Quadrat number
Altitude (m)
Ｅχposure
Slope (deg.)
Area (m)
Height (m)/cover (%) Ti
　　　　　　　　　　　　、Ｔ２
　　　　　　　　　　　　　Ｓ
　　　　　　　　　　　　　Ｈ
　　　　　　　　　　　　　Ｍ
Number of species
　Differential species of community
Fraxinus longicuspis V. pilosella
Quercus acutissima
Quercus aliena
　　Characteristic and differential
　　　species of Came】lietea japonicae
Neolitsea sericea
Hedera rhombea
Trachycarpus fortunei
Actinodaphne lancifolia
Elaeagnus pungens
Nandina domes tica
Trachelospermum asiaticum
Ardisia japonica
Liriope spicata
Rohdea japonica
Cymbidium goeringii
　　　Companions
　Cornus brachypoda
　Albizia julibrissin
　Zelkova serrata
　Prunus jamasakura
　Ulmus parvifolia
　Morus bombycis
　Lindera glauca
　Acer palmatum
　Stachyurus praecox
　Diospyros kaki ｖ. sylvestris
　Parthenocissus tricuspidata
　Dioscorea quinqueloba
　Kerria japonica
　Zanthoxylum piperitum
　Celtis sinensis V. japonica
　Deutzia crenata
　Fagara mantchurica
　Zanthoxylum planispinum
・Picrasma
quassioides
　Euonymus alatus f. alatus
　Acer mono
　Edgeworthia papyri fera
　Helwingia japonica ｖ. parvifolia
　Ligustrum obtusifolium
　Dioscorea tokoro
　Clematis terniflora
　Akebia quinata
(山中)
?????
Ｓ　Ｈ
Ｓ　Ｈ
?????????????????
??????????????????? ???????
?????
?????????????????
??????
　　1
　480
S60W
　20
10x15
15/80
　9/40
　2/40
0.5/70
　　/5
　82
???
?? ?
?
?????????
??
????
＋
1』
1.1
1.1
1.1
??????????????????????????
．?
??????
2.3
3.3
1.2
?? ??
＋.2
1.2
＋
???
?? ??
?? ?????
??
?
?? ???????????
?? ??
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Akebia trifoliata
Cocculus trilobus
Ampelopsis brevipedunculata
Paederia scandens ｖ. mairei
Dioscorea tenuipes
Brachypodium sylvaticum
Oplismenus undulatifoUus V. japonicus
Rubus hakonensis
Chrysanthemum indicum
Cyclosorus acuminatus
Houttuynia cordata
Fatoua villosa
Agrimonia pilosa
Rubus hirsutus
Rosa multiflora
Viola japonica
Isodon japonicus
Rubia akane
Aster ageratoides ssp. leiophyllus
Miscanthus sinensis
Carex lenta
Lonicera japonica
Smilax sieboldii
第20巻 自然科学
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
第;2号
-
Ｈ
Ｈ･
Ｈ
Ｈ
???????????????????
??????
???
???
???
?? ??
??
???????????
?????????????????﹈????????
??
???
﹈?
??
Ｎ０．１
No. 2
Styrax japonica T2 +, Carpinus tschonoskii T2 +, Wisteria floribunda T2 S +, Sinome-
nium acutum Ｔ２ SH 十.2, Carpinus japonica Ｓ十, Pourthiaea villosa ｖ. zollingeri S年，
Caesalpinia japonica Ｓ ＋，Ｅｕｏｎyｍｕs alatus f. striatus S +, Cephalotaxus harringtonia
SH +, Lepisorus thunbergianus H十Chloranthus japonicus Ｈ 十Duchesnea indica
H +, Viola hondoensis Ｈ十, Viola ovatooblonga H 十, Campanula punctata Ｈ十，
Erigeron annuus Ｈ十, Allium tuberosum Ｈ十Lilium leichtlinii ｖ. tigrinum Ｈ十，
Tylophora aristolochioidcs Ｈ +, Viburnum plicatum ｖ. tomentosum Ｈ ＋
Pinus densiflora Ti 2.2, Ostrya japonica T2十，　Pueraria 1･obata T2 +, Broussonetia
kazinoki S + , Deutzia
Table 30.
Ｓ十, Rhus sylvestris S 十, Staphylea bumalda
S +, Alangium platanifolium ｖ. trilobum S +, Viburnum l dilatatum S +, Mallotus
japonicus SH -|- Smilax china S +, Boehmcria spicata SH + , Milletia japonica SH ＋，
Wisteria brachybotrys SH十, Selaginella heterostachys Ｈ 十.2j Youngia denticulata
Ｈ十.2, Boehnieria nipononivea Ｈ 十Clematis williamsii H 十Clematis lasiandra Ｈ 十，
Rosa wichuraiana Ｈ十, Rubus parvifolius H一十, Viola grypoceras Ｈ十, Lysimachia
tanakae Ｈ + , Swertia bimaculata Ｈ + , Buglossoides zollingeri H +, Patrinia villosa
H +, Cirsium nipponicum V. shikokianum Ｈ 十, Youngia japonica' Ｈ 十Celastrus
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
orbiculatus Ｈ＋　　　　　　　　　　　　，
Locality　No. 1-2, Shimagawa, Yusuhara.
Cryptomeria japonica and Chameacyparis obtusa forest
Quadrat number
Altitude (m)
Ｅχposure
Slope (deg･)
Area (m)
Height (m)/cover (%) Ti
　　　　　　　　　　　　　　Ｔ２
　　　　　　　　　　　　　　Ｓ
　　　　　　　　　　　　　　Ｈ
　　　　　　　　　　　　　　Ｍ
Number of species
　Trees planted
Chamaecyparis obtusa
Cryptomeria japonica
??????
???????????????????????????
??
????????
0.3/60
･62
5.5
0.5/80
　/10
　58
　2.3
　5.5
0.3/20
　/10
　46
　3.3
　3.4
　　4
　260
N70E
　30
10x15
20/80
　8/10
　2/90
0.3/70
　68
4.4
　Differential species
Quercus glauca
χylosma conges turn
Nandina domes tica
Eriobotrya japonica
四国地方の石灰岩地植生
?????????
??
??
Aucuba japonica
Piper kadzura
Ardisia pusilla
Merculialis leiocarpa
Neocheiropteris ensata
A】angium platanifolium･V. trilobum
　　Characteristic and differential
　　　species of Camellietea japonicae
Ficus erecta
Neolitsea sericea
Ligustrum japonicum
Actinodaphne lancifolia
Machilus thunbergii
Trachelospermum asiaticum
Hedera rhombea
Kadsura japonica
Lemmaphyllum microphyllum
Cinnamomum japonicum
Camellia japonica
Maesa japonica
λ/lachilus japonica
Ophiopogon japonicus
Ardisia japonica
Liriope spicata
Cymbidium goeringii
Alpinia japonica
Photinia glabra
Ardisia crenata
Rohdea japonica
Dryopteris erythrosora
Dryopteris pacifica
Elaeagnus pungens
　　Companions
Broussonetia kazinoki
Parthenocissus tricuspidata
Helwingia japonica ｖ. parvifolia
Ligustrum obtusifolium
Rhus trichocarpa
Polygonum cuspidatum
Deutzia scabra
Boehmeria spicata
Kerria japonica
Callicarpa mollis
Cephalotaxus harringtonia
Phyllanthus flexuosus
Clerodendron trichotomum
Smilax china
Paederia scandens ｖ. mairei
Gardneria nutans
Rubus buergeri
Carex lenta
　　S H
T2 S H
Ｓ
???
????????????????
?????????
??????????
????
T2
Ｔ2
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
???????????
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
???
(山中)
2｡2
1.1
＋
＋
????
＋.2
2.3
＋.2
?????．?????
??
―
??
＋
1.2
1.2
??
?????
?
??
?
??
／
???‐??
??‐
???
?????
?? ﹈?
＋
＋
???????????
??
＋
＋
+
2.2
????????
5.4
?????????
???
?
?? ?
＋
＋.2
???
???
??????????????????
?? ?
＋
5.5
??
???????
＋
2.2
1.2
1.2
??
??
1.2
＋.2
????????
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Oplismenus undulatifo】ius V. japonicus
Dioscorea tokoro
Syneilesis palmata
Cyrtomium falcatum
Cyrtomium fortunei ｖ. clivicolum
Cyclosorus acuminatus
Microlepia marginata
Polystichum tussimense ｖ. tussimense
　　　　　　　　　　　　　　ｖ● mayebarae
Viola ovatooblonga
Youngia japonica
Milletia japonica
Pteris cretica
Rubia akane
Aster ageratoides ssp. leiophyllus
Cirsium nipponicum ｖ. shikokianum
Dryopteris lacera
Arisaema sikokianum
?????????????????????????????????
??????
＋.2
?????
???
????
?? ?
?? ?
????
??????
No. 1　Pin us densiflora Ｔ２ SH +, Euonymus alatus f. stria tus S 十, Apios fortunei S + , Lindera
　　　　glauca SH十Prunus persica S耳十, Arundinaria pyg介laea V. glabra SH + , Lycoris
　　　　radiata Ｈ 2.3, Chrysanthemum indicum Ｈ 1.2, Brachypodium sylvaticum Ｈ 1.2, Akebia
　　　　trifoliata Ｈ + .2, Onychium japonicum Ｈ +, Aquilegia adoxoides Ｈ + , Agrimonia
　　　　pilosa Ｈ +, Viola japonica Ｈ + , Seseli libanotis ｖ. japonica H +, Cryptotaenia japonica
　　　　H +, Isodon japonicus Ｈ +, Salvia japonica Ｈ +, Scutellaria indica ｖ. parvifolia H ＋，
　　　　Galium pogonanthum Ｈ +, Carex ligulata Ｈ +, Lilium leichtlinii v. tigrinum Ｈ 十, Rhus
　　　　succedanea H +, Viburnum dilatatum Ｈ + , Akebia peritaphylla Ｈ 十Celastrus orbicula-
　　　　tus Ｈ ＋
No. 2　Melia azedarach T1 1.1, Schizophragma hydrangeoides Ｔ２ Ｈ +, Orixa japonica Ｓ ＋，
　　　　Euscaphis japonica Ｓ + , Stachyurus praecox S +, Callicarpa japonica Ｓ +, Dioscorea
　　　　japonica Ｓ + , Sinoraenium acutum S +, Boehmeria nipononivea SH +, Pteris nipponica
　　　　H 2.2, Asplenium ritoense Ｈ + .2, Pteris dispar Ｈ + , Boehmeria platanifolia H ＋，Ａｃｈy-
　　　　ranthes japonica Ｈ + , Desmodium caudatum Ｈ･ + , Viola grypoceras Ｈ + , Lysimachia si-
　　　　kokiana H +, Trichosanthes kirilowii V. japonica Ｈ +, Lophatherum gracile Ｈ ＋
No. 3　Aleurites cordata T2 1.1, Acer mono Ｔ２ Ｈ 1.2, Sapindus mukorossi T2 +, Acer palmatum
T2 +, Pourthiaea ｖi】losa ｖ. zoUingeri 7
incisa SH +, Picrasma quassioides SH ＋
　　　　　tenuipes Ｈ ＋
No. 4　Cornus brachypoda T］l.I, Mallotusjaponicus T2 + , Platycrater arguta SH 1.2, Hydrangea
　ｌ　　　scandens S +, Sambucus sieboldiana S +, Morus bombycis SH + , Edgeworthia papyri ft:ra
　　　　　SH +, Actinidia polygama SH + .2, Tylophora aristolochioides SH + , Pinellia tripartita
　　　　　Ｈ 2.2, Osmunda japonica Ｈ + .2, Clematis lasiandra Ｈ + .2, Rubus hakonensis Ｈ ＋.2，
　　　　　Coniogramme japonica Ｈ + , Arachniodes simplicior Ｈ +, Thelypteris oligophlebia ｖ.
　　　　　elegans Ｈ +, Athyrium sheareri H +, Cardiandra alternifolia H + , Rubus hirsutus Ｈ ＋，
　　　　　Dumasia truncata Ｈ + , Boenninghausenia japonica Ｈ + , Panax japonicus H + , Carex
　　　　　makinoensis H +, Cardiocrinura　cordatum H +, Deutzia gracilis H ＋，Xへ/isteria
　　　　　brachybotrys Ｈ ＋
Locality　Ｎ０. 1, Okunishigawa, Kagami T.; No. 2, Yoshino, Kochi; No. 3, Nakagiri, Tosayama;
　　　　　　No. 4, Oonishi, Ikegawa.
Table 31. Summarized synthesis table for a〕rest and scrub vegetation in the
　　　　　　　warm temperate zone
　　　　　1. Quercus　phillyraeoides　community, 2. Machilus　thunbergii
　　　　　community, 3. Distylium racemosum com㎡unity, 4. Quercus my-
　　　　　rsinaefolia community, 5. Quercus glauca community, 6. Quer-
　　　　　cus salicina-Torreya nucifera community, 7. Machilus japonica
　　　　　coramunity, 8. Euptelca polyandra-Orixa japonica community･
Number of quadrats
Number of species
??
―
??
???????????????
3ａ　3b　　4　　5ａ　5b　5ｃ　5d　5ｅ
?
?
　2
47
50　3　　4　　4　　5
276　H6　131　99　141
一一
　　349
????????????? ?????? ???????
四国地方の石,灰岩地植生
Quercus phillyraeoides ・
Pittosporum tobira
Juniperus chinensis
Euonymus japonicus
Pinus thunbergii
Paederia scandens ｖ. maritima
Cynanchum japonicum
Chrysanthemum japonense
　　　　　ｖj ashizuriense
Bothriochloa parviflora ・
Bletilla striata
Heteropappus hispidus
Scilla scilloides
Rosa wichuraiana
Phteirospermum japonicum
Themeda japonica
Cymbopogon goenngii
Artemisia capillaris
Machilus thunbergii
Elaeocarpus sylvestris
　　　　　ｖ. cl】ipticus
Daphniphyllum teijsmanni
Distylium racemosum
Castanopsis cuspidata (cum
　　　　ｖ. sieboldii)
Ilex latifolia
Ilex Integra
Podocarpus macrphyllus
Rapanaea neriifolia
Elaeagnus reflexa
Arachniodes arista ta
Desmodium laxum
Damnacanthus indicus
　　　　(ｃｕｍ ｖ. microphyllus)
λ/larsdenia tomentosa
Arisaema ringens
Arachniodes pseudoaristata
Quercus myrsinaefolia
Nandina domes tica
Xylosma conges turn
Trachycarpus fortunei
Eriobotrya japonica
Onychium japonicum
Cyclosorus acuminatus
Eurya japonica
Cleyera japonica
Aucuba japonica
Chamaele decumbens
Zabelia integrifolia
Spiraea nervosa
Quercus salicina
??????????????
111
111
111
11
３
Ｉ
??
????????
３
?????????
１
???
３
??
?
?
?
??
?
??
??
??
２
２
????????
??????
???????
Ｉ
Ｉ
Ｉ
??
Ｉ
??
Ｉ
??????
????
????????
???
??
?
?
?
?
Ｉ
１
??
?
―
????
??????????
(山
Ｉ
１
１
????????????
??
）
Ｉ
??
２
??
????
????
II
Ｉ
???????????????
111
11
111
??
???????
Ｉ
????????
Ｉ
Ｉ
●
Ｉ
??
??
??
Ｉ
Ｉ
Ｖ
IV　V 1. II
911
Ｉ
Ｉ
II
Ill
　I
　I
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Machilus japonica
Quercus glauca
Ligustrum japonicum
Camellia japonica
Elaeagnus pungens
Neolitsea sericea
Ficus erecta
Cinnamomum japonicum
Actinodaphne lancifolia
Trachelospermum asiaticum
Ficus nipponica
Hedera rhombea
Kadsura japonica
Lemmaphyllum microphyllum
Ophiopogon japonicus
Cymbidium goeringii
Ardisia japonica
Liriope spicata
???
Ｖ
??
ｌ
??
?
?
?
―
ｌ
???????????????????―??????
?
?
????????
IT
?
???????????
????????。??????
１
?????
???????
???????????????
?????
II　Ill　Ｖ　　I
Ｖ IV
???????????????????????????????????????
????????
?
?
???????
Table 32. Summarized synthesis table for foresリind scrub･ vegetation in the cool
　　　　　　　temperate zone, including Euptelea polyandra-Orixa japonica com-
　　　　　　　munity　　　　　　　　　　　　’
　　　　1. Euptelea polyandra-〇rixa japonica community, 2. Pterocarya
　　　　rhoifolia-Carpinus cordata community, 3. Abies homolepis com-
　　　　munity, 4. Fagus　crenata　ｃｏｍｍｕりityﾄ　5. Carpinus japonica
　　　　community.　　　　　　　　　　　　　‘　ｏ●
Number of quadrats
Number of species
Merculiaris leiocarpa
Nanocnide japonica
Lycoris sanguinea
Cyrtomium caryotideum
Polys tichum deltodon
Sedum tosaense
Acer mono
Carpinus cordata
Pterocarya rhoifolia
Cornus controversa (cum. V. shikokumontana)
Aesculus turbinata
Celtis jessoensis
Ulmus davidiana
Cercidiphyllum japonicum
Pterostyrax corymbosa
Pterostyrax hispida
Actinidia arguta
Deutzia crenata ｖ. nakaiana
Philadelphus satsumi
Hydrangea macrophylla ｖ. acuminata
Parabenzoin praecox
Staphylea bumalda
Acer carpinifolium
Meliosma tenuis
Acanthopanax hypoleucus
Sambucus sieboldiana
?
? ?
? ? ?
?
????????
Ｉ
?????
Ｉ
??????? ???? ?
??
??????????????????????????????????????????????
???????
II
１
?????
??????
??
???????? ー
Ill
･I
11
11
11
1
??
Ｉ
四国地方の石灰岩地植生
Acer tenuifolium
Hosiea japonica
Dryopteris polylepis
Polys tichum ovatopaleaceum
Elatostema involucratum
Thalictrum actaefolium
Saxifraga cortusaefolia
Deinanthe bifida
Kirengeshoma palmata
Euonymus melananthus
Polystichum tripteron
Athyrium squamigerum
Athyrium mesosorum
Boehmeria paraspicata
Stellaria sessiliflora･
Actaea asiatica
Caulophyllum robustum
Arabis serrata ｖ. sikokiana
Ancistrocarva japonica
Galium paradoxum
Peracarpa carnosa
Cacalia yatabei ｖ. occidentalis
Asperella japonica
Dryopteris crassirhizoma
Leucosceptrum stellipilum ｖ. tosaense
Euptelea polyandra
Orixa japonica
Alangium platanifolium ｖ. trilobum
Abies homolepis
Viburnum furcatum
Aconitum grossedentatum ｖ. sikokianum
Astilbe shikokiana
Geranium shikokianum
Heracleum moellendorffii ｖ. tsurugisanense
Leucosceptrum japonicum
Valeriana fauriei
Adenophora remotiflora
Ligularia stenocephala
Aconitum loczyanum
Aster ageratoides ssｐ･ yoshinaganus
　●　・　　　●Cirsium gyqjanum
Saussurea nipponica ssp. sikokiana
Festuca japonica
Thalictrum aquilegifolium
Pternopetalum tanakae
Veronicastrum sibiricum ｖ. australe
Cacalia adenstyloides
Paris verlicillata
Fagus crenata
Acer rufinerve
Symplocos coreana
Parabenzoin trilobum
Pourthiaea villosa ｖ. laevis
Sty rax shiraiana
Sasa Ｓｐ･
Arisaema ternatipartitum
Brylkinia caudata
Orthoraphium coreanum
??
??????
Ｉ
●
Ｉ
II
???
Ｉ
Ｉ
●
Ｉ
●
Ｉ
　(山中)
-
11
11
Ｖ
Ill
Ill
Ill
Ill
????????????????????????????????????
???
???
Ｉ
Ｉ
●
Ｉ
●
Ｉ
Ｉ
Ｉ
????????????????
11
11
11
11
11
???
Ｉ
Ｉ
　1
111
　1
111
II
Ｉ
?????
II
IV
Ill
II
II
Ｉ
Ｉ
Ｉ
??
II
???
???
?????
Ｉ
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Helwingia japonica
Corylus sieboldiana
Clematis stans ｖ. austrojaponensis
Lindera obtusiloba
Spiraea nervosa
　　Carpinus japonica
　　Tilia japonica (cum. V. leiocarpa)
　　Acer sieboldianum
　　Ｆｒａχinus lanuginosa ｖ. serrata
　　Cornus kousa
　　Weigela decora
　　Rhamnus japonica ｖ. microphylla
　　Isodon longitubus
　　Cirsium tenue ｖ. ishizuchiense
　　Paeonia japonica
.
　　Carex sachalinensis ｖ. sikokiana
　　Tritomodon cernuus (cum. f. rubens)
　　Lepisorus ussuriensis ｖ. distans
　　Cimicifuga simplex
　　Paris tetraphylla
　　Carpinus tschonoskii
　　Quercus mongolica ｖ. grosseserrata
　　Kalopanax pictus
　　Hydrangea petiolaris
　　Rhus ambigua
　　Euonymus oxyphyllus
　　Lindera sericea ｖ. glabrata
　　Sasamorpha purpurascens
･.　Astilbe thunbergii
　　Cimicifuga acerina (ｃｕｍ ｖ. intermedia)
　　Circaea alpina (ｃｕｍ ｖ. pilosula)
　　Stewartia monade】pha
Ｉ
Ｉ
Ｉ
●
Ｉ
Ｉ
??
学　　第２号
II
Ｉ
?????????????????????????
IT
Ｉ
???????????????
Ill
????
???
111
111
111
11
11
??????????????
IV
Ill
Ill
Ill
Ill
???????????
11
11
1
IV
II
II
I
???????? ???
